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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『プロローグ』









　学校に行きたい、と彼は言ったのだ。

　長い『戦争』で断念してしまった学生生活を、かなうなら少しでも体験してみたいと。

　だから。

（……ああ、辿たどり着いた）

　と、彼は生しよう涯がい最大の感動を覚えていた。

　校舎の平へい凡ぼんなリノリウムの廊ろう下かは、まるで王宮の広間に見えた。

　二週間もの間半死半生で砂さ漠ばくを彷徨さまよい、ついにオアシスに辿り着いたときでさえ、これほど深い感かん銘めいは受けていない。廊下で立ち尽つくしたまま膝ひざが震ふるえ、涙をこらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

（……本当に……俺と同じぐらい若いのが……こんなにいるんだ……）

　感かん慨がい深ぶかく、徐じよ々じよに湧わき上がってくる興奮に、胸むな元もとを押さえる。

　これほど数多くの少年少女が集つどう場所を、彼は軍隊以外で知らなかった。あれはあれで騒そう々ぞうしく、けして嫌きらいではなかったが、これほど明るい雰ふん囲い気きはなかった。

　まるで、歩く生徒のひとりひとりが眩まぶしく輝かがやいているように、彼──破は城じよう蒼そう士し郎ろうには見えた。

（すげえ……本当にすげえ……）

　いくら見ても、感動が退ひいていかない。

　もちろん、さまざまな風景は見てきたのだ。エアーズロックにもトルクメニスタンの地じ獄ごくの門にも行った。そのすべてで戦って、死にかけもした。ＡＡＡランクだとか認にん定ていされ、邪じや鬼きだとか悪あく魔まだとか四し王おうだとか数々の異名でも呼ばれた。

　だけど、そんな過去は、今ここに満ちあふれている生命に比べれば、どれほどの価値があるだろう。

（俺も……ここの生徒でいいんだ……っ！）

　喜びが、何度となく胸からつきあがる。

　気を抜ぬくと、今にも飛び上がってしまいそうだけど、『戦争』の後こう遺い症しようでいろいろ問題が起きてしまいそうだから、我が慢まんする。

「あ、そうだ。教室の場所──」

　誰だれか、適当に分かりそうな相手を探す。

　だが、見つからない。あっちこっちと振ふり向きつつ、教えてくれそうな生徒を探すのだが、どうも避さけられているように思う。

（──あ、あれ？）

　気が焦あせり、なるべく友好的な表情を浮うかべて、きょろきょろ振り向くも結果は同じ。

　視線が合いそうになるたび、誰からも挙動不ふ審しん気味に顔をそむけられる。感動がぎゅるんと反転してつい涙目になりそう。というか滲にじんだ。

　そんなタイミングで、ひとりだけが声をかけられる距きよ離りにいたのだ。

「あ、あの、こんにちはっ！　２─Ｄの教室って分かりますか！」

　やっと、言えた。

　相手が、アンダーフレームの赤い眼鏡めがねをかけたポニーテールの少女であることも、声をかけた後にやっと気づいた。異国の血が混じっているのか、眼鏡と同様に髪かみも赤い。整った造作だが、幾いく分ぶん厳しい表情で、鋭えい利りな刃やいばみたいな印象があった。

　白いブラウスの制服が、この少女に纏まとわれると華はなやかなドレスに見み紛まがった。

　数秒ほど間をおいて、眼鏡の少女はすいとこちらを指さしたのだ。

「あなた、さっきから気持ち悪いぐらいニヤニヤしすぎ。それはみんな避けるわよ」

　いきなり、ど真ん中を突つかれた。

「……ぁ」

　思わず、口元に手をやる。

　正直ゆるみっぱなしではあった。

　そんなこちらの行動を見やって、どうやら話は通じると見たのか、少女がさらに言葉を続けた。

「高等部の人？」

「……あ、えっと」

　蒼士郎は、現在十八歳。

　校舎は中等部であるため、行き交かう生徒たちの横顔はいずれも少しずつ若かった。

　社会に出れば、大した年ねん齢れい差ではない。しかし、特定の世代の子供と大人しか存在しない学校や、かつて蒼士郎が加わった『戦争』では極きわめて巨きよ大だいな差異だった。それこそロートルとか、燃え尽きたバーンナウトとか称しようされるぐらいに。

「いや……俺中ちゆう途と入学なんで。勉強したくて来たけど、多分落ちこぼれだから、下の学年からスタートってことなんじゃないかと」

　恥はずかしいけれど、それもくすぐったいような感覚があった。

　落ちこぼれ。

　その言葉に、淡あわいあこがれがある。

　まるで自分がこの生活に参加しているような錯さつ覚かくを味わえる。いや、今は錯覚ではなくただの現実なのだ。世界とはなんて素す晴ばらしいのだろう。

「そう」

　と、眼鏡の少女は小さくうなずいた。

「軽けい蔑べつする？」

「ううん。勉学に励はげむ人は好きだから」

　すごい。勉強が好きでいいんだ。

　なんて凄いのだろう学校。ちょっとこれは天国じゃないか。

「２─Ｄね。それならあたしの教室よ。案内するわ」

「うわ、ありがとう！」

　ぶんぶんとうなずいた蒼士郎に、少女が背を向けて歩き出す。

　慌あわててついていくと、呆あきれたように口を開いた。

「そんなに嬉うれしいの？」

「ま、まあ」

「さっきからうなずくたび、犬のしっぽでもぴょこぴょこしてるみたい」

　それから、不意に微び笑しようしたのだ。

「あたしも、昨年の中途入学だったから。だから、なんだか思い出しちゃった」

「うお、本当に！　すごい偶ぐう然ぜん」

　少女についていきながら、目を白黒させる。

　まるで魔ま法ほうだ。奇き蹟せきが大おお盤ばん振ぶる舞まいしてる。

　そこから、もう一歩踏ふみ込むには、いつもの何倍もの勇気が必要だった。

「……な、な、な、名前を訊きいてもいいかな」

　顔が熱くなってるのが分かった。

　一いつ緒しよに歩きながら、少女が答える。

「風紀委員長の、朱あけ桐ぎりひいろ。あなたは？」

「は、破城蒼士郎。蒼あおに、士さむらいに、郎ろう」

「そんな真っ白な髪なのに、名前は蒼なんだ」

「う、うん」

　ひょいとこちらの髪をいじられて、声がうわずってしまった。髪の色は後天的なもので、ひょっとしたら怖こわがられるのではと、髪染めを手に半日悩なやんでいたのだが、気にしないでくれるらしい。

　やはり、嬉しさを隠かくすなんてできない。今日はなんていい日だろうか。

「学校って素敵だなあ。本当にいいところだなあ」

「変な人」

　ころころとひいろが笑う。

「じゃあ、蒼士郎くんでいい？」

「お、おう。それでいい。俺もひいろさんで」

　そこまで言ったところだった。

　目的の教室に辿り着いた。廊下側に張り出した札にも『２─Ｄ』と刻んである。

　扉とびらを開いたところで、さあっと血の気が引くのを蒼士郎は感じた。

「……黒蓮ロータス──」

　喉のどから出かけた呻うめきを、必死に留とどめる。

　顔見知りだった。というよりも、自分をこの学校に送りつけた──

「シスター・ジル」

「あら、朱桐さん。──彼を連れてきてくれたの？」

　実に穏おだやかな笑え顔がおで、うら若いシスターはひいろを迎むかえた。

　そこだけ切り取れば、おおよそ理想的な聖職者と生徒の関係としか映るまい。
















　ちらっと時計を見たひいろが、硬こう直ちよくしかけていた蒼士郎の手を握にぎって、何人か生徒たちの集まっている席へと踏み出す。

「じゃあ、蒼士郎くん。朝礼の前にみんなを紹しよう介かいするね」

「あら」

　と、シスターが呼び止めた。

「どうしたんですか。先生はこちらですよ」

「……え？」

　廊下を歩いてる間に、気づくべきだったのかもしれない。

　ほかの生徒が纏まとった制服と、自分が着ているスーツの違ちがいに。

「蒼士郎くん？」

　と、ひいろが首を傾かしげて、

「ダメでしょう朱桐さん。先生をそんな呼び方しちゃ」

　シスターが、やんわりとたしなめる。

　ただし、その唇くちびるに浮いた笑みは、シスターなどというより漆しつ黒こくの魔王である。罠わなにかかった哀あわれな生け贄にえを観察する狩人かりゆうどであったやもしれない。

　ベルが鳴った。

　朝礼のそれだとか考えるよりも早く、シスターの柔やわらかな手が蒼士郎のそれを握って、教きよう壇だんへと引っ張り上げたのだ。

「だから、こちらです。破城先生、朝礼を始めますから早く教壇についてください。ああ、ひいろさんも自分の席にね」

　くくく、とシスターの肩かたが揺ゆれる。

　蒼士郎は助けを求めるように、振り向いた。

「……せん、せい？」

　ぎこちなく、ひいろの唇が動いていた。

　騙だましたのか、とその眼めが訴うつたえている。

　新任早々あたしに恥はじをかかせたかったのね、と真っ赤になった顔は告げている。

「い、いや、違う。そういうわけじゃなくて……」

　狼狽うろたえる蒼士郎が片手を振りながら、ひそひそと耳打ちした。

「どういうことだ、黒蓮華嬢ロータス・ブライド！　あんたは俺を──」

「ええ、約束を叶かなえたわよ？　約束通り学校に行けるようにしてあげたじゃない。生徒として来たい、なんて聞いてなかったわよ？」

　そこまではひそめた声で。

　とどめをさすように、シスターは華やかに笑った。

「ようこそ、破城先生。──みなさん、新任の破城蒼士郎先生です。このクラスおよび数学を担当していただく予定です。お若いですけれど、海外で飛び級されたぐらいのとても優ゆう秀しゆうな方ですので、どうか安心なさってくださいね」

　裏切られた！

　ふうんそうですか飛び級ですか、落ちこぼれなんて話したのもまるっきりの噓うそだったのね、とひいろの瞳ひとみが燃えている。

　凄すさまじい罪悪感と絶望感で、その後のことは覚えてない。

〈第十三特区〉二十七の学院中、序列二十五位とされる私立斑鳩いかるが学院。

　その新任教師として、破城蒼士郎が登録された日の出来事であった。
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　──夢だ、と舌の感覚で分かった。




　じゃりじゃり、と口中を傷つける砂さ塵じん。

　たとえ仮面をつけていても、その程度では抗あらがいようもない。蒼そう士し郎ろうたちが隠れた遺い跡せきの他ほかは、見み渡わたす限り砂に満たされ、ぎらぎらした陽光が眼球を痛めつけている。最さい先せん端たんのボディアーマーも砂さ漠ばくの不快さは低減してくれなかった。

（……またか）

　と、思う。

　何度、この夢を見ただろう。

　終わりの夢。『戦争』の夢。ひょっとしたら……青春の夢。

「……よう、〈黒こく絶ぜつ公こう〉」

　と遺跡の陰かげから呼びかけ、自らの仮面をずらしたのは、幼さを残す黒人の少年だった。

　ひどく当然に、彼も創神使いマギウスだった。アステカ神話にその名も高き、軍神テスカポリトカ。当時の〈解放者リベレーター〉の中でも指折りの強大な『神』だった。もっとも、すでにその創神も滅ほろびて、彼の隣となりで膝ひざを屈くつしている。

　伝承と同じく手足に鏡を埋うめ込まれたその神が──さらさらと、砂のように崩くずれていったのだ。

　創神。

　新世代ニユーエイジの魔術によって、創つくりあげられた人工の神。十六歳以下の少年少女のみが行使しうる、自らの精神力そのものを『神という鋳い型がた』によって現出させた戦術ユニット。

「負けたなあ」

　と、少年は笑って、仮面を放ほうり投げた。

　ほんのかすか、頰ほおが動いただけだったけど、多分笑ったのだろうと思った。

「雪麗シユエリーの二じ郎ろう真しん君くんも、カレンのパズスも負けた。こてんぱんもいいとこだ」

　半顔を血にまみれさせて、黒い肌はだの少年は拡声器を通した音声を聞いていた。




『──戦いは終わった！　〈解放者リベレーター〉の戦せん闘とう員たちに告げる！　投降せよ！　我らには受け入れる準備が整っている！　繰くり返す！　戦いは終わった！』




　拡声器を通した声が、砂漠に響ひびいていたのだ。

　きらきら輝かがやく砂すな粒つぶに、勝利者たちの誇ほこらしげな投降勧かん告こくが撒まき散らされる。蒼士郎たちが隠かくれた遺跡の上空にも輸送用タンデムローターが行き来していた。実際、もう一ヶ月も前に、『戦争』の趨すう勢せいは決定づけられていたわけで、〈管理軍〉は早くからこのための準備を整えていたらしい。手厚い用意の裏には、〈剣けん帝てい〉からの強い申し出もあったとか。

　ああ、なんて慈じ悲ひ深ぶかい話だろう。

　くそったれ。

「〈剣帝〉まで来たんじゃ、仕方ないか……。ははは、やっぱりすげえな七しち貌ぼう七しち剣けん」

　少年の背後には、かつての戦場が広がっていた。

　彼が護まもっていたエリアはとりわけ重要で、当時の〈解放者リベレーター〉の残存戦力が結集されていた。数では〈管理軍〉に大きく劣おとるものの、精霊態フエイズ３以上の創神の使い手が数十人も一ヶ所に集められた例はほとんどなかったはずだ。

　そのエリアを、単たん騎きで〈剣帝〉は突とつ破ぱした。

　さすがに手加減する余よ裕ゆうはなかったようだが、戦場跡あとは凄せい絶ぜつであった。

　あるいは隕いん石せきでも墜つい落らくしたかのごときクレーターができあがり、あるいは火山が噴ふん火かしたのかと想像させるほどの溶よう岩がんが、赤々とわだかまっていた。かろうじて血肉は認にん識しきできたが、それと分かるような死体はほぼ残っていない。強大すぎる創神の権能が、死体どころか遺跡も大地も無む惨ざんに粉ふん砕さいしたためであった。

　破は壊かいを尽つくした『神』の名は、カーリー。

　インド神話においてたやすく天地を砕くだくともいわれた漆黒の女神カーリーを、〈剣帝〉は顕けん現げんさせるのだった。

「……お前、学校に行きたがってたよな」

　掠かすれた声で、少年が言う。

　笑うと、白い歯が剝むき出しになった。

「きっと、そうしろよ。黒蓮華嬢ロータス・ブライドの伝つ手てでも使ってさ。……だって、俺らは行けなかったんだから。お前ぐらい……きちんと夢を叶かなえるべきだ……」

　とても眩まぶしそうに、目を細める。

　だが、きっとその瞳はもう何も映してないのだろう。だって、蒼士郎の腹部がしとどに血に濡ぬれていることに、彼は気づいてない。

「なあ……蒼士郎……」

　声が、途と切ぎれた。

「──おい」

　返事はなかった。いつもの夢で、いつものように確かめて、いつものように少年はここで事切れていた。

　空が青い。

　こんなに青い空を、蒼士郎は初めて見た。一生忘れることのできない色だった。

　たまらない胸の震ふるえに、傍かたわらの巨きよ影えいが反応した。

　ああ、夢だから、まだあれも喚かん起きしたままなのか。

　自分の隣に屹きつ立りつする創神を、ひどく懐なつかしい想おもいで見やった。身体からだの痛みが遠いのが夢だからか、現実でもそうだったのか、もう蒼士郎は覚えてなかった。

　自分の、仮面に触ふれた。

　黒い砂が、ゆるりと周囲を舞まう。

　創神形質・万ばん象しよう黒こく塵じん。

　蒼士郎の失われた『力』。この黒い砂を巧たくみに操あやつるがゆえ、彼は〈黒絶公〉と呼ばれたのだった。

（──だったら）

　思う内に、風景が形を変えた。

　夢ならではの唐とう突とつさで、遺跡から数キロほど離はなれた地点に、舞ぶ台たいは移っていた。

　彼の、最後になった戦い。

（──〈剣帝〉）

　蒼士郎が、目の前の相手を睨にらみつける。

　長い髪かみを翻ひるがえらせ、こちらも真しん紅くの仮面をつけた創神使いマギウスであった。

　当時は、まだ多くの創神使いマギウスが仮面を使っていた。自らの精神を制せい御ぎよするのに、仮面は極きわめて有効な呪じゆ具ぐだからだ。洋の東西を問わず、芸能や多くのシャーマンが仮面を好んだ理由はここにある。

　傍らに、女め神がみがいる。

　カーリー。

　漆黒の身体に、四本の腕うでを持つ女神であった。

　人とはかけはなれた異形なのに、そのフォルムが美しかった。血と殺さつ戮りくを好み、暗殺集団に奉ほうじられた神とは思えぬほどだった。

「戦いは終わった」

　仮面越ごしの低くくぐもった声が、聞こえる。

「終わってない」

　と、蒼士郎は答えた。

　傍らで、彼の創神が走った。

　対して、〈剣帝〉の操る女神もまた、その剣を振ふるった。

（──〈剣帝〉）

　黒い女神の剣は最初凄絶たる氷の嵐あらしを放ち、次は真逆に煌こう々こうたる炎ほのおを巻き上げた。

　そのたび、がちんと音をたてて、女神の顔が入れ替わる。

　カーリー。

　創神形質・七貌七剣。

　本来、創神に許された能力はひとつかふたつきりである。鋳型となる神にいくら多くの伝承があったところで、再現するのは使い手の精神に過ぎないからだ。使い手が信じるように、信じられるようにしか、『神』というカタチも存在できない。

　だが、この創神は「魔ま力りよくを秘ひめた剣を使い分ける」という能力に特化することで、この限界を大きく飛び越えたのだ。

（──〈剣帝〉！）

　かろうじて、蒼士郎は耐たえた。

　彼の創神の支配する黒い砂が、障しよう壁へきのように周囲へ張り巡めぐらされていた。

　漆黒の渦うずの中で、彼はシュプレヒコールを聞いた。




『創神使いマギウスを解放せよ！』




　ああ、〈解放者リベレーター〉の中ちゆう核かくとなったフレーズだ。

　かつて、その声を背に戦った。お題目を信じていたというよりも、きっとすがっていたという方が正しい。




『創神使いマギウスは管理されるべきだ』




　きっと、〈管理軍〉の言い分も分かっていた。

　社会に超ちよう人じんがいてはならない。厳密に統制され、無害化された形で社会に組み込まれてこそ、創神使いマギウスという魔人は初めて人間としての権利を得られる。管理されぬ過か剰じような力は、ただ社会を壊こわすのみ。

（──そうなんだろう──？）

　だから、自分たちは争いあった。

　互たがいに許せないことを抱かかえて、自らの『神』に託たくしてぶつけあった。

（──お前もそうなんだろう──？）

　夢から浮ふ上じようしつつあるのを、蒼士郎は感じた。

　いくつもの過去が混じり合った幻げん想そうから、自分の意識が剝はく離りしつつあった。つかのま戻もどされた創神も、好敵手も、すでに遠ざかりつつあった。

（──答えてくれよ、〈剣帝〉──）

　手を、伸のばす。

　ふと、思い出した。

　だから、学校に焦こがれたのだと。

　当たり前の少年少女が当たり前に過ごしているという、そんな時間に憧あこがれたのだと。

　できたら、自分もそんな生徒のひとりとして加わってみたいと──




　　　　＊




「……ふぁ……」

　あくびを嚙かみ殺し、蒼士郎は職員室の机から顔を持ち上げた。

　ばさばさと、プリントが落ちる。

　どうやら数分ほど眠ねむってしまっていたらしい。多分、昨日徹てつ夜やで授業のプリントなどをつくっていたせいだろう。放課後のホームルームもどうにか終わり、無人の職員室に戻ったところで緊きん張ちようが解けてしまったのだ。

　教師就任から、もう二ヶ月が経たっていた。これだけの時間が経てば、人間否いやが応でも環かん境きように順応するもので、白い髪の青年の生活もひとまずの安定を得ていた。

（……あんなこと、思ってたんだよな）

　頭を押さえ、ため息ひとつ。

　幸い、まだほかの職員は戻ってないのか──あるいは新人の蒼士郎を優やさしく見み逃のがしてくれたのか、職員室は無人のままだった。〈特区〉には天才肌はだで飛び級を繰くり返した教師も比ひ較かく的多いらしく、蒼士郎の存在も早々と受け容いれられたものだった。

　ただ。

　けして、この生活を気に入ったわけではない。

　散らばったプリントを搔かき集あつめ、無理矢理引き出しに詰つめてから、立ち上がった。

（なんで……こうなったんだ……）

　奥歯を嚙みしめる。初夏という季節も憎にくいし、このスーツも憎い。だいたいスーツとネクタイという組み合わせからして最悪だ。砂さ漠ばくの戦場だってもう少し機能性のある服装が当たり前だったのに。

　廊ろう下かに出た。

　日差しの眩まぶしさに目を細めたところで、窓の向こうから大声が湧わき上がった。

　ちょうど放課後の部活が始まったところらしく、横合いのグラウンドから運動部の掛かけ声がどよもしていたのだ。初夏の太陽に似つかわしいその爽さわやかな響ひびきは、まるで自ら青空を押し上げているようだった。

　誰だれかが打った、金属バットの音。

　かすかに響くトランペットは、吹すい奏そう楽がく部のものだろう。

　ネクタイの息苦しささえ忘れてしまいそうな、いっそ切ないほどに輝かがやかしい光景。

「……ああ……いいよな……」

　再びこぼれる、憂ゆう鬱うつのため息。

　怒いかりの青さ、また苦さ。俺はひとりの修しゆ羅らなのだ。

　古い詩人の書いた一節が自然と胸の内を流れて、なおさら蒼士郎は虚むなしかった。

（なんで……俺は、あっち側じゃないんだろうなあ……）

　いまだに、心には学校という場への憧れが燻くすぶっている。

　ただ、その憧れが深いほど、己の心を傷つけるというだけの話。

「──あ、破は城じよう先生、お疲つかれさまです！」

　ばたばたと廊下を走り込んできたのは、担当しているクラスの生徒たちであった。

　帰りのプランでも示し合わせていたのか、全員からいかにも幸せそうな雰ふん囲い気きが伝わってきた。さぞ学生生活を満まん喫きつしているのだろう。

　にこにことした笑え顔がおに耐えきれず、思わず視線を逸そらす。

「いいから走るな」

「ごめんなさーい」

　片手をあげてばたばた走り去っていく影を見送り、蒼士郎はこめかみを揉もむ。

（ああ、もういいかげん諦あきらめろよ俺……）

　切り替えは重要だ。とりわけ戦場ではそうだった。命を賭かけた体験が精神年ねん齢れいを上じよう昇しようさせるわけではないが、幾いく分ぶんか達観した性質を形成したのは確かだろう。

　あるいは、諦てい観かんと言い換かえてもいい。

　求めることは重要だが、手に入らないと分かったならばさっさと切り上げることはもっと重要だ。

　そうした場所で、自分は生きてきたのだから。

　だから、




「……頭痛でも、してるんですか？」




　不意に、冷たい声こわ音ねがかけられた。

　その響きに、半ば条件反射的に喉のどがごくりと鳴る。油の切れた歯車よろしくぎりぎりとぎこちなく振り返り、予想通りの人ひと影かげに目を瞠みはる。

「……ひ、ひいろ、さん」

「失礼ですが、朱あけ桐ぎりと呼んでください。破城先生」

　眼鏡めがねの弦つるに触ふれて、冷たく少女が言い放つ。

　ほとんど物理的な威い力りよくで心臓を貫つらぬかれて、蒼士郎は悶もん絶ぜつしかかった。とにかく目つきが厳しい、態度が厳しい、人当たりが厳しいの三さん拍びよう子しがそろっており、ほとんどの生徒たちを寄せつけぬ絶対的な佇たたずまいを確立している。

　風紀委員長もここまでくれば、殿でん堂どう入りにしてもよいのではなかろうか。

「──うわ、朱あけ姫ひめだ」

「おいおい、また誰か姫の犠ぎ牲せいになってるのか」

「睨にらまれてるよな、破城先生」

「先生可哀かわい想そう」

「前に睨まれた体育の先生、トラウマになって別の学校行ったんじゃなかったっけ」

　そんな声が、ほうぼうから聞こえてくる。

　朱姫というのは、この永代風紀委員長の名前および、異国の血が混じっているのではと思わせる髪かみや眼鏡の色から来ているのだろうが、ちょっと似合いすぎていて笑えない。

　というか、ひとりぐらい助けてくれてもいいのに。

「ちょ、ちょっと待て。朱桐、今日は休みだったんじゃ」

「家庭の事情で、昼過ぎには登校するとご連れん絡らくしたはずですが。ひょっとして、端たん末まつを確かく認にんされませんでした？」

　すうと人差し指を弦に添そえて、眼鏡がぎらりと光る。

　だらだらと嫌いやな汗あせが垂れるのを、蒼そう士し郎ろうは自覚した。かつては一個中隊とて恐おそれなかった自分が、今は十四歳ばかりの女子生徒にここまで戦せん慄りつしている。当時の同士たちが見たならば、一体どんな顔をするだろうか。

「──破城先生。聞いてますか？」

「は、はい！」

　思わず姿勢を正してしまう。

「せめて、生徒の話ぐらいはきちんと聞いてください。対話こそが教育の基本でしょう」

「も、もちろん、そう思います」

　いちいちもっともな指し摘てきに、ぶんぶんとうなずく。

「では、先生が目指す教育理念はどういうものなんですか」

「きょ、きょういくりねん……!?」

　三さん段だん跳とびで質問が来た。

　なりゆきで無理矢理教師にさせられた蒼士郎に、そんな立派な題目のあるはずもない。

「何でも結構です。文武両道でも、健全な魂たましいは健康な肉体に宿るでも」

「ん？　いや健全な精神orandumが健全なest ut肉体にあるsit mensようにsana祈inられるべきcorporeであるsanoっていう警句なら、ありゃユウェナリスからローマ人への皮肉だろ。ひたすら娯ご楽らくに溺おぼれているローマ人に、そんなのより精神と肉体が健全なことだけを祈いのるべきだってやつ」

「…………」

　反射的に返してしまい、ひいろがきゅっと柳りゆう眉びを寄せた。

「あ、そ、その」

「先生、時々妙みようなことに詳くわしいですね」

「ど、どうも、すいません」

「謝る必要ありません。堂々としてください」

　だから、それが一番難しいのだ。

　彼女が羨うらやましいと思う。教室にあってもひいろの佇まいは別物だ。そこだけが彼方かなたの森の国であるかのように、いつも厳かで静せい謐ひつな空気に満ちている。初めて会ったとき、自分から話しかけられたのはもはや奇蹟としか思えない。

「もし、先生に何か言い訳があるようでしたら──」

　さらに、ひいろが続けかけたときだった。

　突とつ然ぜん、廊下に校内放送が響き渡わたったのだ。




『破は城じよう蒼そう士し郎ろう先生、破城蒼士郎先生。シスター・ジルがお呼びです。速すみやかに教会までお越こしください』




「──あ！」

　聞きたくない名前ナンバー１ではあったが、今ばかりは渡りに船だ。

「じゃ、じゃあ……」

「なんでしたら案内しましょうか？　破城先生」

　早さつ速そく乗りかかろうとした蒼士郎に、ひいろが囁ささやいた。

　二ヶ月前と同じ内容が、なぜこんなにも違ちがう響きを湛たたえているのか。

「い、いや、もう覚えたから！」

　だらだら汗を垂らしながら、蒼士郎がぐるりと踵きびすを返す。

「あ、破城先生！」

「また明日あした！」

　全力で、足をぶん回す。

　もはや体てい裁さいも何も取とり繕つくろわぬ、一いつ切さい合がつ切さいを投げ捨てた逃にげ方。

　最近でこそ運動不足だが、かつて戦場を駆かけ回った健けん脚きやくは、瞬またたく間まにひいろを置き去りにしたのであった。





２






　──そして。

　途と中ちゆうで、蒼士郎はふと空を見上げた。

　付属の教会へと続く、校舎裏の壁かべだった。

　その壁の屋上近くから根を伸のばしたかのように、ちいちいと声をあげる小こ鬼おにを蒼士郎は知覚したのであった。

「あ……雑ざつ神しんじゃねえか」

　周囲に人影がないのを確認して、蒼士郎は軽く跳ちよう躍やくした。

　ほんの十メートルほど。

　近くの窓まど枠わくに指をひっかけ、壁に根ざしていた小鬼をひょいと拾い上げる。〈特区〉の性質上、とりわけ学院内にはよくこの手の『神』が凝こごるのだ。

　あえて分類すれば、自律型の虚霊態フエイズ０とでもなるだろうか。

　自分が──失った能力。

　握にぎりしめると、小鬼は霧きりのように消えていった。

　このように、認識できれば蠅はえのようなものだが、まったく見えない者や対処を知らない者は、うっかり取り憑つかれてしまうこともある。疑心、暗あん鬼きを生ずなどというが、こうした雑神は人の思考を濁にごらせがちだ。学生生活にはふさわしくあるまい。

「さて」

　と、首の裏を叩たたき、地面へと危なげなく着地する。

　それから、実に嫌そうに、教会に向き直った。

　挨あい拶さつもせずに門を開き、聖堂の隅すみへと足を向ける。

　簡素な扉とびらとカーテンで区切られた、ごく小さな部屋である。その小さな部屋が、内側でさらにふたつに分割されており、中間には腰こしぐらいの高さで仕切りが設けられていた。

「あら、どうかしたの？　思ったより遅おそかったけど、こっそり生徒といいことしてた？　あらあら就任二ヶ月にして淫いん行こう教師爆ばく誕たん？」

「っざけんな」

　歯を剝むき出して、蒼士郎は仕切りの向こうの相手を睨みつける。本来はこの仕切りにカーテンが下ろされるはずなのだが、今は思い切りまくりあげられ、蒼士郎も相手のシスターも互たがいに丸見えになっていた。

　ちら、とさきほどの校舎裏の方向へ視線を投げて、

「また、雑神が凝ってたぞ。最近管理なってないんじゃねえのか」

「いいでしょ。そのためにあなたを雇やとってるんだから」

「掃そう除じ屋か俺は」

「気づいてなかったの？」

　歯を剝き出した蒼士郎に、ころころとシスター・ジルが笑った。

　一見しての年ねん齢れいは蒼士郎より、ひとつかふたつ下か。鼻のあたりに淡あわいそばかすがあって、にまにまと浮うかべた笑え顔がおの印象的な少女である。

「──つうか、なんでいつも懺ざん悔げ室なんだ」

「誰だれにも聞かれなくていいでしょ。ご飯だって食べ放題だし」

　そのシスターの手前に──ひどく罰ばち当あたりなことに、ほかほかと湯気を立てるタンメンの器うつわが置かれており、実に幸せそうに少女は麵めんをたぐっているのであった。

「うーんデリシャス。八はち来らい軒けんの店主ってばまた腕うでをあげたわね」

「……それ、ひょっとして学校に出前してもらってんのか」

「ええ。放課後なら結構バレないものよ？　だいたいタンメンなんて日本にいる間しか食べられないんだから、精せい一いつ杯ぱい堪たん能のうしておかないと♪」

　大いに胸を張るシスターに、蒼士郎はうんざりといった顔を隠かくさなかった。

　普ふ通つうならば手伝いとしてあちこちを掃除させられているぐらいの年格好なのだが、この少女に限ってはまるで教会の主あるじという趣おもむきがある。実際その通りであり、むしろ斑鳩いかるが学院のかなりの権力がこの少女に握られているのだと知っている者は、はたして学院内で十指に満ちるかどうか。

　生徒たちに親しまれた名前は、シスター・ジル。

　しかし、蒼士郎の知る名は違う。

　黒蓮華嬢ロータス・ブライド。

　二年前の『戦争』ではそう呼ばれていた魔女だった。

「で、なんで呼び出したわけだよ」

「何言ってるのよ。あんたからの定期報告が出てないからだけど」

　ちゅるると麵をすすり込み、シスターが鼻を鳴らす。

「別に、報告するようなこともねえよ」

「そう？　雑神も凝ってるわけだし、創神に目覚めた生徒とか出てきてない？　〈管理軍〉に新人かっさらわれたりしたら、ちょっと噴ふん飯ぱんものよ」

「知ったことか」

　そっぽを向いた蒼士郎を前に、一いつ旦たんシスターが箸はしを器に置く。

　年とし頃ごろに似合わぬ色気を眦まなじりに滲にじませ、三本の指を立てた。

「この学院では、常時とある三つを基調とした勢力が睨み合っている。蒼士郎だって知ってるでしょう？」

「…………」

「──〈管理軍〉。まあ前の『戦争』の勝者よね。聖霊教カソリツク主体で、創神使いマギウスを抱かかえる中では最大派は閥ばつ。〈特区〉の運営にも深く関係していて、おかげでこの都市の各所には聖霊教カソリツクの象徴シンボルや結界が張り巡めぐらされてるわ。できたら近寄りたくない石頭集団」
















　シスターがそれでよいのかという暴言を放ちつつ、薬指が折られる。

　蒼士郎も分かり切った話はやめろとは言わない。これがある種の通過儀礼イニシエーシヨンだと、どちらも了りよう承しようしていたからだ。

「──〈解放者リベレーター〉」

　中指が折られた。

　一いつ瞬しゆんだけ、蒼士郎の眉まゆが動いた。

　しかし、それだけで青年教師は黙だまったままだ。

「逆に、『戦争』で負けたところね。内部的にはアジアから南米、南なん欧おうの多神教ごたまぜ。現在は世界各地でゲリラ戦を展開中。〈特区〉のあちこちに出てきては、〈管理軍〉やらその息がかかった派閥に喧けん嘩かを売ってるわね。ある意味で『戦争』に負けたことが、対立と問題を根深くしたともいえるわ。ネズミなら頭を砕くだけば死ぬでしょうけど、雑草は一本ずつ引き抜ぬいても、根っこが残ってれば生えてくるもの」

「そんな風に追いつめたのは〈管理軍〉だろう」

「ゲリラ戦は、いつだって追い詰つめられた側の選せん択たくだものね」

　どこか感かん慨がい深ぶかげなシスターの声を聞き流しつつ、蒼士郎はただ不ふ機き嫌げんそうに腕を組んでいる。

　気にせず、シスターは続けた。

「──最後に〈ギルドうち〉。前の戦争でどちらにもつかなかった日和ひより見み主義者。まあ所しよ詮せんは互ご助じよ組合でしかないから、どっちかにつくほどの信念がなかったのよね。逆に言うと、日和見してくれるだろうとは両方から信しん頼らいされていた。おかげで、〈管理軍〉と〈解放者リベレーター〉に何らかの落としどころをつくりたい場合、だいたいうちに依い頼らいが回ってくるわ」

　いしし、とシスターが笑う。

　さきほどのあだっぽさはどこへやら、今度は齧げつ歯し類るいみたいなマスコットじみた笑い方だった。表情豊かというよりもころころと人格を入れ替かえてるような、独特の印象がシスターにはあった。

　ああ、そうだ。

　必要なら、彼女はその人格を再び仮面みたいに付け替えてみせる。

　聖職者にも。武器商人ブラツク・デイーラーにも。はたまた、遥はるかに恐おそれられた魔女としても──

「おかげで、おまんまの食い上げにはならないわけだけどね」

「商売繁はん盛じようで、何よりだ」

　半ばは嫌いやみで言ってるわけだが、シスターは気にした風もなく唇くちびるの端はしを吊つり上げ、ちょんちょんとこちらを指さしてきた。

「そういう〈ギルドうち〉からのお目付役もそろそろ来そうな案配なのよ。あなたも依頼のひとつふたつ受けてみてもいいんじゃない？」

「絶対しねえ！」

　断固拒きよ否ひして、蒼士郎がふんがっと腕を組む。

「……つうか、なんでよりにもよって教師で登録しやがった？」

「だって、生徒より教師の方がいろいろ権限あって便利じゃない。〈剣帝〉〈獅し子し王おう〉と並ならび称しようされた四し王おうのひとりが、こんなところで教師をやってるって設定も乙おつなものでしょ？　何？　用務員さんとかの方がよかったの？」

「っざけんな！　もう帰るぞ」

「あ、そうそう、大したことじゃないんだけど」

　じろっ、とシスターの瞳ひとみがこちらを睨ねめつけたのだ。

「……あんた、最近何か隠してない？」

　正直、ぎくっとした。

　隠している。

　破城蒼士郎は、とある事実を、シスターに隠している。

「なんにもないよ、そんなの」

　かろうじて平静を装よそおったまま、肩かたをすくめた。多分うまくいったはずだ。

「そっか。なんか、〈管理軍〉が昔のデータを洗い直してるそうなのよね。こっちに漏もれてきた中に、ちらちらと四王とかのデータが混じってたから、ひょっとしたらあんたに接せつ触しよくしてるかもと思ったんだけど」

「あいにくだったな。……じゃあ、今度こそ帰るぞ」

　しらばっくれて、無理矢理立ち上がる。長く話せばボロがでるのは必定だ。だったら、少々怪あやしまれようが、そそくさと逃にげ出した方が傷は浅い。

「あ、これいらないの？」

　と、シスターが仕切りの小窓から、小さな物品を差し出した。

　アンティークっぽい懐かい中ちゆう時計だった。丈じよう夫ぶそうで無骨な外装と、いくつもの歯車を嚙かみ合わせた洒しや脱だつな時計盤ばんとが、相反するようでいながら不思議な調和を見せていた。時計盤には至し極ごく小さな貴石がはまっており、これも懐中時計の雰ふん囲い気きによく合っている。

「神話結けつ晶しようが故障したとかいうから、一応新しいのいれたついでに、昔の基準で調整し直しておいたわよ？」

「……礼は言っておく」

　むしりとるみたいに取り上げて、踵きびすを返す。

　背中に、これが最後とばかりに声がかかった。

「……創神は、まだどれぐらい使えるの？」

「知っての通り、三割ぽっちだよ」

　青年が嫌そうに手を振ふると、シスターもそれ以上追つい及きゆうすることはなかった。

　教会から蒼士郎の気配が消え去った後、うーんと懺悔室の狭せまい天てん井じようへ手を伸のばして、ストレッチする。

　それから、

「……ねえ、蒼士郎？」

　いなくなった席へ、呼びかけた。

　木製の椅い子すにほんのわずか残ったぬくもりが、蒼士郎本人であるかのように。

「確かに面おも白しろ半分よ。私はいつだってそう。神様に祈いのるのも何かを信じるのも面白半分。心底何かを信じたことなんて一度もないし、これからも変わらない。きっと私は一生中ちゆう途と半はん端ぱで生きていくのよ」

　と、囁ささやく。

　さきほどのあだっぽさもいい加減さもなりを潜ひそめ、今のシスターはひどく自然体に不在の席を見み据すえていた。

「でもね。もう半分は──」

　遠いどこかを見つめるような瞳であった。

　あるいは、終わってしまった過去を物語るような声こわ音ねであった。

「──あんたが、この街で何かを見つけられたらいいわね」





３






　日が暮れると、〈第十三特区〉では東から西へ大きく人口が移動する。

　おおよそ東半分がいくつも建ち並んだ学園群、西半分が学生寮りようやマンションを主体とした住宅街という具合になってるからだ。もちろん北部や南部にはまた別の事情があるし、細かく見れば〈特区〉ビジネスに乗っかったさまざまな組織や営利団体が食しよく指しを動かしているわけだが、最も〈第十三特区〉らしい特とく徴ちようがこのふたつの地域に表れていると言えるだろう。

　蒼士郎が戻もどってきたのは、住宅地のメインから北に十分ほど歩いたゾーンだった。公園や美術館といった文化施し設せつの数が急に増える、景観保護区である。

　新築と思おぼしい豪ごう奢しやなタワー型マンションが、そこに屹きつ立りつしていたのだ。

「…………」

　視線を入り口のカメラに向けると、コンマ一秒で網もう膜まくの照合を終えたセキュリティが、特とく殊しゆ金属製の扉とびらを開放して青年を迎むかえ入れる。

　お辞じ儀ぎしたコンシェルジュに手をあげつつ、最初に並んだエレベーター群──ではなく、さらに奥の特別エレベーターへと足を向けた。こちらもボタンやカードは必要なく、面めん倒どうくさそうに一いち瞥べつするだけだった。

（まあ……建物ガワだけは立派だけどさ）

　豪奢さと裏腹に、蒼士郎の気分は陰いん鬱うつに陥おちいるばかりだ。

　つまるところ、こんなものは『檻おり』だろう。かつては三組織のバランスさえも揺ゆるがした異能者を傷つけないためだけの檻。とっくの昔にそんな価値は失われているのに、大切に包装されて、リボンまでかけられているかのようだ。

　社会は、こんな欺ぎ瞞まんでできあがっている。

　自分が戻りたかったのは、こんな世界だったろうか。何十人も何百人もが命を擲なげうって、勝ち取りたかったのはこんな世界だったろうか。

　乗り込んですぐにエレベーターが上じよう昇しようしはじめた。音ひとつなく、余計な圧力を搭とう乗じよう者に加えない絶ぜつ妙みような加速度と、目の前に広がる美しい夜景は、それだけで使用者を贅ぜい沢たくな気分に浸ひたらせるほどだったが、蒼士郎の慰なぐさめにはならなかった。

　扉が、開く。

　その途と端たん、

「お帰りなさいっ！」

　元気のよい声とともに、ショートカットの少女が玄げん関かんへ駆かけ寄ってきた。

　おおよそ十三歳ほど。小こ柄がらな身体からだの内側から、輝かがやきが溢あふれるかのような年ねん齢れいだった。

「また来たのか」

「はい先生！　今日の料理はすごくうまくできたと思うんです！」

　ニコニコと笑って、真っ白なエプロンを翻ひるがえさせる。

　確かに、部屋の廊ろう下かにもほかほかと美味おいしそうな匂においが漂ただよっていた。

　こちらが帰ってきそうな時間を見計らっていたらしい。時間を調整するのも料理のスキルだが、この少女は一週間ぴたりと蒼士郎の帰き還かんに合わせていた。

「……創神も落ち着いたのか」

　と、視線を横に傾かたむける。

　そこには、何もない。

　いや、いるのだが、蒼士郎のようなある種の霊れい感かんを持った者にしか認にん識しきできない。

　少女──七なな星ほし悠ゆう香かの肩には、虹にじ色いろのオウムが止まっていたのだ。

「ソーシロ、スゴク、マヌケナカオ！　マヌケナカオ！」

「黙だまれくそ！」

　ぱたぱたと羽ばたく創神へ、嚙みつくように手を伸ばして、その途と中ちゆうで身体を張った悠香に阻はばまれたのである。

「だ、駄だ目めです。トトは生まれて一週間なんですから！」

　割って入った悠香が、あわてて両手を振る。

「創神に、生まれてからの時間が関係あるか！」

「で、でも、私は生まれたときに立ち会ってますから……あのときの、破城先生には、本当に感謝してます」

　後半をはにかむように言われて、蒼士郎の動きが鈍にぶった。

　少しだけ、青年の脳内も時間をさかのぼったのだ。

　一週間。

　彼女とその創神に遭そう遇ぐうしたのは、つい先週のことだった。







　──あれは、学校の屋上でのことであった。

　階段の裏へ、いつものように蒼士郎はしゃがみこみ、壁かべに背をもたれかけさせていた。

〈第十三特区〉に来てから、蒼士郎が常じよう駐ちゆうしているのはたいていそこで、ひたすら青空を睨にらむか昼ひる寝ねするかで担当教科以外の時間を潰つぶしているのだった。まあ、職員室の他教師も一回り以上若い蒼士郎と共通する話題などないわけで、こうした行動も目をつむってもらっている。

　その日も、うつらうつらと徐じよ々じよに眠ねむ気けに身を任せようとしているときだった。

　不意に、叫さけび声が聞こえたのだ。

「ご、ごめんなさいごめんなさい！　だから暴れないで！」

　最初は、いじめの現場か何かかと思った。

　しかし、青年の霊感は──別のものを認識した。

　ひどく曖あい昧まい模も糊ことした、煙けむりのような霊体が、少女を取り巻いていたのだ。

「ああ……創神の初期暴走か」

　ひさしぶりに見た。『戦争』では、初期教習で嫌いやというほど立ち会った光景だった。

　もっとも、『戦争』でも蒼士郎は常に教官側であった。思えば、一応教師っぽい態度をとれるのも、そうした経験のためかもしれない。

　この〈特区〉の本来の機能からすれば、そうした人間が現れるのも当然だろう。

　放置したかったが、これで騒さわぎが広がれば、自分の安住の地が奪うばわれるだけだ。

　ため息ひとつで壁から離はなれて、向き直る。

「先生!?」

　ぎょっとした顔で、少女もこちらを振り向いたのだ。

「近寄らないで！　あ、あの、見えないかもしれないけど、へ、変に思われるかもしれないけれど、ここに、おかしなバケモノがいて──」

　少女が喋しやべり終わるまで、霊体は待たなかった。

　拳こぶしが、ごおと唸うなった。

　命中すればただではすむまい。人間からは触ふれられないが、創神からは別だ。たとえなりそこないであっても、その破は壊かい力は岩石程度ならたやすく粉ふん砕さいする。少女も、蒼士郎の顔が石榴ざくろのごとく砕くだけるところを幻げん視ししたかもしれない。

「ほい」

　軽い声で、蒼士郎が曖昧模糊とした拳を受け止める瞬しゆん間かんまで。

　そのまま、くるりと捻ひねった。

　創神は必ずしも物理法則──この場合は重力に従うわけではないが、たいてい自分のつくりだした慣性ルールには逆らえない。今回も霊体はぐるんと風車のごとく回って、屋上の床ゆかに激げき突とつした。

　創神を慎しん重ちように観察しながら、蒼士郎が口を開く。

「痛くないか？」

「……え？」

　問われた少女が、目を丸くしたまま、自分の身体をあちこち触れた。

「ちょ、ちょっとだけ、背中が」

「ま、暴走してるときはフィードバックも少ないしな。そんなもんだろ」

　面倒くさそうに蒼士郎が肩かたをすくめる。創神ごと気絶というケースもそこそこあるのだが、少女の場合は適性があったのだろう。

「……先生、視えるんですか」

「視みえずに投げられるか。お前、最近創神が発現したところなんだろ。普ふ通つう、もうちょっと早めなんだが、まあ年齢的に一番いい時期にポロッと溢あふれてしまうヤツもいるからな」

　固定した霊体が動き出すのを押さえつつ、蒼士郎が続ける。

「お前、こいつに名前をつけてやれよ」

「な、名前ですか。でも」

「なんでもいい。できたら、どこかの神話の神様が一番だけどな。なんたって人類との馴な染じみが長くて深い。鋳い型がたにはもってこいだ。ああ、たいして長い時間押さえてられないから、早くしろよ」

　青年の話がどこまで理解できてるのか、少女はあたふたと視線を彷徨さまよわせながら、唾つばを飲み込んだ。

「……だ、だったら……トトで」

「エジプト神話か。悪くないな」

　蒼士郎の指先が、煙のごとき相手の額のあたりをついた。

「──破城蒼士郎の名のもとに、汝なんじを縛しばる。汝が依よるべき神しん名めいはトト。疾とく、汝の主あるじのもとに降くだれ。あるがままにあれ」

　ふう、と煙に異変が生じた。

　たちまち一点に凝ぎよう集しゆうし、相転移を起こして──神と成る。

　蒼士郎が何十度と見た光景の果てに、小さな破は裂れつ音と同時、何かが飛び上がった。

「トト！　トト！　オレハトト！」

　ばたばた、と翼つばさを広げたのは、やたらと目立つ虹にじ色いろのオウムであった。

「……なんで、オウムだ？」

　蒼士郎がぽつりと呟つぶやいたのは、彼の知るエジプト神話のトトにも鳥の姿はあるのだが、オウムのそれとはかけ離れていたからだ。

　すると、背後の少女がおどおどと口を開いたのである。

「え、え？　そ、その、昔飼ってたペットが……似たような名前だったなって……」

「……ペット」

　啞あ然ぜんと、蒼士郎が目を見開いた。

　だが、それも数秒のこと。

「ま、いいか」

　と、肩をすくめた。

「こいつは、お前の創神だ。精々大事にしろ。俺はそこで寝てるから起こすな」

　茫ぼう然ぜんとした少女をおいて、青年はもう一度安あん眠みんを貪むさぼるべく、屋上の階段裏へと引っ込んだのであった。







　おおよそは、そんな事情だった。

　蒼士郎にしてみれば、さして記き憶おくしておくべき事こと柄がらでもない。

　もともと、〈特区〉はある種の魔ま術じゆつの実験場なのだ。表向きは単なる教育奨しよう励れい区くという触れ込みだが、奇くしくも黒蓮華嬢ロータス・ブライドが言ってたように、裏ではいくつもの組織の思おも惑わくが絡からみ合っている。

　悠香だってたまたま発現を見つからなかったというだけで、普通なら〈管理軍〉あたりがうまくはからっているはずだ。発現したばかりの創神使いマギウスが妙みような犯罪に走って、魔術や創神の存在が露ろ見けんしないよう、この〈第十三特区〉にもさまざまな仕し掛かけが張り巡めぐらされている。

　だから、何の問題もないはずだった。

「──あ、あの、私、七星悠香って言います！　お礼に、何かさせてください！」

　などと、少女が言い出さなければ。

（ああ……あまり熱心だったんで、気け圧おされたんだよな）

　今いま更さら、蒼士郎は後こう悔かいする。

　結果として、このように通いで夕食をつくってもらう生活が続いてるわけだった。

「ソーシロ！　ソーシロ！」

「そうしろう、だ。ちゃんと最後を伸のばせ」

　歯を剝むいた蒼士郎から、また半はん透とう明めいのオウムがばたばた逃にげ回る。

　最上階の部屋だけあって、ダイニングにも厳おごそかに輝く紫し檀たんのテーブルが鎮ちん座ざしているのだが、その卓たく上じように並んでいるのはあまり似つかわしくない極きわめて家庭的な料理であった。

　からりと揚あげられたジャガイモのコロッケ。

　ざっくりと切られたキャベツの千切り。

　胡瓜きゆうりの酢すの物ものに、ほかほかと湯気をたてるご飯。

　いただきます、と行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎをしてから、少女がことりと首を傾かしげた。

「でも、トトに名付けるとき、こんな喋ってるところとか考えなかったんですけど……」

「創神は使い手の主観と、世界による鋳型の双そう方ほうから影えい響きようを受ける。お前がペットとして考えたところで、もとの神話のトト──知ち恵えの神からも干かん渉しようされるのが当然だ。一定以上性質が近くなければ、もともと鋳型として認められないしな。いや、これが知恵ある態度とは思わんが」

「そうなんですねえ」

　のんきに、悠香が自分の創神を見上げる。

「……うん。でも、かわいいからいいです」

　ふんわりと笑う。

　けして華はなやかではないが、春の道ばたに揺ゆれる野花のような健けな気げさがあった。

　それから、

「学校で、何かあったんですか」

　と、向き直って訊きいたのだ。

「ん？」

「そんな顔してます」

「別に、何も」

　うつむいて、蒼士郎も箸はしを動かした。

　わざとらしく眉み間けんに皺しわをつくりつつ、コロッケを一口。ほくほくしたジャガイモの食感に、たっぷり旨うま味みを抱かかえた油が喉のどを滑すべり落ちる。そのたびに、つい表情がゆるみそうになって、意識的に引き締しめることを余よ儀ぎなくされた。

　やや心配そうに、悠香が首を傾げる。

「美味おいしくないです？」

「い、いや、そんな、ことは」

　かぶりを振ふって、蒼士郎は愛想笑いした。

　その前後も、箸は料理と口とを往復しつづける。

（美味うまい……！　くそ、美味いぞ……）

　ああ。

　正直、素す晴ばらしく美味いのだ。

　英えい雄ゆうだとかなんだとか、やたら持ち上げられはしたものの、青年の食糧事情はたいていお粗そ末まつなものだった。たまに振る舞まわれるご馳ち走そうもランクが違ちがいすぎて、いまいち良さを摑つかみきれなかったのだが、悠香の振る舞ってくれる食事は初めて彼が自分とマッチする代しろ物ものだったのである。

　教師としての体面上、なるたけ仏ぶつ頂ちよう面づらを崩くずさぬようにはしてるものの、美味い。とにかく美味い。どうかすると唇くちびるがほころぶ。しかし、こんなので喜んでしまってはいろいろ負けた気がする。自分は一体何のためにこの〈第十三特区〉にやってきたというのか。

（……黒蓮華嬢ロータス・ブライドのやつに知れたら、どんな顔するか分かったもんじゃない）

　自らに強く言い聞かせつつも、コロッケとキャベツ、酢の物とご飯を求める箸は止まらない。たっぷりとソースをつけた衣ころもとしゃきしゃきした野菜、さらに酢の物とご飯で味覚をリセットする手順まで加わっては、無限ループもいいところだ。

「あ、そうだ」

　と、悠香が手を叩たたいた。

「ん、んん!?」

「これ、見てもらえますか」

　悠香がショートカットの髪かみから外したのは、以前くれてやったシンプルな髪留めだった。

　形状自体には、大した意味がない。

　ただし、そこにはまった至し極ごく小さな貴石には──貴石自体は人工のもので価値はないのだが、内側に極小のチップが埋うめ込まれていた。古今東西の魔ま法ほう円や魔術書から選ばれた図形や数字が、万まん華げ鏡きようのごとき光の散乱と収束から使い手にふさわしい概がい念ねんを自動的に選び出すと、おおよそはそういう仕組みである。

　要するに、現代版の『魔法の杖つえ』だ。

　焦点具フオーカスともいう。

「──トト」

「アイアイ！」

　答えたオウムの前で、その髪留めがパチンといい音で鳴った。

　すると、続けて小さな破裂音がして、少女の手に一冊の古びた紙束と、葦あしの先せん端たんを鋭するどく尖とがらせた筆が生まれたのである。

「ほう」

　と、蒼士郎の片かた眉まゆがあがった。

　単に、紙束と葦筆カラムが実体化したからではない。

　さらさらと少女が葦筆カラムを紙束に動かすと、描えがかれた小人がそのまま紙面をぬるりと抜け出たのだ。ばかりか、おもちゃの兵隊よろしくこちらに向かってお辞儀をして、食べ終わった食器類などを片付け始めた。

「えへへ、昨日からできるようになったんです」

　はにかみと得意げの半分ずつ混じった笑え顔がおで、悠香がこちらを見上げる。

「そいつの創神形質だな。なるほど、自らを石の中から生んだというトトらしい。さしずめ〈トトの聖刻書〉とでもいったところか」

「それも、神話のことですか？」

「ああ。エジプト神話でのトトは、神聖文字ヒエログリフをつくりあげたり、創世にかかわった神様のひとりだったりして、書物や創造の概念と縁えん深いんだ。神聖なる筆記用具として、インク皿と葦筆カラムを手放さなかったりしてな。そのへんがお前と相あい性しようよかったんだろう」

　むぐむぐと頰ほおを動かしつつ、行儀悪く箸でオウムを指した。

「もっとも、トトの書は死者の名前を記す書物だともいうから、名前を書いた相手が死ぬノートでもおかしくはなかったんだが」

「や、やめてください！」

　本気で嫌いやがって、悠香が手を振る。

　その間も勤勉に働く落書きの小人たちに、ひどく懐なつかしいものを見るように、蒼士郎は目を細めた。

（──存在規模はせいぜい妖精態フエイズ２の自律型だが、創神形質はむしろ神器型寄りで応用範はん囲いも広いな。サポートに回せば、たいていの創神使いマギウスと相性がいいだろう）

　つい、昔の癖くせで運用方法まで思考してしまう。

　もう、そんな必要はないのに。

「旧時代の魔術は効率悪すぎてろくに使い物にならなかったが、新世代ニユーエイジの魔術──創神はまさしく超能力だ。いともたやすく物理現象を書き換かえるし、年齢制限と精神力以外はたいした代だい償しようもかからない」

　ぼんやりと、呟つぶやく。

　昔、何度も聞かされたお題目だ。

　新世代ニユーエイジの魔術が、いかにして世界の裏側に蔓延はびこったかという話。

「はい。テレビで見た超ちよう能力みたいで楽しいです」

　にこにこと、悠香が笑う。

　表情のころころ変わる少女ではあった。まるでびっくりばこジヤツクインザボツクスのよう。年とし頃ごろの女の子なんだから、万華鏡のようとでも言った方がいいんだろうか。

　さっきの髪留めを、手のひらに大事そうに包み込む。

「それに、先生にもらったプレゼントですから。絶対に絶対に、大事にします」

「……ん、そうか」

　こほん、と咳せき払ばらいして、蒼士郎が話題を切り替かえた。

「一応言っておくが、さっきの創神形質とか──」

「──もう一、二週間は滅めつ多たに使わず、危ないところに近寄らないように、ですよね。安定しないうちに創神が傷つくと、使い手の心身に予想不能の被ひ害がいが及およぶからって」

「……ん、そうだ」

　以前の自分の忠告をそのまま繰くり返されて、難しい顔になる。

　それから、つつがなく食事の終わった後、悠香と小人たちは洗せん浄じよう機へ濯ゆすいだ食器類を詰つめて、

「じゃあ、そろそろ帰ります」

「サヨナラ！　サヨナラ！」

　と、トトと一いつ緒しよに口を開いた。

　テーブルも綺き麗れいに拭ふき、エプロンも折り畳たたんで学生鞄かばんにいれており、立つ鳥跡あとを濁にごさずといった風ふ情ぜいだ。手て際ぎわの良さもさることながら、蒼士郎が食後のコーヒーを飲み終えて一息ついたタイミングで切り出したあたり、プロの家政婦顔負けである。

　玄げん関かんのエレベーター前で見送り、ふと青年は尋たずねた。

「学校は、楽しいか？」

　意味はない。

　ただ、訊いてみたくなったのだ。

「はい！」

　満面の笑みで、少女が答えた。

　困ったことに、だったらいいか、と思えてしまった。

　何がいいのかと言われると困るのだが、本日あれだけ抱えていた怒いかりがすとんと落ちてしまうのを感じたのだ。

「……おやすみなさい！」

　その声だけを残して、直通エレベーターの扉とびらが閉じた。

　閉じた後、もうしばらくの間だけ、蒼士郎は立ち止まっていた。

　深夜に向けて、自動的に光度の落とされた玄関で、何度も何度も、少女の最後の答えを反はん芻すうしているようだった。
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　それは、〈第十三特区〉の湾わん口こう部地下に建造された研究所だった。

〈第十三特区〉に限らず、各地の〈特区〉にはそうした施し設せつがいくつも隠かくされている。

　生徒たちはおろか、ほとんどの教師たちにも秘せられた施設群。その多くは企き業ぎようビルや自治体の建設物を隠れ蓑みのとしており、堂々と──までは言わずとも、過不足のないレベルで物資や機材の搬はん路ろを確保されている。

　当然と言えただろう。

　これら〈特区〉こそは現代の要かなめだった。いまだ公表はされていないものの、今後の世界のあるべき規き範はんを示す道みち標しるべ。その価値はすでに二年前の『戦争』で証明されており、一部の許された組織だけがありとあらゆる手段と財産を投資して邁まい進しんする、遥はるかなる夢。

　今、その研究所のひとつが燃えていた。

　特とく殊しゆ合金の隔かく壁へきが溶とけ崩れ、最さい先せん端たん科学と神秘学を融ゆう合ごうせしめた貴重極きわまる機器が炎ほのおの海に沈しずんでいく。スプリンクラーが意味をなすような熱量ではない。自動的に集まってきた災害用ロボットさえも、ことごとくが拡散する炎えん波ぱに巻き込まれ、停止していく。

　その中心に、とある人ひと影かげがあった。

　仮面をつけた、炎のような赤い髪の少女だった。

　わずか十三、四歳にしか見えぬことも驚おどろくにはあたらない。むしろ、とある事情からその年代にしかかなわぬ所業だった。

　すぐそばに、奇き怪かいな影が立ち上がっていることを、はたして何人が認にん識しきできたろうか。

　──創神。

　あらゆる現代兵器を無効とせしめ、二年前の『戦争』において〈管理軍〉を勝者に押し上げた、人類の創つくりあげた神。いいや、もとよりあらゆる神は人間につくられたものだと考えるのであれば、新世紀の実体を持つ神と言った方が正しいだろうか。

　だが、その加護も使い手までは通じぬはずだった。

　不意打ちざまに、一命を取り留めた警備員のひとりが瓦が礫れきから転がり出て、アサルトライフルを乱射したのだ。〈特区〉規格でつくられた特製の耐たい熱ねつ服でさえ半ばは炭化してしまっており、もはや命をかなぐりすてての片手なぐりのフルオートであった。

　それでも十分。

　外部と一世代は隔かく絶ぜつした〈特区〉の技術は、自動補正機能スマートリンクにＧＰＳなどの通信を必要とせず、もはや専門的な人工知能の領域まで至っている。売り文句は〈賢者の導きワイズマン・ガイド〉。いささか品位のない通つう称しようだと〈馬鹿量産機フール・プロダクシヨン〉。この環かん境きようでさえも相手をタグ付けして九十度までの角度におさめていれば、たとえ目を離はなしていても全ぜん弾だん頭部を抉えぐるはずだった。

　自らの死の直前、少女の断だん末まつ魔まが重なる場面を警備員は想像して、しかしその光景は永遠に訪おとずれなかった。

　ことごとく、ライフルの弾丸が、仮面の少女の目の前で融解したのだ。

「っ……」

　無論、弾丸が溶けるところなど見えたわけではない。

　しかし、美しい花弁のように、オレンジ色の放射光が広がった様はそのようにしか受け取れなかった。

「ああ、対応リアクシヨン型の権能を見るのは初めて？　二年前はよく使われていたんだけど。まあ、この二年間の主な方向性は、創神の理論化および量産化だったわけで、戦術運用を研究所の警備員が知らないのは仕方ないかな」

　こちらの喉のどは充じゆう満まんした熱気で焼け爛ただれているのに、何の痛つう痒ようも感じてないように、少女は話す。

　続けて、炎が氷に変じた。

「創神形質・七貌七剣」

　もう一度、必死に持ち上げようとした銃じゆう身しんが、その氷に閉とざされたのである。

「残念」

　と、少女は耳打ちする。

　はたして、彼は炎に揺ゆらめく影を見た。

　常人には認識できない創神の、かろうじて影だけを。

　巨きよ人じんのごとき異形。幾いく多たの剣を手にした、恐おそるべき人造の『神』。

　黒い、女め神がみ。




「──あなたたちなんかで、〈剣帝〉に勝てるわけないでしょう？」




　甘い囁ささやきとともに、彼の意識は闇やみに断たたれた。
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　はたして、翌日。

「……あ」

「…………っ」

　学院の廊ろう下かではちあわせて、蒼そう士し郎ろうと朱あけ桐ぎりひいろが短い声とともに立ち止まったのは、放課後のことだった。部活動だったり帰宅だったり、生徒たちが騒さわがしく行き来し、校舎は活気に満ちている。そんな中、赤いアンダーフレームの眼鏡めがね少女は、浮うき上がって見えるほどに異質であった。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるよろしく、見事に青年は硬こう直ちよくしたわけだが、

「──何か、いいことでもあったんですか」

　と、ひいろの方から切り出されたのは、想定外の事態であった。

「な、な、何が？」

「いえ、今日は授業中から、いつもよりすっきりした顔をしてらっしゃいましたから」

「そうかな？　俺、普ふ段だん仏ぶつ頂ちよう面づらしてたりする？」

　君みたいな、と言い掛かけて、それはすんでで堪こらえる。

　すると、ひいろはかすかに眉まゆ根ねを寄せてから、

「気づいてなかったんですか」

　と、小学生の足し算でも教えるみたいに、口にした。

「会うたびに、暗さがしみこんでいくような顔してましたよ。なんだか、学校がつまらなくなっていくとでも言うような」

「……っ、そう、か」

　ちょっと、息が詰つまった。

　無意識とはいえ、憧あこがれた場所で自分がしていた行こう為いに、少なからぬショックを受けたのだ。胸に迫せまる感情はある種の冒ぼう瀆とく的な色合いを持っており、青年の罪悪感を刺し激げきした。

　だから、

「あのっ、前から言いたかったんだけど！」

　と、ひいろに向き直る。

「なんです？」

「いや、その、俺、教師になるって知らされたのは本当に──」

　続けて、何かしら言おうとしたときだった。

　怪け訝げんそうな少女から表情が抜ぬけて──そのまま、前のめりに頽くずおれたのだ。

「朱桐──!?」

　慌あわてて抱だき止めた青年の腕うでの中で、ひいろが硬直するのが分かった。耳の先まで真っ赤になりながら、かすかに身じろぎして、声をあげる。

「……ご、ごめんなさい。ちょっと立ちくらみが」

「って、目の下にくまできてるぞ！　何してんだお前！」

「寝ね不ぶ足そくなだけです。ま、まず離して──」

　口から出かけた言葉を無視して、蒼士郎は少女を抱き上げたのだ。きゃっと小さな声がこぼれて、すぐさま青年の頰ほおを叩たたく。

「──離してって言ったのに！」

「いいから、抱かれてろ」

「や、やめなさい！　この！　変態教師！」

　ぽかぽか胸や顎あごを殴なぐられながらも、蒼士郎が廊下を直進する。

　周囲から好こう奇き心しんに溢あふれた視線がいくつも刺ささったが、何らかまうことはなかった。胸むな元もとから殴りつけてくる拳こぶしも、やがてその威い力りよくを失って、されるがままになった。

　保健室へ直行して、とりあえずベッドに横たわせる。

　ほかに生徒もなく、養護教きよう諭ゆも席を外していたので、ひとまずシーツをひっかぶせて額に手をあてた。

「熱は……微び熱ねつか。下手に栄養剤ざいを打つよりは休息の方が大事だろ。若いんだから一時間も横になってれば大分マシになると思うぞ。三日間徹てつ夜やで行軍とかさせられた直後に栄養剤いれられても、大半はろくに受け付けなかったしさ」

　後半は余計だったか、ともごもご口をつぐんでから、視線を逸そらす。

　あまり教師のプロフィールにふさわしいネタとも思えない。

　はたして聞こえていたかも分からないが、ひいろはきゅっと唇くちびるをへの字にしたまま、こちらを見上げていた。

「……手、離はなしてください」

「ん、お、おお」

　指し摘てきされて、あわてて額の手を離す。

「…………」

　抱き上げた際にずれたのか、何度も納なつ得とくいかないように、ひいろは眼鏡をいじっていた。寝ているのだから外してしまえばいいと思うのだが、他人のいる前で外すのがどうにも躊躇ためらわれるらしかった。

　白い部屋の中、互たがいに言葉もなく、視線を逸らしたままの時間だけが過ぎていった。

　しばらくして、

「……さっき、何か言いかけてましたけど」

「……それは、また今度でいいよ」

　と、蒼士郎は苦く笑しようした。

　生徒のふりをして騙だましたかったわけではないと、今話して仮に納得してもらえたとしても、それは弱みにつけこむ行為な気がしたからだった。

　椅い子すから立ち上がり、「あ」と声をあげた。

「そうだ。これだけは」

　と、振ふり返ったのだ。

「な、何？」

「二ヶ月前さ。初めて会ったとき、学校を案内してくれてありがとう。お礼言うの、ずっとできてなかったから」

「…………」

　少女がぽかんとしている間に、蒼士郎は背を向けた。

　保健室から気配が消えた後、数分ほどしてから、ひいろは上半身を起こした。

　鼻先まで隠かくすように、白いシーツをあてていた。教師の立ち去った扉とびらを厳しく睨みつけたままで、

「……馬ば鹿か」

　と、囁ささやいたのだ。

　なんとなく枕まくらを抱きしめて、ぱたんとベッドにまた倒たおれる。たまには教師の顔をたてて言うことを聞いてやろうかと、そんな気持ちになったからだ。

「蒼士郎くんの、馬ぁ鹿」

　もう一度言うと、なぜだか声が柔やわらかくなってしまった。

　埋うもれてしまえばマットはひどく心地ここちよく、すぐにうつらうつらと優やさしい眠ねむ気けが少女を包み込む。

　破られるまでが、ほんの一時であっても。

　携けい帯たい電話の、アラームだ。

　斑鳩いかるが学院では、生徒たちの携帯所持に関しては自由にさせている。授業中に鳴らないよう注意はしているが、その程度のことで落ちる学力など最初から意味がないという、ある意味でより峻しゆん厳げんたる態度ではあった。

　とあるアプリを立ち上げ、画面へ出力された情報に、少女は目を見張った。

　細い指が、眼鏡の弦つるを撫なでた。

「──すぐ、行くわ」

　ベッドから、ひいろが降り立つ。

　そのときには、赤せき髪はつの少女のまなざしは、ただならぬ刃やいばのごとき鋭するどさを湛たたえていた。
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　保健室を出た後、蒼士郎は教会へ立ち寄っていた。

　いつもの報告である。

　入り口をくぐったところで、蒼士郎の鼻がかすかにひくついた。黒蓮華嬢ロータス・ブライドも聖霊教カソリツクで使う香こう油ゆやそのバリエーションをよく使っているが、それとは違ちがったむっとするような匂においが残されていたのだ。

　けして、不快なものではない。

　こちらの芯しんを疼うずかせるような、甘くねっとりとした香かおりだった。

（沈じん香こう……いや白びやく檀だんか？）

　誘いざなわれるようにして、自然と蒼士郎の足は教会の奥へと踏ふみいった。

　懺ざん悔げ室ではなく、応接室。素そ朴ぼくながらも上質なソファとデスクの置かれたその部屋で、鮮あざやかな刺し繡しゆうのほどこされた中国衣い装しよう──長チヤン袍パオを纏まとった長髪片眼鏡モノクルの若者が、黒蓮華嬢ロータス・ブライドとふたりで話し合っていたのだ。

「──黒蓮華嬢ロータス・ブライド？」

　声をかけると、シスターがまずいところにというように、眉まゆをひそめる。

　対面していた片眼鏡モノクルの若者は、徐おもむろに立ち上がり、悠ゆう然ぜんと問うてきた。

「ひょっとして破は城じよう先生？」

「……あ、はい、そうですけど」

「そういえば、直じかに会うのは初めてですね。破城蒼士郎先生。リチャード劉ラウと申します」

　にっこりと笑って、狐きつね目めの若者は右手の拳を左手で包み込む。

　あまりに若いため気づかなかったが、その名前で蒼士郎もはっと息を止めた。

「リチャード劉──って、理事長の！」

「はい」

　つまり、黒蓮華嬢ロータス・ブライドに言われて、自分をこの学校の教師にねじこんだ人間ということだ。生徒になれなかったのはともかく、学校の関係者にしてくれたことについては感謝しかない。

　あわてて頭を下げると、いえいえと手を振って、劉はのほほんと唇をほころばせる。

「もちろん創神の事情もふまえております。というか、〈第十三特区〉の〈ギルド〉支部長も兼かねておりまして。最近まで香ホン港コンの〈第八特区〉にいたのですが、このたびこちらへ舞まい戻もどってきたので、黒蓮華嬢ロータス・ブライドさんに最近の〈特区〉事情について話を伺うかがっていたところなんです」

「嫌いやみを言ってたの間違いでしょう」

　若者の笑え顔がおと対照的に、黒蓮華嬢ロータス・ブライドの表情は苦々しかった。

　このシスターには滅めつ多たに見られない表情で、つい蒼士郎としてはいいぞもっとやれとエールを送りたくなってしまう。

「〈第十三特区〉は創神の覚かく醒せい者の割合だと群を抜いているんですが、なにしろ斑鳩学院の序列は二十五位でしょう。見込みのある子はほとんど〈管理軍〉に奪うばわれてましてね。こっそり覚醒した生徒も〈解放者リベレーター〉に拉ら致ちされたりで、いや肩かた身みの狭せまいところでして」

　苦笑混じりの発言だったが、内容は極きわめて物ぶつ騒そうなものだった。とりわけ最後の〈解放者リベレーター〉による拉致は、いつ〈特区〉を舞ぶ台たいに新たな戦いが始まってもおかしくない導火線であった。

　実際、〈特区〉は危あやういバランスのもとに成り立っている。

　あの『戦争』で〈管理軍〉は勝利をおさめたが、その勝利は永遠のものではない。少なくとも、そう考えている者は〈管理軍〉以外には少なからずいるのだった。

　中立を謳うたう〈ギルド〉はそうしたアクシデントの防ぼう波は堤ていともいえる組織なのだが……こちらも国際的な存在感を勝ち得ているかというと難しいところだ。

「こちらも戦力増強には余念がないんですが、破城先生も誰だれか創神使いマギウスの候補は知りませんかね？」

「……や、その、いたら報告してます」

「それはそうですよね～」

　もごもごと答えた蒼士郎に、しょぼんと劉がうなだれた。

　悪いことをしてるとは思うが、創神使いマギウスがひきずられる先が結局のところ厳しい戦いであることは身にしみている。悠ゆう香かの場合、現状は創神も安定してるのだ。おいそれと組織に売るような真似まねは──

「そういえば、なんでも破城先生は、本当は生徒として入学したかったとか」

「ええ。ご存じかと思いますが、『戦争』に駆かり出された後はずっと入院生活だったんで、ほとんど学校生活というのに縁えんがなかったんです。可能なら、味わってみたいと思ってましたが」

「なるほど」

　ぽん、と劉が手を打った。

　それから、こう耳打ちしたのである。

「もし、有能な候補が見つかったら……先生を別の学校の生徒として、私の権限で斡あつ旋せんしてもかまいませんが」

「──ふぇ!?」

　思わず、変な声が出た。

（つまり、今、悠香のことを教えれば──いや、ない！　ないったらない！）

　速そつ攻こうで否定しつつ、しかしけして聞かなかったことにできない程度には、魅み力りよく的な話であった。

　穏おだやかな笑みを浮うかべた劉が、恐おそるべき悪あく魔まに見えてくる。あのつやつやした黒髪の奥には尖とがった角を隠しているのではあるまいか。

「蒼士郎」

　呻しん吟ぎんしつつなんとかのみ込んだところで、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが口を挟はさんだ。

「あ、あ、お、おう」

「今日来たのはいつもの報告よね？　何か特別なことはあった？」

「いや、ええと、その、特には」

「そう。ご苦労様。じゃあ一週間分の状じよう況きようをレポートにして、いつも通り送ってちょうだい。ほら、早く」

「ちょ、ま、待って」

「レポートの締しめ切りは明日あしたの昼ね？　頑がん張ばって」

　そう言って、半ば力ずくで蒼士郎を応接室から叩たたき出したのであった。
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　強ごう引いんに蒼士郎を立ち去らせてから、黒蓮華嬢ロータス・ブライドは理事長へ向き直った。

「──うちの馬鹿弟で子しに、妙みようなこと吹ふき込まないでくれます？」

「妙なことと言われても。てっきり私を信用していただけたから、大事な弟子を任せてくれたと思っていたのですが」

　心外とばかりに、劉はかぶりを振った。

　もっとも、黒蓮華嬢ロータス・ブライドの視線は寸すん毫ごうもゆるまない。

「ほかに伝つ手てがなかっただけよ。──〈ギルド〉の幹部で、最も多くの裏切り者を処しよ刑けいした夢見師のくせに」

「ははは。内部監かん査さが仕事なものでして」

　にこにこ、と劉の笑顔は欠片かけらも変わらない。

　若者の纏まとう白檀のねっとりとした香りとともに、夢見師という言葉が揺ゆれていた。軍事母体を持つ〈管理軍〉や〈解放者リベレーター〉と違って、フリーランスの互ご助じよ組合である〈ギルド〉にはその性質上極めてスパイが入り込みやすい。

　そうしたスパイの多くを見つけ、処刑してきたのがこのリチャード劉なのだった。

「なにか、夢にでも見たの？」

「あなたの姿なら是ぜ非ひ夢に出てほしいですね。もう少し優しく扱あつかってほしい」

「呪のろいならいつでもかけてあげる。いい悪夢が見られるわよ」

「おお怖こわい」

　劉がぶるりと身を震ふるわせた。

　どこまでがおふざけで、どこからが本気なのか、まるで伝わってこない。

「そうですね。少し胸むな騒さわぎがしたのは本当ですよ。それで早めに香港から戻ってしまいました」

「はっきり言いなさいよ。何を見たの？」

「……受け渡わたされる王おう冠かん」

　と、片眼鏡モノクルの若者は詩編でも紡つむぐように呟つぶやいた。

「燃える校舎。奪われる剣けん。漆しつ黒こくを中心にからからと回る、鮮あざやかな色車」

「それだけじゃ、何も分からないわね」

「仰おつしやるとおりですね。まあ夢の暗示なんてそんなものです」

　至し極ごくごもっともとばかりに、劉は厳げん粛しゆくにうなずいた。占うらない師というより詐さ欺ぎ師の方が似合いそうだ。もっとも、本当の詐欺師はそんな風に見せかけないだろうから、逆説的に占い師っぽいのかもしれない。

「では、どうぞ今後ともよい取引を。……〈ギルド〉はいつも組合員とのよりよい関係を願っております」

　一礼して、若者もまた応接室から出て行く。

　教会を出ると、空は一面の夕ゆう映ばえに染まっていた。

　しばらく歩いてから、

「ええ、それは気になるんですよ黒蓮華嬢ロータス・ブライド」

　と、劉は囁ささやいた。

　夕ゆう陽ひの反射で、片眼鏡モノクルの奥の目は見えなかった。

「いくら適てき齢れい期きを超こえたとはいっても……四し王おうのひとり、あの〈黒こく絶ぜつ公こう〉が本当に創神を失ったのか、とかね」
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（──生徒になれる生徒になれる生徒になれる生徒になれる生徒になれる──）

　ぐるぐる渦うずをまく誘ゆう惑わくと戦いながら、蒼士郎は帰路についていた。

　暮れなずむ真しん紅くの世界で、影かげだけがそらぞらしく黒い。いい加減馴な染じんだ単調な通りを歩きながら、何度も携けい帯たい端たん末まつを確かく認にんしていたのである。

　ただ、悠香があがってきた形けい跡せきはなかった。

　セキュリティまわりでも悠香はゲスト登録してあるのだが、いい加減飽あきたのかもしれない。恩義を感じてくれて夕食やらなにやらを世話してくれたわけだが、一週間もすれば一通り返し終わったと判断されてもおかしくないだろう。

　それはそれで、寂さびしくないわけではないが、自然なことだ。

（う、うん！　会わなければ〈ギルド〉を紹しよう介かいしようとか考えなくていいし！）

　そんな結論に至ってしまう。

　自分はこんなに誘惑に弱かったっけと悩なやみながら、マンションのほど近くまで歩いた頃ころだった。

「……ん？」

　蒼士郎の直感に何かが触ふれたのだ。人と場所によっては霊れい感かんといい、第六感ともいう。いずれにせよ、『神』を創つくり出す新世代ニユーエイジの魔術にとっても、もっと複雑で使い道の少ない旧世代の魔術にとっても、関係の浅からざる能力だった。

　ちり、と産うぶ毛げを炙あぶられるような感覚を、蒼士郎は覚えていたのだ。

（人ひと払ばらいの結界……か？　魔術と科学の混交だなこれ）

　ある種のモスキートノイズだ。

　人間には認識できない音波を使って、無意識に近寄らないよう訴うつたえかける──いうなれば、科学的な『結界』といえるだろう。もっともそれが実じつ践せん的な効果をあげるためには、神秘学や宗教象しよう徴ちよう学を基き軸じくとした大量のオカルトの投入を必要としたのだが。

（……こんなの、昨日まであったか？）

　と、意識を研とぎ澄すませる。

　表層意識にはのぼらない痕こん跡せきを探そうとしたのだ。

　創神以前の──古い魔術である。ダウジングなどで有名だが、人間の知覚力は科学的な意味でも魔術的な意味でも、意識の表層にのぼるより遥はるかに多くのことを網もう羅らしている。この場合重要なのは、無理に表層に持ってこようとするのではなく、情報自体は無意識においたままで、その結果だけを持ってくることだ。

　目は細められ、半眼のまま視線を落としていた。呼吸は本来の三分の一の速度をキープ。丹たん田でんまで息を落とし、内側の星幽アストラル体から吐はき出すように深く呼吸する。つまるところは座ざ禅ぜんだ。自分の意識をなだらかに薄うすめ、内界と外界の有り様をひとつにする。

　前世代も新世代ニユーエイジも変わらぬ、魔術の基本。

　足取りは自然と定まった。

　住宅地から、やや寂れた商業地。

　訪おとずれた路地裏は、工事現場になっていた。

〈第十三特区〉が正式に登録されてからまだ一年。以前の斑鳩いかるが市から〈第十三特区〉への切り替かえも終わってないし、街の二割ほどの土地がいまだ建設中か建設予定で埋うまっているのだと、パンフレットで見た覚えがある。

　建設用の設備も〈特区〉ならではの最新式ではあるのだろうが、さすがにクレーンや鉄骨といった基本的な眺ながめは変わらない。時折透とう明めいな強化プラスチック材だったり、ＡＩによって無人で動いている重機が交じってるのはご愛敬なのだが。

　もっとも、そうした思想さえも今の蒼士郎からすれば『枠わくの外』だ。

　複雑な迷めい路ろのごとき工事現場を、蒼士郎は自らの直感に従い、迷いなく歩いていく。いや歩いているという意識すらすでに遠い。人が呼吸を思わぬように、歩き慣れた家路を考えぬように、蒼士郎はただ身体からだという『器うつわ』にのみ運命を任せている。

　急に、それが止まった。

　やたらに広い工事現場の裏手。

　建設中のビルとビルの間にぽっかりと──それだけはずっと以前から完成させられていたと思おぼしい、窓ひとつ存在せぬ異様な直方体の建物が浮かび上がっていたのだ。

（……ここは、まさか）

　と、眼めを見開いた。

　秘ひ匿とく施し設せつ。

〈特区〉内にはいくつもある、つまりは一いつ般ぱんには吹ふい聴ちようしづらい研究所の類たぐいだが、おおよそは人目につかぬような場所に配されるか、企き業ぎようビルなどに偽ぎ装そうされているのが常だ。実際、この場所が人払いの結界に隠かくされていたのはそういう理由からだろう。

　だが、なぜそんな施設が黒々と煙けむりを噴ふき上げている？

（まずい。〈ギルド〉ならともかく〈管理軍〉の施設だと）

　そこまで考えたところで、戦せん慄りつを蒼士郎は覚えた。

　見覚えのある人ひと影かげが、視界に入ったのだ。

　工事現場の壁かべにもたれかかったショートカットの少女。

　学生服のままの彼女が、どうしてこんなところにいるのかと考えるよりも早く、蒼士郎は密ひそやかに声をかけようとした。

「おい、悠香──」

　その声が、途と切ぎれたのである。

　ずるり、と壁にもたれたまま、少女の姿が崩くずれ落ちたために。

「悠香!?」

「……せん、せい……？」

「ソウシ、ロウ」

　悠香だけではなかった。

　その肩かたにとまったトトも弱々しく身を震わせ、失われた部位を露あらわにしていた。

「翼つばさを……もがれてる……!?」

　創神の傷は、術者へのフィードバックを起こす。

　暴走状態ならば半ば切り離はなされてるようなものだし、安定してしまえば、どうにでもなる。しかし、発現したばかりのこの時期は別だ。

　いや、この特とく徴ちよう的な欠損は……

「……創神……喰ぐい……？」

　呻うめいたときだった。

　不意に、蒼士郎は自分のうなじのあたりに触ふれた。

　痒かゆみに似た感覚が、この路地裏にやってきたときのそれと似ていることに、青年はすでに気づいていた。いつのまにか、工事現場が新たな気配に囲まれていたことにも。

（……ああ）

　小さく、口中でくそと毒づく。

　分かってしまった。

　これは『戦争』で何度も出くわした場面だ。普ふ通つうに考えられるような戦場と違ちがって、彼らの『戦争』はその多くが都市の闇やみで行われた。非武装で突とつ入にゆうできる都市戦でこそ、彼らはその真価を発揮できたからだ。




　──『〈管理軍〉がまだ動いてるみたいよ』




　以前の、黒蓮華嬢ロータス・ブライドの言葉を思い出した。

　やがて、その想像は現実の足音となって現れる。

　──前からふたり。

　──後ろからふたり。

「……ぁ」

　悠香の喉のどが、かすかに震ふるえる。

　現れたのは、いずれも同じ仮面をかぶった男たちだったのだ。

　白地に青い紋もん様ようが描えがかれ口元が大きく引き裂さけた、まるで中世の道どう化けにも似た仮面。

　それが染しみひとつない純白の制服と同じく、自己認識アイデンテイテイを一律にするための魔術器具ということも、蒼士郎は知っている。かつては自分も使っていたような呪じゆ具ぐ。神を降ろすとき、神と対面するとき、人は強きよう烈れつな自己認識アイデンテイテイを必要とする。鏡や仮面、儀ぎ式しき用の法衣ローブはそんなとき自らを守るための道具であった。

（……仮面は一流の呪具工こう房ぼうのパターンメイド、焦点具フオーカス代わりの軍章は聖別された銀、制服も月に晒さらした絹を織り込んでるってところか。創神の反動を抑おさえるためだろうが、さすが贅ぜい沢たくに金使ってんのな）

　ちらと見て、おおよそのあたりを蒼士郎がつける。

　そして、もうひとつ。

　彼らの年ねん齢れいも予想がついていた。

〈管理軍〉の仮面や制服で分かりにくいが、どの年とし頃ごろもおおよそ十四かそこら。つまり蒼士郎が教えている生徒たちと同じ頃合いのはずだ。

　まあ、この業界では当然のことでもあるのだが。

「隊長。未登録の、創神使いマギウスです」

　と、仮面のひとりが背後に囁ささやいた。

　さらに、もうひとり。

　その後ろから、新たな人物が現れたのだ。

　唯ゆい一いつ、白い仮面をしていない少年であった。軽くカールした金きん髪ぱつに目元涼すずやかな碧へき眼がん。異国の血も露わな外見で、まわりよりは一段格上のエリートらしい。年も少し上だが、それでも十五かそこらといったところだろう。もしも創神使いマギウスだったとしたら最高潮ピークの年齢だ。

　奇き怪かいなのは、その右頰ほおに五ご芒ぼう星せいの刺青いれずみが刻まれていることだった。

　これ見よがしに首元の襟えり章しようへ触れて、口を開く。

「〈逸いつ脱だつ管理条約機構〉第十三支部特務課──まあ、ここの〈管理軍〉のアラン・ウェイクや」

「……お前がやったのか」

　腹の底から、体温があがってくるのを蒼士郎は感じた。

　久方ぶりに覚える怒いかりだと自覚しつつも、抑よく制せいする気にはなれなかった。

　蒼士郎の質問に応こたえず、アランと名乗った少年は言葉を続ける。

「この結界の中に入ってきたってことは、あんたらが犯人ないし共犯という可能性をかなり真ま面じ目めに考えなあかん。話を訊きかせてもらわんとな」

　ついで、仮面の隊員たちが十字を切ったのだ。

　キリスト教のそれと似て非なる、斜ななめに傾かたむいた十字であった。聖アンデレ十字と酷こく似じしたそれが、より古いケルトの伝承にちなんでいることを、蒼士郎は知っていた。




「──顕神マテリアライズ」




　呪句とともに。

　ごお、と世界が燃え上がる。

　現実には存在しない、西アス幽トラ界ルかいから吹ふき出た炎ほのおだ。人間は火によって獣けものと分かたれた。ギリシャ神話のプロメテウスやインド神話のアグニ、日本神話のヒノカグツチを繙ひもとくまでもなく、人間は炎に絶大なる神性を見てきた。

　ゆえに、多くの創神は炎から生まれる。

　それは、猛もう獣じゆうに似ていた。

　まるで拘こう束そく具のような装そう甲こうと仮面を纏まとった獣であった。

　その仮面は、隊員たちがつけているものと類似した──東南アジアのシャーマンがつけるそれや、日本の能面を想起させる品だった。

（……はん、創神の存在規模はなかなかのもんだが）

　どれも、まず精霊態フエイズ３の下級といったところだろう。都市部で状じよう況きようさえ整えれば、最新装備の一個小隊は楽に相手できる。

　ただ、蒼士郎は別のことに注目していた。

「どいつもこいつも同じ創神ばっか。『戦争』末期で流行はやった分わけ霊みたまか。ああ、今の〈管理軍〉では規格神とか言うんだっけか。〈獅子王〉の野や郎ろうも気軽にコピーさせすぎだっての」

「…………」

　アランと名乗った若者は応えなかった。

　仮面の隊員たちも、また彼らが生み出した仮面の創神も、ひどくつくりものめいている。

　とりわけ創神のそれは、トトと比ひ較かくすれば明らかだ。

　トトが生き生きと飛び回っていたのに対して、隊員たちの喚よびだした獣たちは、その形態にしろ仕草にしろどこか不自然な印象がついてまわる。まるで在り方そのものが、できあいのパーツを組み立てたかのようにぎこちなかった。

　規格神。

　かつての『戦争』で、〈管理軍〉を勝利へと導いた画期的な技術。同時に、ある種の創神使いマギウスからは蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌きらわれた存在。

「きみ、ずいぶん物知りみたいやな？」

　さきほどの隊長らしき関西弁の金髪が、淡あわく笑えみを浮うかべる。

「一応訊いとくけど、まさか〈管理軍〉の所属やないよな？」

「……一応、〈ギルド〉だよ」

「おー、よかった」

　心底安心したという風に胸をなで下ろし、少年が周囲へ命じたのだ。

「だったら、適当にやっといてや」

　びしい、と音が鳴った。

　仮面の獣のたてがみが逆立ち、不ふ吉きつな紫し電でんを放出していたのだ。

　創神の持つ固有の能力や性質を、創神形質と呼ぶ。トトにとってはあの小人たちを生み出した〈トトの聖刻書〉、仮面の獣たちにとってはこの雷かみなりこそが創神形質らしかった。

「おい、てめえら──！」

　制止を容いれず、空気を蒼あおい稲いな妻ずまが灼やいた。

　これ以上の問答に利益がないと見て、蒼士郎を抹まつ消しようする手に打って出たのだ。命中した建設現場の重機から盛せい大だいな炎が巻き起こる。創神の能力は千差万ばん別べつだが、精霊態フエイズ３ともなれば軍用の重火器並みの破は壊かい力を誇ほこる。その気になれば、この建設現場ごと地図から消しよう滅めつさせることだってできるだろう。

　仮面たちの判断は間ま違ちがっていなかった。

　普通なら。

「……ああ、そうか」

　と、重機の炎に紛まぎれて、蒼士郎の声が届いたのだ。

　振ふり向いて、仮面たちは硬こう直ちよくした。

　離れた鉄骨の近くに、青年が佇たたずんでいたからだ。その両手にショートカットの少女を抱だいており、うつむいた表情は定さだかではなかった。

「俺は、戻もどる気はなかった」

　そんな風に、声が聞こえた。

　さきほどまで、この青年はいささか業界事情を知ってるだけの一いつ般ぱん人としか映らなかった。創神が見えるのだから、もとは創神使いマギウスなのかもしれないが、この年齢ならばとうに能力を喪そう失しつしているはずだ。

　なのに、今はまるで別人に見えた。

「戻る気はなかったのに戻した償つぐないは、お前らの身で味わってもらおう」

　仮面の隊員たちが戦せん慄りつする。

　平へい凡ぼんに見えた青年の内側から、まったく異なる──血と硝しよう煙えんの香かおりをしみつかせた『何か』が立ち上がるのを、感じたのである。

　悠香を優やさしく地面に下ろして、蒼士郎は低く囁いた。

「……特別レクチャーと行こう」

　再び、青年の姿が消えたのだ。

　認にん識しき不能なほどの速度で横に跳はねたのだとは分からず、しかし仮面の術者も狼狽うろたえたままではなかった。

　第六感の囁きに従い、先の稲妻を撃うち放つ。

　正確には、放とうとした。その寸前、振り返った頰に誰だれかの指がつっかえ、悪童のごとく背後の蒼士郎が笑ったのだ。

「ひとつ。創神の五感はおおよそ使い手と一いつ致ちする」

　意地悪く笑った蒼士郎がぐいと仮面の開いた口へ鉤かぎのごとく曲げた指を突つっ込んだ。そのまま、強ごう引いんにぐいと引きずり回す。

「つまり、術者のお前らが相手を見失ったら、自律型以外の創神はほとんど何もできない」

「あが、ああ、あああああああっ……！」

　まともな声もあげられず、背後から腕うでの関節を極きめられた隊員が苦鳴をあげる。

　だが、べらべらと喋しやべる蒼士郎を、ほかの隊員たちはそのままにはしておかなかった。

　雷を纏った仮面の獣が、三頭同時に蒼士郎へと襲おそいかかったのだ。その速度も威い力りよくも猛獣どころではきかぬ。突とつ撃げきがかすめただけで鉄骨はひしゃげ、踏ふみしめた地面には迅じん雷らいが走る。都市戦においては装甲車以上の戦せん闘とう力を発揮する異形は、不ふ遜そんな敵を薙なぎ払はらうべく、嗤わらうように咆ほう哮こうした。

　その顔面を、稲妻の威力が叩たたいたのだ。

「ひとつ。創神の制せい御ぎよには意識の集中が必要だ」

　先に関節を極められた隊員の創神だった。

　蒼士郎を撃とうとした稲妻が、痛みによって制御を失い、味方の創神の視界を塞ふさぐこととなったのである。

　無論、同種の規格神であるゆえ、雷らい獣じゆうたちは稲妻のダメージを受けぬ。

　だが、術者である隊員の視界は別だ。創神と感覚を融ゆう合ごうさせている以上、それほどの光に直面すれば、しばらくは視力が戻らぬ。はたして視界が回復するよりも早く、ふたりめの隊員は滑すべりよる気配に感づいた。

　こめかみへの上段回し蹴げりが、スムーズにその意識を闇やみへと追いやった。関節をへし折られたひとりめと同様、気絶とともに創神の獣が消え失うせる。

「なん、やて……！」

　と、アランが呻うめく。

　本人さえ操あやつれなかった創神の稲妻が巧たくみに蒼士郎に誘ゆう導どうされていたなど、誰が信じられるだろう。一体、どれほどに創神という能力を熟知すれば、そのような離はなれ業わざが可能となるのか。

　それでも、残った者はけして取り乱しはしなかった。

　慎しん重ちように創神を半はん透とう明めいの非実体へと戻し、自分のすぐそばへと引き戻す。

　霊体となった創神は基本的に無敵だ。あらゆる物理的兵器を無効とせしめる代わり、現実への干かん渉しようには創神形質か部分的な実体化が必要となるが、あの男ひとりを始末するには稲妻で十分なはずだ。

　視覚が復帰し、ぼんやりと世界が浮かび上がってくる。

　だが、寸前に、再び異変が生じた。

「ひとつ。創神の本質は非実体状態にある」

　突とつ然ぜん、鉄骨が降り落ちてきたのだ。

　固定していたワイヤーが破壊されたのだと知るより、次々と鉄骨が落下する方が早かった。庇かばおうとした創神の身体からだをすりぬけ、凄すさまじい轟ごう音おんとともに鉄骨の雨が主人を埋うめ尽つくした。

「だからこそ現代兵器に対して優位を誇るが、それは意識して実体化しなければ、主人を物理的な危機から守れないということでもある。切り替かえにかかるのはごく短時間だが、その短時間で流れ弾だまにやられた人間は少なくない」

　お慰なぐさみとばかりに片手をあげて、工事現場の二階部分で蒼士郎が薄うすく笑った。創神たちの目を眩くらました隙すきに、そこまで上っていたのである。

　その横顔のそばで、青いスパークが散った。

　最後の創神による一撃を、鉄骨が避ひ雷らい針しんとなって防いでいた。

　ああ、と蒼士郎は小さくうなずいた。

「ひとつ、創神の特性──創神形質は使い手の性質と、モチーフにした『神』に依い存ぞんする」

　打ちっぱなしのコンクリートから、再び着地した。

　わざとゆっくり、蒼士郎は最後のひとりへと歩み寄る。ふわりと剝むいた白い歯はいささか演技にすぎたが、これまでに打ち倒たおされた味方の姿がその姿を怪かい物ぶつじみて演出した。

　煽あおられた恐きよう怖ふは本来の能力よりも、ずっと創神の動作を遅おくらせた。十分対処できるはずの相手を必要以上に大きく見せ、撃てばよいだけの創神形質を一いつ瞬しゆん躊躇ためらわせた。

　その一瞬に、蒼士郎の指が霞かすんだ。

　指し弾だんという。

　小石などを指の力で弾はじき飛ばす武術のひとつである。

　ひそかに拾っていたコンクリート片へんが仮面を穿うがち、隊員が悲鳴をあげた。

「がああああああっ！」

　ひびの入った仮面を押さえ、悶もん絶ぜつする。

　創神──最後に残った仮面の獣けものもまた、現実には届かぬ絶ぜつ叫きようをあげて半透明の非実体を消滅させていった。

「規格神の場合、その仮面でお前等らの精神状態を調整することでできあがっている。仮面が割れたら、存在できなくなるのが理り屈くつだろう」

　肩かたをすくめて、蒼士郎はつまらなげに言った。

　ふう、と息を吐はき出すと、彼の表情はさきほどの穏おだやかな青年のものに戻っていた。

「つうか、もともと〈獅子王〉の創神はとある大食いの獣がモチーフの亜神態フエイズ５中級だ。本来は分わけ霊みたまであるところのお前等の創神もそれに準じるはずだが、メインの能力──創神形質はほとんど模も倣ほうできてねえぞ。いくら自我の調律が難しいからって雷はどうよ。幻げん獣じゆうの系けい譜ふを辿たどったあげくが、それじゃただの雷獣じゃねえか」

　ざっくばらんな口調で、倒れた隊員たちを睥へい睨げいする。

　対して、残されたアランが唇くちびるを歪ゆがめた。

「なんなんや、お前。わいの部下をずいぶんな目に遭あわせてくれよるな」

「おいおい。ヤクザみたいな物言いだな」

　肩をすくめた蒼士郎に、アランは目を細める。

　綺き麗れいな碧へき眼がんが、青年の姿をくまなく映していた。

「身体能力が人間離れしてるのは分かったで。……その年ねん齢れいやと創神は使えへんはずやけど、老ふけ顔ってわけじゃあらへんよな？」

「いちいち自分の弱みをべらべら喋るやつがいるか」

「でもまあ、わざわざ自力で対処したあたり、やっぱり創神は使えへんの違ちがうか？　いやいや、そらそのはずや。どう見ても十八歳かそこらやもんな？」

「…………」

「だったら」

　と、アランが指をあげた。

「視られるより早く、動けるんかな」

　斜ななめに十字を描えがくのが、〈管理軍〉の規格神を召しよう喚かんする際の技法だ。

　だが、アランはその指を複雑に絡からみ合わせた。結印という。もとはヒンドゥー教から生まれ、指のカタチのみで神仏の在り方を示す神聖記号。




「青せい龍りゆう・白びやつ虎こ・朱雀すざく・玄げん武ぶ・勾こう陳ちん・帝てい台だい・文ぶん王おう・三さん台たい・玉ぎよく女によ！」




　印形とともに、金きん髪ぱつの少年が頰ほおの五ご芒ぼう星せいを撫なでたのだ。

（──あれ、晴せい明めい桔ぎ梗きようかよ！）

　五芒星というと西洋の魔ま術じゆつと思われがちだが、東洋にも存在する。

　いま、アランが唱えた九字──中でも最も有名なのは、密教で使われる護身のための術式だろう。臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん。臨のぞむ兵、闘たたかう者、皆みな陣じん列ならべて前に在りという言葉は、どこかで目にした者も多いかもしれない。

　彼の場合は、九字、晴明桔梗とともに陰おん陽みよう道どうのものだった。

　再抽出された、新世代ニユーエイジの魔術。その証しよう拠こに、印形を終わらせた少年は、とある金属のライターを持ち上げていた。

　外装に貴石──神話結けつ晶しようを輝かがやかせる焦点具フオーカスを！




「疾チツ！　疾！　疾！　急急如によ律りつ令りよう！」




　口こう訣けつとともに、炎ほのおが燃え上がった。

　ありえないものが励れい起きされる感覚。人間の内側のみで顕けん現げんするはずだったそれが、無理矢理外部へと引きずり出される違い和わ感かん。規格神とは比ひ較かくにもならない密度で、神が『起動』する。

　かつて、四人の魔女が呼び起こしてしまった災さい厄やく。

　ごおとライターから膨ふくれ上がった炎のカタチは──奇き怪かいなる球形の肉につ塊かいとなって、アランの横合いに浮うかび上がった。

　その赤い肉塊に、たちまちとある器官が浮かび上がったのだ。

　眼球であった。

　赤い肉の塊かたまりに浮かび上がった、おびただしいまでの眼球。

「……太たい歳さいっ！」

　とある変化に気づき、青年は身を翻ひるがえした。

　転がって、瓦が礫れきの裏に隠かくれたのである。直後、たちまち周囲の地面から伸のびていた雑草が朽くちて、どろどろと溶とけ崩くずれていった。

　いや。

　溶けているのではない。

　腐っているのだ。その証拠に崩れた草は鼻び孔こうを刺し激げきする腐ふ敗はい臭しゆうを放ち、汚お液えきを地面に塗ぬり広げているではないか。

「おっかしいなあ」

　と、アランが首をひねる。

「普ふ通つうなら、一いち瞥べつしただけで腐っとるんやけど……あんたずいぶん耐たい性せい高いんやな？」

（えげつねえ創神形質だな！）

　瓦礫の裏で、蒼士郎が声を嚙かみ殺す。

　まったく効いてないわけではない。いくらかの事情から、たまたま凌しのいでいるだけだ。実際ほんの一ひと睨にらみされただけなのに、身体が芯しんまで痺しびれているのが分かった。

　つまるところ、あれは呪のろいだ。

　太歳とは、もともと中国の祟たたり神である。

　皇こう帝ていや仕える文官すら恐おそれ、その星神の座する方位を避さけたとも言われるが、そうした逸いつ話わこそが邪視イーヴルアイの創神形質を与あたえたのだろう。万ばん物ぶつを腐らせる邪じや眼がんの力を。

「てっきり精霊態フエイズ３の中級か上級かと思ってたんだけど……ひょっとして威霊態フエイズ４かこら？」

「三ヶ月前、〈管理軍〉の基準で威霊態フエイズ４下級と認にん定ていされとる」

　淡たん々たんと、アランは告げた。

　理論上、神話態フエイズ６まで設定されてるがそこに辿り着いた者はいない。『戦争』が終わった今では、アランが囁ささやいた霊れい格かくは並外れたものといえた。

（あー、くそ、無む駄だに有能なヤツはこれだから……）

「……せん、せい」

　呻きが聞こえた。

　悠香の声であった。

　鉄骨の裏に下ろしていた彼女は、さきほどの邪視イーヴルアイを受けてないはずだ。しかし、もともとの衰すい弱じやく状態を考えれば、これ以上は──

「──ちっ！」

　ほとんど無意識に、蒼士郎は行動した。

　即そく座ざに少女の近くまで駆かけ寄り、抱だき上げざまに地面を蹴けった。

　工事現場の二階にあたる鉄骨を踏ふみ台にして、さらに跳ちよう躍やく。人間のそれとは思えぬ瞬しゆん発ぱつ力りよくで、瞬またたく間にアランの視界の外に脱だつ出しゆつして、近くの廃はいビルへと飛び移る。

「…………」

　その背中を見送ってから、

「……逃にがさへんで」

　頰の五芒星を撫なでて、不敵に金髪の少年が笑ったのであった。





４






　廃ビルの廊ろう下かで、蒼士郎は息を荒あらげていた。

　跪ひざまずいた足あし下もとに、悠香が横たわっている。

　いつも朗ほがらかだった顔色は見る影かげもなく青ざめ、可か憐れんな唇は紫むらさきに染まっていた。本当は一気に〈管理軍〉の土地から脱だつしたかったが、それについてこれなさそうなほど、少女の様子は衰弱していたのだ。

「先生、私……」

　と、ひびわれた唇が呻うめく。

「何があった？　あの仮面の奴やつ等らか？」

「……わから……ないんです」

　と、少女が弱々しくかぶりを振ふった。

「分からない？」

「あたし……先生に……届けようと思って」

　大事そうに抱だきしめていた学生鞄かばんが傾かたむき、内側から四角い箱が零こぼれ落ちた。

　くまのプリントが描かれた、可愛かわいらしい弁当箱だった。

「…………」

　どうして、こんなたまらない気持ちになるのだろう。

　お礼だとか言って、彼女が毎日部屋にあがりこんでくるのは、ただ迷めい惑わくなだけじゃなかったのか。

「だけど、なんだか、ここに吸い寄せられるみたいに……」

　自分のミスだ、と痛感した。

　さきほどの蒼士郎のように、創神使いマギウスは何らかの魔力に引き寄せられることが多い。

　とりわけ、発現したばかりならなおさらだ。自らも制せい御ぎよし得ない感覚によって、未熟な創神使いマギウスはたやすく世界に操あやつられる。それこそ二年前の『戦争』でも、何度となく起きた事故であった。

　創神が安定するまではおとなしくしてろと言っていたのに、どうしてそんな事情さえ説明しなかったのか。

「……いいから黙だまってろ」

　石でも吞のみ込むような思いで話しかけると、少女は呼吸の安定しないまま、こう続けたのである。

「ただ……影が見えたんです……」

「影？」

「剣けんを持った……影が……」

　そこで、言葉が途と切ぎれた。

　少女の意識が、ついに失われたのだ。

「ソウ、シロウ」

　翼つばさを欠けさせたトトの身体からだも、ますます薄うすれつつあった。

　少女の精神力が限界に迫せまりつつある証あかしだった。自律型ゆえに少女が気を失っても維い持じできてるのだろうが、逆に言えばこれが完全に消えた場合は何らかの欠損を少女の精神が負ったこととなる。

（……まずい）

　早さつ急きゆうに手を打つ必要があった。

　しかし、あのアランとか言った〈管理軍〉の少年が、こちらを放置するとも思えない。

「…………」

　沈ちん黙もくしたまま、蒼士郎は自らのスーツの懐ふところに手をいれた。

　取り出されたのは、冷たい手て触ざわりの懐かい中ちゆう時計だった。複雑に歯車を嚙み合わせた時計盤ばんを見下ろして、しばらく蒼士郎は硬こう直ちよくしていた。




　──『創神はまだどれぐらい使えるの？』




　黒蓮華嬢ロータス・ブライドの言葉を思い出す。

　ひとつ、深い息をついた。

　吐はき出しきったときには、青年の目は覚かく悟ごを決めていた。

「──入力。拘こう束そく解除用コードc9ra02isora」

　懐中時計に指を滑すべらせながら、囁く。

　静脈認証と音声認証の双そう方ほうを得て、貴石は淡あわく発光した。細く走る光は新世代ニユーエイジの魔法円のごとく、懐中時計の表面と小さな貴石をうねくった。

「解除時間を八秒に設定。コールとともに解除」




　　　　＊




　廃ビルの廊下を、注意深くアランはあがっていた。

　蒼士郎と接せつ触しよくする以前から、周囲一帯には監かん視し網もうを張り巡めぐらせている。〈管理軍〉の土地である限り、彼の権限はたいていのところには届く。監視カメラや隔かく壁へきはもちろんのこと、無数のドローンを巡じゆん回かいさせていた。

　倒たおれた部下たちも回収させるよう、すでに指令を下している。

　通常であれば援えん護ごが来るのを待つところだが、そうして相手を取り逃のがすのは避けねばならなかった。

（……あれは軽減か無効化の権能か？　いや、そんなわけがあらへん……）

　廊下を歩きながら、アランはさきほどの蒼士郎について考えていた。

　そもそも、あの青年が創神を使えるはずがないのだ。

　新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつは、社会を一変させた。

　世界の闇やみでひっそりと息づいていただけの神秘は、いまだ一いつ般ぱん人には秘されつつも、国際的なバランスさえひっくりかえすだけの凄せい絶ぜつさをもって、二年前の『戦争』すら引き起こしたのである。

　だが、同時に、その魔術にはいくつもの条件が課せられていた。

　中でも、最も大きな制約が年ねん齢れいだった。

　創神使いマギウスは多くが六歳から八歳で発現し、十三歳から十六歳の間にピークを迎むかえ、十七歳の頃ころには必ずその能力を失っていく。発現する時期こそ人によって変化が激しいが、衰すい退たいは絶対だ。閲えつ覧らんできる〈管理軍〉の全データですら、十七歳を超こえて創神を維持できた例はほとんどない。

　だからこそ、〈特区〉がつくられた。

　小学校、中学校に比べて、高校の数が半分以下に激減する歪いびつな学園都市は、なりふりかまわぬ収しゆう奪だつの場にほかならない。ひとりでも多く創神使いマギウスを獲かく得とくしようとする、貪どん欲よくなる世界の縮図だ。

「…………」

　今も、創神は近くに浮ふ遊ゆうさせたままだ。

　アランにしてみれば、この太歳の邪視イーヴルアイは完かん璧ぺきなものだった。創神使いマギウスは創神形質に対して一定の耐性を持つものだが、だとしても腕うでの一本ぐらいは腐くさり落とせるはずであった。

　ならば、あの青年は何だったのか。

　乾かわいた音を立てて、歩を進めていく。

　その足が、ぴたりと止まった。

　廊下の中央にさきほどの娘むすめが倒れており、その半ばに、あの青年が立ちはだかっているのを認めたのだ。

「見つけた」

　と、唇くちびるの端はしが歪ゆがんだ。

　どうやら、逃げ回るのは止やめたらしい。

　青年の身体能力がいかに優すぐれていようが、あの少女を連れて逃げ切るのは不可能だろうというのがアランの見立てだったのだが、どうやらここは賭かけに勝ったと見える。

「……一応、言っておくぞ」

　と、蒼士郎が口にした。

　さきほど豹ひよう変へんしたときのように、口調まで変わっているわけではないが、総身から言いしれぬ敵意が発散していた。

「ここで引き返せば、これ以上の危害は加えない」

　踏み込むならば覚悟しろ、と言っている。

　創神も使えないはずのロートルが。

「……なるほど。あんたには、これぐらいの眼球じゃ足りないみたいやな」

　自分の横合いに浮うかんだ肉につ塊かいをちらりと見て、アランは肩かたをすくめる。

「なら、これならどうや？」

　その言葉が終わるか否いなかだった。

　アランと蒼士郎の足下を、灰色の気配が掠かすめていったのだ。

　ほう、ほう……と、それはおびただしく数を増やし、廊ろう下かを埋うめ尽つくしていった。

　眼球が。

「っ──！」

「太歳星せい君くんは祟たたり神やけどな。それとは別の伝説も持っとる。いくら喰くわれても尽きることのない肉塊。異様さから不老不死をもたらすともまことしやかに囁ささやかれ、かの始し皇こう帝ていが求めた肉霊れい芝し。ああ、その性質は当然呪のろいにも応用が利きいたわけでな。こんな風に名付けてるで」

　戦せん慄りつした蒼士郎を前に、アランは再びライターを持ち上げ、火を灯ともす。




「創神形質・千眼迷めい宮きゆう、ってな」




　炎ほのおとともに、それは発現した。太歳の創神形質の中でも、最も凶きよう悪あくなる異能。

　腐っていく。

　腐っていく。

　腐っていく。

　千の眼球に視し認にんされて、万ばん物ぶつが腐ふ敗はいし、朽くちていく。鉄骨は錆さび、コンクリートはたちまち風化して、構造を失っていく。

　その速度はさきほどの比ではない。

　廊下の中央では、隠かくれる場所もありはしない。

　蒼士郎がいかなる手段で防ぼう御ぎよしたにせよ、今度こそ確実に腐敗せしめるはずだった。
















　しかし。

　その直前、蒼士郎がスーツの内側からアンティーク調の懐中時計を取り出し、囁いたのだ。

「……拘束解除」

　金属音と同時、背後に何かがそそりたった。

　身体中に鎖くさりと汚よごれた包帯を巻いた、異形の巨きよ大だいな人ひと影かげだった。

　天てん井じようの向こうの夜空へと叫さけびをあげているかのような、地上のあらゆる不幸を嘆なげいているかのような霊体であった。

「お前、ロートルの癖くせに、ほんまに創神を……！」

　咄とつ嗟さに、アランは何の創神か考えてしまった。

　創神使いマギウスの戦いでは、相手がいかなる神話類型に属するか知るだけでも、大きく戦術が異なってくる。旧世代の魔術と違ちがい、新世代ニユーエイジのそれは強大な分、できることの幅はばが極きよく端たんに狭せまいからだ。自分の太歳でも、軸じくとなる創神形質は腐敗と増ぞう殖しよくしかなく、おおよそ神話類型に沿った能力となっている。

　考えるべきではなかった。

　アランはただ、廊下中に撒まき散らした眼球で蒼士郎を腐敗させるべきだった。

　ざらりと音をたてて、新たに生まれた何かがアランを取り巻いたのだ。

「砂……!?」

　黒い、細かな砂だった。

　その砂があっという間に廃はいビルの廊下中を覆おおい隠し、アランはおろか千眼の霊的視覚エーテルビジヨンさえもことごとく遮しや断だんしたのである。

「──、なっ！」

　蒼士郎が、『戦争』当時最も頻ひん用ようした創神形質だった。

　極きわめてシンプルだからこそ効果的な、人間の感覚を閉とざす闇。霊的視覚エーテルビジヨンさえ阻はばむその黒砂が、彼の名前を決定づけた権能でもあった。

　だからこそ、アランも連想した。

（まさか……）

　と、思考がこぼれた。

（まさか、この創神形質は……！）

　とある伝説を、彼は思い返していた。

　二年前の『戦争』を蹂じゆう躙りんしつくした四人の名前。敗北した〈解放者リベレーター〉についていた四王のひとり。

（──黒絶公──！）

　だが、そうした思考の間にも、条件反射的にアランは命令を発していた。

　太歳が身体中から触しよく手しゆを吐き出したのだ。けして攻こう撃げき力の高い太歳ではないが、人間の骨ぐらいはたやすく砕くだくことができる。

　その一撃を、蒼士郎は裏うら拳けんで弾はじき飛ばした。

「触さわった……!?」

　そうだ。

　蒼士郎は、自ら創神に触ふれることができる。

　トトが成る前の、暴走していた創神を投げ飛ばしたように。

　それは、つまり──

「──引き返せば、良かったのにな」

　思い切り、蒼士郎の拳が、太歳本体に剝むき出された眼球へ突つき刺ささる。

　絶ぜつ叫きようをあげて、顔面を押さえたアランが倒れ伏ふした。




　　　　＊




　倒れても、蒼士郎は油断しなかった。

　続けて拳を振ふるおうとして、その目前から突とつ然ぜん太歳が消失したのである。

（──へえ）

　と、感心する。

　激痛のさなかで、気絶するより前に、自ら創神を退去できるだけの冷静さを保てるものは数少ない。創神が強大であればあるほど、その創神に頼たよってトリガーハッピーよろしく暴れることしか考えられなくなる創神使いマギウスのなんと多いことか。

（──なら、まだ次の手があるか）

　にんまりと唇を歪め、アランへと振り返ったところで、

「降参や！」

「は？」

　思い切り眉まゆをひそめた蒼士郎に、目を押さえたままアランが片手をあげたのである。

「おい」

「いやほら、どう見ても、あんた犯人と関係ないやろ」

「さっきは、結界に入ってきたからには犯人か共犯だろうと言ってたぞ」

「言うたなあ」

　にへらっと笑って、アランが目を押さえていた手も下ろす。

　どうやら、失明は免まぬかれたらしい。創神からのフィードバックをきちんと制せい御ぎよしている証しよう拠こだろう。未熟な者であれば、創神と同じだけのダメージを受けるが、さすがにそういうレベルではないようだ。

「まあ、そこはそれ。あんたが〈ギルド〉なら、こっちから犯人捜さがしの依い頼らいをすればええんやろ。無む駄だな戦せん闘とうも回かい避ひできるし、人材増えて一石二鳥や」

「……お前、実は若作りしてるんじゃねえだろな」

「んなわけないやろ！　創神使ってるんやから分かるやろ！　ピッチピチの中学生や！　……いや、今のあんたからすると、なんか裏うら技わざでもあるんか？」

「……ノーコメントだ」

　と、蒼士郎はひとまず拳を下げた。

　すでに、焦点具フオーカスは不活性化させ、自分の創神も退去させている。

　だが、申し出を受けるべきか否かは、しばし考えていた。

「それに、その子、だいぶしんどいんちゃうか？」

　廊下の向こう側に倒たおれた悠香を指して、アランはこう続けたのである。

「斑鳩学院中等部二年Ｃ組、七なな星ほし悠香」

「っ──！」

　名前をはっきりと口にされ、蒼士郎が息を止めた。

「あんたは同じく斑鳩学院教師、破城蒼士郎。ははは、その歳としで先生ってのはおかしな経歴やな。──ん、ああ、顔を撮とってるからな。こっちのデータからイメージ検けん索さくぐらいできるで？　もちろん協力してくれるんやったら、悠香ちゃんの治ち療りようもこちらで用意させてもらうから！」

　つまりは、事実上の人ひと質じちだ。

　協力しないなら、この少女の身み柄がらを拘こう束そくするぞ、とアランは訴うつたえている。

　対たい抗こうする術すべがないわけじゃない。黒蓮華嬢ロータス・ブライドに頼たのみ込んで、彼女を〈ギルド〉に登録すれば、それなりの牽けん制せいも抵てい抗こうもできるだろう。ああ、リチャード劉が言ったように、自分が生徒になることも叶うかもしれない。

「…………」

　だが、それは、少女をこちらの業界にひきずりこむということだ。

　たかだか数年限りの異能のために、人生を闇やみへなげうつことに他ほかならない。

「……分った。悠香を治療しろ」

　しばし考えてから、蒼士郎はうなずいた。

「ほいさっさ！　ほな、治療班よろしゅう！」

　襟えり元もとのマイクに、景気よくアランが喋しやべりかける。

「俺も、同道させてもらうぞ」

「そりゃもちろん。こっちも都合がええからな」

　にっこりと笑って、金きん髪ぱつの少年がうなずく。

　数分と経たたず、その背後の廊下から、〈管理軍〉の治療班と思おぼしい白い制服を纏まとったチームが現れたのであった。
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　蒼そう士し郎ろうが案内されたのは、近場の学院だった。

　中学校というより、その構えはある種の宮きゆう殿でんのごとき風ふ情ぜいがあった。

　私立御み厨くりや学院。

〈第十三特区〉の中でも目立つ──序列三位のいわゆるエリート校だ。〈特区〉の学院はたいていがかなりの補助を受けており、外部から羨うらやましがられるだけの施し設せつを備えているのだが、目の前の校舎は際きわだった風格を示していたのだ。

　ましてや、蒼士郎の案内された学舎たるや。

「……これを保健室というのは無理あるだろ」

　と、蒼士郎がこぼしたのも無理はない。

　第二保健室とプレートには刻まれているものの、超ちよう音おん波ぱ診しん断だん装置や高気圧酸素治療装置まで配備された保健室がどこにあるというのか。別部屋にはＣＴ、ＭＲＩや血管撮さつ影えい装置まで揃そろっているらしく、何人もの専門医が行き来している気配も感じられた。

「そりゃ、わいらの年ねん齢れいからして、学校を利用・偽ぎ装そうするのが一番楽やからな。〈管理軍〉がスポンサーやってる学校じゃ二番目に大きいとこなんやで」

　特に隠かくすことでもない、とアランが解説をいれる。

　木を隠すならば森の中。

　ほとんどが学生となる創神使いマギウスを秘密裏りに組織するならば、学校が一番ということだ。〈管理軍〉としての行動をデータ上はボランティアとして扱あつかっているところもあると、蒼士郎は聞いたことがあった。なんて血ち腥なまぐさいボランティアだ、との思いは禁じ得なかったが。

　加えて、この施設についていえば、無用な人間が入らぬよう秘ひ匿とく研究所と同じタイプの結界が設けられているのだろう。視界に入ってても気にならない、ずっと工事中なことに疑問を持たない──程度の心理効果をもたらすには、別段オカルトの必要もない。

　悠香は、そんな保健室のベッドに横たえられていた。

　ベッドの隣となりには、アランの後こう輩はいと思しい女学生が座っている。

　日本人形かと紛まごう、艶つやのある黒くろ髪かみと黒こく瞳どうの印象的な少女であった。そして、その少女と並んで、樹きとヒトガタを混ぜ合わせたかのような半はん透とう明めいの怪かい物ぶつ──創神が佇たたずんでいたのだ。

「創神形質・くくのちのことほぎ」

　女学生の手に一枚の扇おうぎが生まれ、ひらりと扇あおげば樹人が震ふるえた。

　ふるふると花粉のごとき粒りゆう子しが悠香の身体からだに舞まい落ちるや、その身体のあちこちに花が咲さいたのである。

「……へえ」

　蒼士郎が呟つぶやくのに少し遅おくれて、その花びらが散っていった。

「目立った外傷はありませんので、おおよそ問題は精気オドということになりますわね。応急処置としてはこれで十分かと存じます」

　と、女学生が振ふり返った。

「大したもんだな」

「せやろせやろ？　治療ができる創神は貴重やからな。古事記や日本書紀にもゆかりの樹神くぐのちとなればなおさらや」

　我がことのように、自じ慢まんたらたらにアランが胸を張る。たっぷり伸のびている鼻まで錯さつ覚かくしそうであった。

　しかし、

「ところで、アランお兄様」

　と、女学生が厳しいまなざしで呼びかけたのだ。

「以前から申しておりますが、みだりに部外者に立ち入らせるのはご遠えん慮りよくださいませ。〈管理軍〉の秩ちつ序じよにも関かかわります」

「へえへえ。分かっとる分かっとる」

　降参とばかりに両手をあげたアランから、女学生は蒼士郎へと視線を移した。

「あなたも、お兄様をたぶらかさないでくださいませ。見ての通り、お人好よしで無む駄だに優やさしいので、しょっちゅう良からぬ相手に騙だまされてますの」

「……お、おう」

　その言葉があまりに真しん剣けんだったもので、蒼士郎もうなずくことしかできなかった。

「では、私はほかの隊員の治療に戻もどらせていただきます」

　くるりと踵きびすを返し、長い黒髪も弧こを描えがく。

　女学生がいなくなって少し経ってから、蒼士郎が口を開いた。

「──で、悠香の症しよう状じようだが」

「え!?　そっちなんや！　明らかに血のつながってない妹とか、わりとツンデレ気味やけれどわいにベタぼれしてくれてるみたいやとか、そういう設定を訊きいてくれるんが、基本の筋ちゃうんか!?　ちなみに五百扇いおぎ棗なつめちゃん、花も恥はじらう十四歳。スリーサイズは上から」

「知るか」

　嫌いやそうに吐はき捨てて、蒼士郎が唇くちびるを歪ゆがめる。

　もちろん、ツッコミたいのはやまやまだったが、物事には優先順位というものがある。

　ため息混じりに、青年はその名前を口にした。

「さっきの悠香の症状は……創神喰ぐいだろう」

「ありゃ。やっぱり分かるか」

「『戦争』経験者で、分からない創神使いマギウスなんていない」

　断言した蒼士郎に、アランは困ったように頰ほおを搔かいた。

「まあ、〈管理軍〉が統一してからは平和なもんやからな。実際に見たことない創神使いマギウスも多いんやで？　というか、わいも実際に見たのはほんの数回やしな」

　と、肩かたをすくめた。

「まあ、立ちっぱなしで話すのもなんや。あんじょう、そのへんに腰こし掛かけといてや」

　と、アランに言われて、蒼士郎はやたらにゴシックな椅い子すのひとつを引っ張り出して座る。こんな立派な椅子を保健室に使ってもかえって疲つかれる気がするのだが、まあ校風なのだろう。

「適当な関西弁してやがるな」

「ガキの頃ころから、あちこち引っ越こししとったからなあ。まあいろいろ混ざったわ」

　にへらと笑って、頰の五ご芒ぼう星せいを撫なでる。

「とりあえず、事情を説明しよか。あそこが〈管理軍〉の秘匿研究所のひとつや……ってのは、今いま更さら説明しなくてもええかな？」

「だいたいは分かってるつもりだよ」

「そりゃ重ちよう畳じよう」

　うなずいて、アランはとんとんと自分の膝ひざを人差し指で叩たたいた。

　しばしの間をおいてから、金きん髪ぱつの少年はこう切り出したのである。

「この一ヶ月ほどかな。定期的に研究所がやられてるんや。おおよそ一週間にひとつで、これで五つめやな」

「そりゃ、ずいぶんなペースだな」

　と、蒼士郎も軽く瞬まばたきする。

〈特区〉における〈管理軍〉の治安はかなりのものだ。もちろん、闇やみに潜ひそんだ〈解放者リベレーター〉も新たに発現した創神使いマギウスたちを確保──彼らなりの言い方であれば保護すべく活動しているが、施設を破は壊かいするなどといった思い切った行動に出る機会は限られている。

　行動には、必ず反作用が伴ともなうからだ。

　全力で打って出れば、〈解放者リベレーター〉も〈特区〉のひとつぐらいは陥かん落らくできるかもしれない。だが、そうすれば〈管理軍〉や〈ギルド〉に限らず、社会全体を敵に回すこととなるだろう。かつての『戦争』のごとき事態になれば、〈管理軍〉も〈解放者リベレーター〉も共とも倒だおれしかねない。

　結果として、表おもて沙ざ汰たにならぬ暗あん闘とうがある種の了りよう解かいとなっていたのだが……今のアランの言葉は、そうした前提を破壊しつくす内容だった。

「犯人の候補はあがってる」

「へえ。さすが仕事が早いのな」

　ぞんざいに言って、しかし続く台詞せりふに、蒼士郎も目を剝むいた。

「……〈剣けん帝てい〉や」

「は？」

　思わず、間ま抜ぬけな声が出た。

「ん、なんや？」

「い、いや、〈剣帝〉っていえば、〈管理軍〉ところの代名詞みたいな創神使いマギウスだろうが」

　あわてて、蒼士郎がありていの情報を取り繕つくろう。

「ああ。二年前の『戦争』で、〈剣帝〉が多大な貢こう献けんをしたいうのは知ってるんやな。考えてみれば、当時はあんたも現げん役えきの年齢やもんな」

「まあ、一応……」

　それだけを答えるのが、やっとだった。

　本当を言えば、かつての激げき突とつまで正確に思い出してしまっていた。




　──『戦いは終わった』




　仮面越ごしのくぐもった声が、鼓こ膜まくにこびりついている。

　黒き女め神がみカーリー。

　いかなる戦場にも対応する、創神形質・七しち貌せん七しち剣けん。

　何より、仮面をつけて創神とともに現れる〈剣帝〉の勇姿こそが、どれだけ戦場の〈管理軍〉を鼓こ舞ぶし、蒼士郎たち敵軍の士気を挫くじいたことだろう。四し王おうの中で、最もやりあいたくないのは〈獅し子し王おう〉だが、最も対立したくないのが誰だれかと訊かれたならば……間ま違ちがいなく〈剣帝〉と答える。

　同時に、脳のう裏りを以前黒蓮華嬢ロータス・ブライドが口にしていた言葉がこだました。




　──『なんか、〈管理軍〉が昔のデータを洗い直してるそうなのよね』




「──その、〈剣帝〉が研究所を襲おそったってのか？　でも、〈剣帝〉だったら、〈管理軍〉は居場所とか摑つかめてるんじゃないのか」

「もともとが民間の協力者という扱いで、〈管理軍〉でも『戦争』の後は把は握あくしてなかったみたいでな。ひょっとしたら、〈剣帝〉自身が記録の破は棄きを要求したのかもしれん」

　もっともらしく腕うでを組んで、アランが自ら首を縦に振る。

「当時の同どう僚りようはいるだろうが」

「残念ながら、当時から秘密主義を徹てつ底ていしとったみたいでな。戦場でも基本的に仮面とかつけとったそうやし、現状でつながりのある相手は誰もおらん」

　じろ、とアランの瞳がこちらを睨ねめつける。

　素知らぬふりで視線を外していると、少年はがりがりと頭を搔いた。

「こちらも〈剣帝〉なんて信じたくはなかったんやけどな。研究所の破は壊かい痕あとと〈剣帝〉の創神が一いつ致ちしとった。そんでもって、端たん末まつから〈剣帝〉自身のデータをハッキングした痕こん跡せきも見つかってたんでなあ」

「……さっきの、〈剣帝〉自身が記録の破棄を要求したのかもってやつか」

　ありえることかと考えて、蒼士郎の脳裏をよぎったのは、さきほどの話だった。

「……ほかにも、創神喰いをされたやつがいるのか？」

「ああ、規格神やけど何人かな。もちろん、創神喰いで最も大きな効用が何かは、知ってるんやろ？」

「…………」

　創神には、いくつか共通した特とく徴ちようがある。

　神話結けつ晶しようを通す関係上、鋳い型がたが神話や伝承から引っ張られること。その鋳型や使い手の精神性から、創神の能力や形状が決定されること。極きわめて霊れい性せいの高い存在であり、物理次元からの干かん渉しようの多くを無視できること。

　そして……創神は、創神に喰われる対象となる、ということ。

「他人の創神を喰らうことにより、創神は飛ひ躍やく的な成長を遂とげる……失敗したときの副作用も大きいが、『戦争』じゃよく見かけたよ」

「せやな。でも、もうひとつある」

　じっ、とアランがこちらを見つめた。

　こちらが本題、ということだろう。だからこそ蒼士郎がこの施し設せつに入るのを認めた。

「理り屈くつはまだよく分かっとらんけどな。思春期やらなんやらと新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつは極めて相関性が高い。結果として、創神を顕けん現げんできるのはピークが十六歳、どんなに粘っても十七歳が限度や」

　改めて、アランが言う。

「戦闘に耐たえうるって意味なら、せいぜい十二歳から十六歳。いや十三歳から十六歳といったところやろ。せやけど、『戦争』中にはその例外があったんやろ？」

「……それも、創神喰いの効用だな」

　言葉を、蒼士郎が認める。

　つまり、アランの言いたいことは次の台詞に凝ぎよう縮しゆくされる。




「創神喰いをしてるんなら、あんたの年齢でも創神を使えるんやないか？」




「…………」

　迂う闊かつな言葉は吐けなかった。

　さきほどのアランとの一戦からして、言い逃のがれはできない。だからとどめを刺さしておくべきだったんだ、と頭の中で声がする。昔のお前ならこの施設ごと潰つぶしていたんじゃないか、と声は語りかけてくる。

　あるいは。

　──本気になれば、今だってそうできるんじゃないか。

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめたとき、身じろぎの気配がベッドで生じた。

「……悠香？」

「先、生……」

　うっすらと目を開いた少女が、呟つぶやいたのだ。

　顔色もだいぶ元に戻もどっているところからして、どうやら危機は脱だつしたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんでもない。お前はもう少し寝ねとけ」

　微び苦く笑しようして、蒼士郎は少女の顔に触ふれ、瞼まぶたを閉じさせた。

　それから、アランへと振ふり向いた。

「彼女は俺が連れて行く。文句ないな」

「まあ、ええけど、なんでそんな入れ込んでるんや？」

　一いつ瞬しゆん、返答に詰つまった。

　だけど、こんなとき便利な言い訳はもう分かっていた。

「俺の生徒だからだ」

　短く言い切り、少女を抱だき上げる。

　そのまま、ふたりで保健室を立ち去った。

「……ははあ。先生ねえ」

　蒼士郎と悠香がいなくなった後、ぽつりとアランが呟いた。

「まさか……ほんまに、あの先生が〈黒こく絶ぜつ公こう〉やってのか？」





２






　月の綺き麗れいな夜だった。

　電灯や自動販はん売ばい機きの明かりもどこかつつましく、穏おだやかな夜風に揺ゆれている。

　初夏。

　その季節を舌で転がすと、誰もが懐なつかしい顔になるだろう。〈第十三特区〉ですら例外ではなく、ごくごく稀まれにだが、今夜のようなささやかな郷きよう愁しゆうを誘さそう時間が訪おとずれるのだった。

　白い月光を浴びるのは、スーツを着た蒼士郎と、おぶわれた悠香のふたり。

　御厨学院を出た後、蒼士郎は悠香をおぶって、斑鳩いかるが学院の女子寮りようへと向かっているのだった。

　彼女が、斑鳩学院の女子寮に住んでいることは以前聞いたことがあった。タクシーでも使えばよさそうなものだが、あいにく蒼士郎のほとんどの給料はかつての治ち療りよう費の返済に消えている。

「……先生……」

　と、背中で囁ささやき声が生まれた。

「いいから寝てろ。まだしんどいんだろうが」

「なんだか……身体がふわふわして……でも、私、先生に迷めい惑わくを……」

「なんもねえよ」

　とんと弾はずみをつけて、少女の身体を背負い直す。

　軽いものだ。こんなの、いくら背負ったって疲つかれやしない。二十キロを超こえる通信機器を携たずさえ、砂さ漠ばくを横断させられた記き憶おくが一瞬かすめて、苦笑してしまった。

「なにか、覚えてるか？」

「……なにも」

　困こん惑わくとともに、悠香がかぶりを振る。

　見えないが、その気配だけは伝わった。

（……まあ、そうだろうな）

　おそらく、ろくに覚えてないだろうとは思っていた。創神は本人の精神に根ざすものだ。一部とはいえ、その創神を喰くわれた場合、たいてい前後の記憶も穴だらけになる。まして、悠香のように創神を発現したばかりではなおさらだ。

「でも……先生が護まもってくれたのは……分かります……」

　首筋に、吐と息いきがかかった。

　うなじと白い髪かみの間に、少女の顔が潜もぐり込んだのだ。

「……先生の匂におい、安心します」

「やめてくれ、くすぐったい」

　つい、声を出して笑ってしまった。

　かすかだが、少女の香かおりも鼻び孔こうをくすぐった。

「弁当、無む駄だにしちまったな」

「……あ、その」

　こちらの肩かたを抱く両手が、震ふるえた。

　それから、勇気を振り絞しぼるようにして、こんな囁きが耳に届いたのだ。

「……また、つくってもいいですか」

「おお」

　うなずく。

　それきりで、言葉は途と切ぎれた。

　いくらか背中の重みが増したところからすると、また悠香が眠ねむったらしい。蒼士郎も気にせず、黙だまったまま、月の照らすアスファルトを歩み続ける。背中と同じぐらいに、胸のどこかが温かいのが不思議であった。
















　はたして女子寮まで辿たどり着くと、ロビーはひどく静かだった。

　すでに、皆みな寝ね静しずまっているらしい。一応寮長に言い訳すべく、呼び出しのボタンを押したところで足あし下もとがふらついた。

「やば……」

　視界が、不自然に渦うず巻まく。

　不意に、蒼士郎にも強きよう烈れつな眠気が襲ってきたのだ。創神形質を発現した時間はごくわずかだったので、今回は免まぬかれられるかと期待したが、やはり。

　逆らいがたい感覚に、近くのソファに悠香を横たわらせ、そこで意識が途切れた。

　次の瞬間、

「蒼士郎」

　と、冷たい声がかかったのだ。

　恐おそろしいほど聞き覚えのある声こわ音ねで、とたんに眠気が吹ふき飛んでいった。

「どわっ、ろ、黒蓮華嬢ロータス・ブライド──！」

「どうして、こんなところでうずくまって寝てるわけ？」

「──いや、その」

　あわてて、蒼士郎が顔を持ち上げる。

　ちらりと懐かい中ちゆう時計を確かめると、どうやらつっぷしていたのは十分ほどだったらしい。

（……〈管理軍〉のところで来なかっただけ、マシと思うしかないか……）

　こればかりは、自分でもコントロールしがたい。

　対する漆しつ黒こくのシスターは、出来の悪い弟でも見るように小さくため息をついた。

「まあ、いいわよ。どうせ使ったんでしょう」

「……まあ、そうだけど。なんで、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが」

「寮の女の子が倒たおれて、先生に連れられてきたというので、迎むかえに来たの。私、女子寮の寮長も兼かねてるんだけど忘れてた？」

「……あ、そっか」

　言われてみれば、当然の理屈である。

　ソファを見ると、悠香もまだ眠っているらしかった。その頭を撫なでると、くすぐったそうに身をよじり、ついこちらも微笑してしまった。

「あれ？　そういえば黒蓮華嬢ロータス・ブライド、なんで俺が使ったって──」

「そりゃあ、あなたが〈管理軍〉と揉もめたって教えてくれた人がいたからよ」

　黒蓮華嬢ロータス・ブライドが、後ろを振り返る。

　静まりかえったロビーの陰かげから、真しん紅くの髪の少女が現れたのであった。

「ひい、じゃ、なくて、朱あけ桐ぎり」

「…………」

　アンダーフレームの眼鏡めがねの内側で、少女はひどく厳しい目をしていた。

　これまで何度となく罵ば倒とうも叱しつ責せきも受けてきたが、それでも初めて見る眼まな差ざしだった。

　すう、と少女が頭を下げたのだ。

「さきほどは、ご迷惑をおかけしました。破は城じよう先生」

　その意味を理解するのに、数秒ほどかかった。

　最初に、〈管理軍〉の面々が捜さがしていたのは、秘ひ匿とく研究所を荒あらした創神使いマギウスではなかったか。悠香が犯人でないのなら、つまり自分たち以前に侵しん入にゆう者がいたことになる。

　その侵入者とは──

「黒蓮華嬢ロータス・ブライド……どういうこった？」

「もともと、私も〈ギルド〉の情報担当だもの。正規の手順で情報照会を求められたら、案内せざるをえないわよ」

　呆あきれたように、シスターがため息をつく。

「特に今回みたいに、破城蒼士郎は何者かなんて、はっきり指名で訊きかれたら、言い逃のがれもできないでしょう？　一応守秘義務は発揮したけれど、こんなの話せない段階で、半分答えみたいなものだもの」

「それ、じゃあ……」

「悠香さんは私が預かっておくわ。どうぞごゆっくり」

　眠れる悠香を抱き上げ、黒蓮華嬢ロータス・ブライドがロビーから立ち去っていった。

　残ったのはふたりきりだった。

「──いいかしら、先生」

　否いなと言わせぬ圧力が、朱桐ひいろの声にはこもっていた。

「あたしの部屋で、少し個別相談を受けていただけますか？」

「個別相談？」

　冷ひや汗あせが頰ほおを伝うのを感じた。

　血管に水すい晶しようの針が刺ささったかのようだ。血液に紛まぎれ込んだ何本もの針はゆっくりと身体中を巡めぐり、その儚はかない姿で心臓を破るに違ちがいない。

「ああ、そう。その前に、こちらの内情もお教えしておかないと」

　そう言って、少女が胸むな元もとのボタンに手を伸のばしたのだ。

　パチンと音をたてて、ボタン自体が半ばからスライドした底に、馴な染じみ深い秘石の輝かがやきを蒼士郎は見た。

（神話結けつ晶しよう──！）

「オーン」

　インドにおいて神聖視される呪文マントラとともに、その指が打ち振ふられた。

　刹せつ那な、影かげが噴ふき上がったのだ。

　それは、上半身だけで少女と蒼士郎を睥へい睨げいするほどの巨きよ大だいなヒトガタとなり、胴どう体たいより下は曖あい昧まい模も糊こに溶とかしたまま、四つの腕うでを所ところ狭せましと伸ばしていた。背には骸がい骨こつと後光を模した日輪、何振りもの魔ま刃じんをひっさげ、漆黒の異い貌ぼうをこちらへ傾かたむけている。

　視みるだけで、分かった。

　びりびりと、肌はだを粟あわ立だたせる異界の感覚。規格神はおろか、アランの太たい歳さいすら大きく上回る異常。たとえ創神を視ることあたわざる常人とて、この創神と対たい峙じすれば昏こん倒とうしかねない。

　しかも、蒼士郎には見覚えのある創神だった。

「カーリー……」

「〈管理軍〉に聞いたの？　それとも、あなたもあの『戦争』にいた？」

　幻まぼろしのごとく、巨大な創神が消え去る。

　それから制服の胸に手を置いて、どこか悲しげに、ひいろはこう続けたのである。

「──二年前、あたしは〈剣帝〉って呼ばれてました」




　　　　＊




　砂の味と臭においを、蒼士郎は思い出していた。

　最後に、〈管理軍〉と〈解放者リベレーター〉が激げき突とつした戦場。戦友たちが命を落とした遺い跡せき。

　呪じゆ具ぐの仮面をつけ、創神とともに駆かけ抜ぬけた日々。

　四王と呼ばれた、青き時代。




　──たった今。

　二年前の時間が、彼に追いついた。




　　　　＊




　衝しよう撃げき的な告白もさることながら。

　ロビーより内側の風景が、別の意味で蒼士郎を緊きん張ちようさせたのは、すぐ後のことだった。

「い、いいのか？」

「女子寮りようですが、教師や用務員さんの立ち入りは禁じられてません」

　まあ、それはそうだろうが、とにかく寮の佇たたずまいからして、普ふ段だんの学校とは違いすぎて戸と惑まどう。さきほどの御厨学院が厳格さに満たされていたならば、こちらはなんとも甘酸っぱい華はなやかさがある。むろん住んでいる女学生にしてみれば、ただの日常風景であり、むしろ男子がいない分、恥はじらいも慎つつましさもかなぐりすてたぐらいの勢いでおかしくないわけだが、そんな判断が蒼士郎にできるはずもなかった。

　踊おどり場に可か憐れんな花が挿さしてあるあたりからして、場違いすぎていたたまれない。

　借りてきた猫ねこみたいになって、おそるおそる後ろについていくと、

「こちらです。事情があってルームメイトはいませんのでご遠えん慮りよなく」

　と、ひいろが扉とびらを開いた。

　けして広くはないが、規律正しく物が置かれた部屋だった。

　趣しゆ味みのそれと思おぼしい本ほん棚だなには、十数冊ほどの文庫とハードカバーのほかに、ゲームセンターで取ったらしい犬のぬいぐるみたちが仲良く置かれていて、ますます身体からだが強こわばるのを感じた。

「どうしました？」

「……や、その」

　女の子の部屋にあがったのが初めて、とは言いにくい。

「女の子の部屋にあがったのは初めて、ですか？」

　こちらの心を読んだように、少女がアンダーフレームの眼鏡を持ち上げたのだ。

「────っ」

　もろに、動どう揺ようが顔に出たらしい。

　正面から見つめていたひいろは、ふふん、と鼻で笑ってみせた。

「つか、わりと人いじめるの好きだろお前！」

「今いま更さら気づいたんですか」

　眼鏡の弦つるに指をやって、愉たのしげに目を細める。

　趣味によってはご褒ほう美びという者もいそうではあった。

　うん、と背せ伸のびするみたいに手を重ねて、ポニーテールの少女は真っ白な天てん井じようを見上げる。ＬＥＤ電球の眩まぶしさよりも、もっと別のことに目を細めたように思えた。

「正直に言うとね。結構前から薄うす々うす分かってました。多分先生はこっち側なんだろうなーって」

　無む邪じや気きに、ひいろは苦く笑しようする。

「だって、こんな街に、十八歳で先生だなんてちょっとおかしいでしょう。あんまり露ろ骨こつすぎたし、いろいろうっかり過ぎたから、かえって裏の裏で普通に先生なんじゃないかって最近は思っちゃってたぐらい」

「……そりゃ、悪かったな」

　ふてくされて、蒼士郎が唇くちびるをとがらせた。

　対する少女は、困ったのはこちらとでも言いたげに、華きや奢しやな肩かたをすくめたのである。

「ただの先生ならそれがいいと思ってました。その方がずっといいって。なのに、あんなところで見つけちゃうんだもの。もちろん、あたしが秘匿研究所に潜せん入にゆうしていたのが悪いし、悠香さんは巻き込んじゃったみたいなんだけど、何も〈管理軍〉の隊長とやりあうことはないじゃない」

「お前も、あの現場にいたわけか」

「あなたが規格神の連中と向かい合うまでよ。てっきり、〈管理軍〉に捕つかまったかと思って、ツテを辿たどって〈ギルド〉に照会したのに、何にもなかったみたいに帰ってくるんだもの。馬ば鹿かみたわ。──やっぱり、〈管理軍〉に協力することにしたの？」

「……ああ」

　蒼士郎がうなずく。

　結果だけを言えば、そういうことになるだろう。

「〈管理軍〉は、俺に〈剣帝〉の捜そう索さくを依い頼らいするそうだ」

「ふうん。〈管理軍〉に尻尾しつぽを振るの？」

「お前も、元は〈管理軍〉だろう」

「その通りよ」

　肯こう定ていには、淡あわい色がついていた。

　暗い色だと、蒼士郎は思った。

　あまり、この少女には似合わない色。いつも清すが々すがしいほどに、こちらのみっともなさを両断してくるひいろの、もうひとつの顔。

「なのに、どうして〈管理軍〉の研究所を襲おそってる？」

「……ノーコメント」

　と、少女はかぶりを振った。

「じゃあ、どうして、〈剣帝〉だなんて明かしたんだよ」

「だって、あなたと悠香さんを危険に晒さらしたのは、あたしの行動によるものだから。責任をとる意味でも、名を明かす必要があると思った。それだけよ」

　きっぱりと、少女が言う。

　いかにそれが不利益を招こうが、自分の在り方が変わることはないのだと。

「……変わってねえのな」

　ほとほと呟つぶやくと、ひいろの眉まゆがひそめられた。

「さっきも言ってましたけど、やっぱり、あなたもあの『戦争』にいたの？」

「俺は」

　言いかけたところで、少女の手が持ち上げられたのだ。

「ううん。話さなくていいわ。今のあなたの年ねん齢れいだと、もう創神は失ってるでしょう？　だったら、過去のあなたがどうであったとしても同じことだから」

　創神使いマギウスである者とない者との差を、ひいろが告げる。あなたはこちら側だったかもしれないけれど、もう踏ふみ込むことはできないのだと。

　それは、最前線に立っている者だけに許された特権だと。

（……ああ、その通りだ）

　痛いほど、蒼士郎もよく知っている。

　だからこそ、こんな〈特区〉がつくられることとなった。世界中がその必要性を認めたから、素質ある少年少女を根こそぎ集め、創神の実験を密ひそかに繰くり返すようなくそったれな場所が乱立することとなった。

「分かったでしょう。あたしはまだ創神を使える。〈管理軍〉に依頼されてるんだったら、あたしの名前でもなんでも明かせばいい。だから──」

　だから、もうあたしに関かかわらないで。

　続く言葉は口にされなかったけれど、蒼士郎にははっきりと聞こえた。

　口にしなかったのは、自分に対しての配はい慮りよだろう。つまり、脅おどされて手を引いたのだというカタチをつくらないための。

　そんな配慮をこの歳としでするほど、彼女はこの世界に馴染んでいた。

　馴染んで、しまっていた。

「〈剣帝〉……っ!!」

　言いかけて、蒼士郎は絶句した。

　ひどく、たまらない気持ちであった。

　かつて、同じ気分で見上げた空を思い出していた。彼の人生で最も青い空だった。




　──『負けたなあ』

　──『〈剣帝〉まで向こうにつかれたんじゃ、仕方ないか……。ははは、やっぱりすげえな七貌七剣』




　この少女に命を奪うばわれた友の声が、胸にこだました。

　この少女に夢を奪われた数多くの同どう胞ほうの顔が、瞼まぶたの裏に浮うかび上がった。もっと若い頃ころの自分の顔も、その中には含ふくまれていた。彼女さえいなければと、彼女さえ殺せていたならと、過去の自分の眼まな差ざしは訴うつたえていた。

　殺せ、と死んだ友が言う。

　殺せ、と敗北した同胞が叫さけぶ。

　殺せ、と過去の自分が咆ほう哮こうする。

　出会ってしまった以上、これは運命だ。お前がやらねば、誰だれが無念を晴らすのだ。

　そうだろう、〈黒絶公〉。

　胸の内側に、夏の嵐あらしのような衝しよう動どうが湧き起こった。血の気を失うほど拳こぶしを握にぎりしめねば、到とう底てい耐たえきれないほどの、激しい衝動であった。

　ゆっくりと息を吸う。

　吐はき出す。

　うつむいていた顔をあげて、抑おさえた声こわ音ねで、蒼士郎が訊きく。

「……ひとりで、戦争する気か？」

「何度もしたわ」

　ひいろの答えは、強がりでもなんでもない。

　ただの事実だ。四王の中でも、〈剣帝〉はとりわけ多くの戦いに出しゆつ陣じんした創神使いマギウスだ。仮面をかぶったその正体こそ定さだかではなかったが、ありとあらゆる戦場に彼女の創神は適応した。闇やみから闇へと暗殺者まがいの行動を繰り返したせいで、ほとんど内実が知られなかった〈黒絶公〉とも、常に〈管理軍〉の精せい鋭えいを率いていた〈獅子王〉とも違ちがう、彼女だけの在り方。

　たとえ万軍を鼓こ舞ぶしようとも変わらぬ、たったひとりの最強英雄。

「さよなら、先生。面談ありがとうございました」

　ひどく丁てい寧ねいに、頭を下げた。

　これで話は終わりということらしかった。

　立ち上がって促うながす少女に抗こうしきれず、蒼士郎も扉まで歩み寄ったところで、その背に声がかかった。

「それと、もうひとつ感謝します」

　と、少女が口にしたのだ。

「何を？」

「あなたが悠香さんを護まもってくれたことを」

　淡く、ひいろは笑った。

「あたしのせいで、またひとり死ぬかもと思ったのに、あなたがその数を減らしてくれたから。きっと、こんなに嬉うれしいことはありません」

「…………」

　どうしてだろう。

　どうして、その笑え顔がおが、蒼士郎には泣いているように思えたのだろう。




　　　　＊




　女子寮りようのロビーへと戻もどってきた蒼士郎を、シスターが出で迎むかえた。

「いろいろ抱かかえ込んだみたいじゃない？　トラブルもりだくさんなのは、人生にあきなくていいことよね」

「……どこまで知ってた？　黒蓮華嬢ロータス・ブライド」

「信じてもらえるかは分からないけど、私はまったくよ。劉ラウだって確信していたら、もうちょっとマシな監かん視し網もうをつくっていたと思うわ」

　同時に、シスターの頭を掠かすめたのは、劉が口にしたキーワードだった。




　──受け渡わたされる王おう冠かん。




　あれは、この意味だったのだろうか。

　かつての四王のひとりがすぐそばにいるということ。ならば、残りのキーワードはどのように未来を暗示しているのだろうか。

「悠香はどうした」

「あの子なら、すやすや眠ねむってるわよ。もともと個室だったから、余計な言い訳する必要もなかったし。起きた後の説明はサービスでしといてあげる」

「そうか」

　と、蒼士郎はうなずいた。

　それから、こう続けた。

「決めたぞ。──この事件、俺が引き受ける。他のやつには回すな」

　突とつ然ぜんの宣言自体は、シスターも想像していたらしかった。

　だけど、別のことに驚おどろいたようだった。

「ひょっとして蒼士郎。あんた、怒おこってるの？　何に？」

　この場合、誰にとは問わないあたりが、シスターと蒼士郎の関係をあらわしていたかもしれない。

　はたして、その質問に答えぬまま、蒼士郎は斑鳩学院女子寮を後にしたのであった。





３






　翌日は、気持ちの良い快晴となった。

　六月も上じよう旬じゆん。そろそろ梅雨つゆに入ってもおかしくない頃ころ合あいであり、いまや残りわずかと思おぼしい、希少な心地よさである。蒼士郎の授業もかつてなく順調に進み、空いた時間には翌月の行事の準備に手をつけることもできた。

　はたして、ホームルームの時間になって、青年はとある提案を掲かかげたのである。

「じゃあ、うちのクラスの実行委員は朱桐で」

　そう言った途と端たん、凄すさまじい気配が教室の窓まど際ぎわで爆ばく発はつした。

　思わず立ち上がった少女が、教きよう壇だんに佇たたずむ蒼士郎を睨にらみつけたのだ。

　いや、この場合、睨みつけようとしたというのが正解だろう。

　立ち上がった少女は、茫ぼう然ぜんとする自分を制しきれず、

「……な、んで」

　と、低く呻うめいた。

「聞いてなかったのか？」

　と、蒼士郎が改めて、スタイラスで電子黒板をつつく。

　学校や授業にもよるが、基本的に〈第十三特区〉では通常の黒板は使われていない。電子黒板に教師が書けば、同じ内容が手元のタブレットに投とう影えいされるようになっている。

「月末に体育祭があるのは知ってるだろうが。うちのクラスからも実行委員を決める時期だ。立候補は誰もいなかったから、風紀委員との兼けん任にんにはなるが、俺の権限で指名した。問題あるか？」

「そうじゃなく」

　ぱくぱくと口を開閉して、ひいろが言葉を無くす。

　まあ、彼女が言いたいことは分かる。

　つまるところが、あれだけ忠告したのにということだろう。両の瞳ひとみには殺意じみた炎ほのおが燃えさかっている。授業中でなければ、即そく座ざに創神を喚かん起きしてもおかしくなかったほどの熱量だった。

　だけど、彼女も理解してない。

（……そうだ）

　覚かく悟ごなんて、とっくに決めている。

　関わらないでというのは、つまり関われば無事を保障しないぞということだ。ああ、戦場から遠ざかったのは事実だろう。単純な生死でいえば、蒼士郎はかつてよりずっと安全な立場に居座っている。

　だけど、それは、それだけのことだ。

　ただならぬ様子に気づいたのか、ほかの生徒たちもざわめきだす。

「おいおい。なんだこれ」

「知らねえよ。前も朱あけ姫ひめと先生で激げき突とつしてたっていうけど」

「え？　じゃあ、先生のリベンジ？」

　ある意味一周して、当たらずとも遠からずなあたりをついた囁ささやきが、生徒たちの間で交かわされる。

　やがて、沈ちん黙もくに耐たえられなくなったように、ひいろが席に着いた。

「引き受けてくれるってことでいいのか？」

「……好きにしてください」

　煮にえたぎる怒いかりを湛たたえて、静かな肯こう定ていがこぼれる。

　どっと、教室に生徒観客たちの声がわきあがった。




　　　　＊




　自宅に戻り、蒼士郎は眉まゆ根ねを寄せた。

　ダイニングで行われている光景が、青年にとって予想せざるものだったからだ。

　もちろん、悠香ではない。彼女が来てるのは今いま更さらだし、セキュリティ端たん末まつで確かく認にんもしている。黒蓮華嬢ロータス・ブライドの話によれば、前の路地裏でのことは自分の不手際で、なんとか蒼士郎がまとめたのだと思っているらしい。

　問題は、悠香の前で、にこやかに食しよく卓たくへついている人物であった。

「……なんで、お前までいるんだ」

「おお先生」

　と、食卓からにこにこ笑って、〈管理軍〉のアラン・ウェイクが手を振ふったのだ。

　舌した鼓つづみを打ちつつ、並べられたカレーライスとサラダを交こう互ごに口に入れては、感激で涙なみだにむせんでいる。

「いやあ、これ絶品やで。こんなん毎日つくってもらってるなんて、先生幸せものすぎるやろ」

「あ、あの毎日ってわけじゃ……いえ、この一週間ほどは毎日つくらせてもらってましたけど、昨日はつくれなかったし」

　おどおどと話す悠香がまた場ば違ちがいで、大きく蒼士郎はため息をつく。

　昨日、命を賭かけてやりあった仲とはとても思えない。もちろん悠香にはそのような認識はないだろうが、三さん段だん跳とびで距きよ離りを詰つめてくるアランには言いたいことが山積みだ。

　とはいえ、こちらも悠香の前で物ぶつ騒そうな話をする気にはなれず、しばし唸うなったきりで席に着いた。

「あ、あの、先生の分も、たくさん用意してますから」

「もらう」

　短く言って、こちらも席に着き、スプーンでわしゃっとカレーをかっこむ。

　確かに美味うまい。

　絶ぜつ妙みような辛からさと米の食感。サラダの瑞みず々みずしさがやたらと合う。カレールーとともに十分火が通った牛肉を嚙かみしめると、喉のどまで肉にく汁じゆうが滑すべり落ちた。辛さに汗あせが噴ふき出るのを感じつつ、しゃきしゃきとしたレタスを頰ほお張ばると、いくらでも食べてしまいそうだった。

　半ば自棄やけのような食べっぷりに、悠香が微び笑しようして、アランが肩かたをすくめる。

「ちゃんと嚙まんと消化に悪いで」

「うるせえ」

「ははは。まあ、創神使いマギウスは人より脳のう味み噌そ使う分、だいたい腹ぺこキャラやからな」

　金きん髪ぱつの少年が唇くちびるを歪ゆがめて言ったのは、噓うそではない。

　創神を構築するのも動かすのも、結局は本人の脳である。もちろん神話結けつ晶しようは十分以上に補助してくれるのだが、むしろ補助されるからこそ普ふ段だん使用されない部位までフル稼か動どうする。かつての『戦争』の頃ころも、一日三食支給されてるにもかかわらず、ほぼ毎日レーションの争そう奪だつ戦せんになっていたものだ。

　取り分けられた皿と箸はしで、半ば自棄になって食いつつ、

「……とりあえず、なんでお前が来てやがる」

　耳打ちすると、したり顔で少年はうなずいた。

「……そりゃ、一応監かん視しをつける必要あるやろ。ほんで先生かて、この子が創神使いマギウスやって話、あんまり広げられたくないんやろ」

「……だから、ありがたくもお前が自分で監視してるってことかよ」

「……護衛も兼かねてって言ってほしいんやけどなあ」

　眉をひそめ、家鴨あひるみたいにアランが唇をとがらせる。

　どれだけ調子がいいのか、と問いつめたくなるが、メリットもあるのは本当だったので、あえて口を挟はさまない。

　ついで、ばさばさと、羽ばたきの音が降ってきた。

「ソーシロー、ソーシロー」

「トトも治ったのか」

「はい。起きたときには自然に」

　にっこり笑って、悠香が言う。

　自然と、その笑え顔がおが見られたならいいか、と思えた。何がいいかなんて分からないけれど、じんわりと胸に広がるような温かさがあった。

「で、どうなん？」

　と、アランが水を向けた。

「む、何がだよ」

「ひょっとして、〈剣帝〉が見つかってたりせえへん？」

　突然質問されて、噴き出してしまうのはなんとか堪こらえた。

「んなもん、早々見つかってたまるか。だいたい、もう結構前から〈管理軍〉が捜さがしてなしのつぶてなんだろうが」

「まあ、そらそうなんやけど」

　と、アランは応こたえた。

　さほど拘こう泥でいするでもなく、肩をすくめた金髪の少年に、少女が食後のコーヒーを持ってきた。蒼士郎の分は、まだカレーと戦っているので、少し間をおいてからということらしい。

　台所では、悠香の創神形質〈トトの聖刻書〉でつくられた落書きの小人たちが、一いつ生しよう懸けん命めいに働いている。

「いや、美味いわあ。悠香ちゃん困ったら、いつでも〈管理軍〉に来きいや。その創神形質やったら高給歓かん迎げいやで。後二年間のチャンスやから、是ぜ非ひ若い内に」

「……おい」

「へいへい。先生は厳しいなあ」

　蒼士郎が一いち瞥べつすると、アランが降参みたいに両手をあげる。

　しかし、

「……あの、少し、訊きいていいですか」

　と、その悠香が切り出したのだ。

「何や？」

「さっき話に出ていた〈剣帝〉って、二年前にあったっていう『戦争』にいた人なんですか？」

「ふむ」

　ちら、とアランがこちらを見やる。

　解説していいのか、という無言の問いかけだ。この場合、確認を取ってくれるだけ良心的というべきではあろう。

　小さくうなずくと、青年は少女に視線を戻もどして、改めて口を開いた。

「まあ、有名人やな。この創神使いマギウスが世界中に生まれるようになった理由のひとつでもあるそうでな」

「え？　創神使いマギウスって、昔からいたんじゃないんですか？」

「はは。少しぐらいはいたかもしれへんけどな。組織化できるほど爆ばく発はつ的に増えたのはごく最近や。その発ほつ端たんになったのが──いわゆる四人の魔ま女じよの『大儀ぎ礼れい』やな」

　黒。

　赤。

　蒼あお。

　白。

　四つの色を冠かんする前時代の魔女たち。彼女らは、単に魔術とのみくくられていた超ちよう常じよう的な現象の法則を切り開いたという。

　とりわけ召しよう喚かんや喚起と呼ばれる一連の術式を解かい析せき・抽ちゆう出しゆつして、創神を生み出す方法を確立するに至ったのだ。彼女たちの弟で子し──時に二世代目セカンドとも称しようされる、最初の創神使いマギウスたちはいずれもが伝説となっている。

「黒の魔女の弟子が〈黒絶公〉、赤の魔女の弟子が〈剣帝〉……って言われてたか。まあ、このへんは動乱の時代やったし、いいかげんなもんや。だいたい、『大儀礼』以降の創神使いマギウスは悠香ちゃんみたいに偶ぐう発はつ的に覚かく醒せいする例も多いんやから、世代でくくることにほとんど意味あらへんしな」

　言って、コーヒーをぐびりと吞のむ。

　四人の魔女たちが『大儀礼』以降どうなったか、詳くわしい情報はない。真しん偽ぎの不確かな噂うわさも加味すれば、やがて魔女たちは反目し合い、それぞれの信条と在り方に沿って三つの組織に荷か担たんしたそうだ。

　つまり、〈管理軍〉、〈ギルド〉、〈解放者リベレーター〉である。

　結果として、『戦争』は〈管理軍〉の勝利に終わり、多くの創神使いマギウスは拘こう束そくされてやがて衰すい退たい期を迎むかえる──アランたちが誇ほこりとする、管理特区時代の始まりだった。

　いまさらそんな伝説の欠片かけらが、どうして姿を現したのか。

（……この先生が、本当に〈黒絶公〉なら、なおさらな）

　最後は胸に秘ひめたまま、アランはちらと蒼士郎を見やる。

　対する青年は、素知らぬ顔で自分の生徒をたしなめたのであった。

「しばらくつきまとわれるのは仕方ないが、あまりこのちゃらんぽらんの話を真ま面じ目めに聞かない方がいいぞ」

「ちゃらんぽらんはひどいな先生！」

「チャランポランチャランポラン！　アランハチャランポラン！」

　ばたばたと羽ばたくトトが、鸚おう鵡む返がえしに喋しやべり出す。

「あっ、お前も！　悠香ちゃん、ちょいひどくあらへん!?」

「え？　で、でも私が言ってるわけじゃ」

「自律型だからな。半分は悠香の無意識から汲くみ取ってる理り屈くつだぞあれ」

「え、え、え、えええええ!?　あ、あの、えと、ごめんなさい！　ち、違ちがうんです私アランさんにそんなことちっとも思ってないです！　と、とにかくごめんなさい！」

　真っ赤になって頭を下げる少女に、くくっと蒼士郎が笑った。

　気づくと、アランが目を丸くしていた。

「なんだよ」

「いや、あんた、そんな風にも笑うんやな」

「別に無愛想な面つらばかりしてないと思うぞ？」

「ああ、苦笑とか愛想笑いは見たけどな。そっか。そりゃええことや」

　勝手に納なつ得とくしてうなずくアランに眉まゆをひそめてから、蒼士郎は悠香へと口を開いた。

「もう。身体からだは大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい！　完かん璧ぺきです！」

　力こぶみたいに腕うでを曲げるが、当然できるはずもない。

　代わりにトトが舞まい降りてきて、わちゃわちゃと慌あわてる悠香に、指さして大笑いするアラン。

　蒼士郎は、そんな風景にしばし目を細めていた。

「……つまり、あいつが勝ち取ったのは、こういう世界だよな」

　ぽつりと、呟つぶやいた。

　聞き取れなかったのか、悠香が首を傾かしげる。

「先生？」

「いや」

　かぶりを振ふって、ふと気づいたようにもう一度視線を持ち上げた。

「そうだ。ひとつ、お願いしていいか」

「私に、ですか？」

　きょとんとした悠香に、蒼士郎はとある提案を持ちかけたのであった。
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　朱桐ひいろが『戦争』に参加したのは、最後の半年だった。

　それまで〈管理軍〉が量で、〈解放者リベレーター〉が質で互たがいを優ゆう越えつしており、ふたつの組織の間で拮きつ抗こうしていた『戦争』は、彼女の参加によってたちまち片方に天てん秤びんを傾かたむかせた。

　師に叩たたき込まれた技術は、完璧なまでにその真価を発揮させたのである。

　仮面の効果もあるだろう。

　当時、規格神以外でも頻ひん用ようされていた呪じゆ具ぐの仮面は、創神使いマギウスの精神状態を一定に保つため、外界からの情報を曖あい昧まいにする性質があった。結果として、いかなる戦場も恐きよう怖ふの対象にはならず、人の命を奪うばっても動どう揺ようすることなく、ひたすらに創神の『力』を振るうことができた。

（……いいや）

　違う。

　やはり、あれは自分が望んだことに違いない。

　期待されたように創神を操あやつることを、何よりも自分が喜んでいた。

　そう、誰だれよりもひいろ自身が地じ獄ごくであった。〈剣帝〉などと称しよう賛さんされ、淀よどみも後こう悔かいもなくその『力』を振るう彼女こそが、地獄そのものだった。

　今でも、忘れられない。

〈剣帝〉として参加した、最後の戦場。

　追いつめられた〈解放者リベレーター〉は、起死回生の一手として、とある砂さ漠ばくの遺い跡せきでもう一度『大儀礼』を起こそうとしたのだ。もはや隠いん蔽ぺい工作などかなわぬほど創神使いマギウスを激増させようという計画に、当然〈管理軍〉も黙もく視ししてはいられず、精せい鋭えいたちとともに〈剣帝〉であるひいろを突とつ入にゆうさせることとなった。

　そして、〈剣帝〉への対策に、戦場には精霊態フエイズ３以上の創神使いマギウスが数十人も集まっていたのである。あのとき、もう一度『大儀礼』を起こすという計画が真実だったのか、単に〈剣帝〉をはめるための罠わなだったかは分からない。

　それでも、ひいろは生き残ってしまった。

　無我夢中で振るった女め神がみの剣けんが、どれだけの破は壊かいを振りまいたか。

　だけど、多分そのとき、仮面の機能が壊こわれたのだろう。使いすぎた創神形質が、呪具としての許容量を越こえたのかもしれない。

　初めての鮮せん明めいさで、ひいろは戦場を見つめていた。

　たまらないほどに、空が青かったのを覚えている。自分が蹂じゆう躙りんした戦場と裏腹に、天空はただひたすら超然と青く。

　追いすがってきたのは、確か〈黒絶公〉だったはずだ。

　自分と並んで四王と呼ばれていたひとり。

『戦いは終わった』

　と、吐はき出すようにひいろは言った。

『終わってない』

　と、彼は返した。

　ああ、分かっているのだ。

　何もかもが鮮あざやかだった。創神が振るった剣の手て応ごたえも、殺した人々の表情も、朱桐ひいろははっきりと認にん識しきしていた。どんな人間にもその人間なりの考えがある。その人だけの世界がある。いくらひいろがもう終わりだと叫さけんでも、それで何もかも終わってくれるわけはないのだ。

　彼も、自分が殺した。

　同じ四王となれば、手加減などできるはずもない。

　創神同士の熾し烈れつな戦いの末、腕を断たち、足を切り裂さき、その胸を貫つらぬいた。女神からフィードバックされた触しよつ覚かくは、骨を砕くだき折り、心臓を抉えぐった感かん触しよくさえも伝えてきた。

「……そう、あたしが、殺した。殺したんだ」

　現在いま、ベッドの上で、ひいろは上半身をもたげる。

　いつもと同じで、まるで寝ねられなかった。もう二ヶ月近くになるだろうか。

　この手は、とっくに血ち塗ぬられている。〈管理軍〉を抜ぬけた後、〈特区〉で学生のまねごとなんてやってきたけれど、こんなものは噓うそっぱちだ。見えない仮面をかぶったまま、自分のやったことから目をそらしたまま生きてきた。

　だから、あの青年教師が七星悠香を助けてくれたのは、本当に嬉うれしかったのだ。学校に来たかったんだなんて、恥はずかしそうに笑っていた青年。教師として就任して以来、不ふ機き嫌げんそうではあったけれど、それでも自分なんかよりずっと学校に馴な染じんでいた。殺すだけしかできなかった自分と違い、あの青年は確かにひとりの少女を救っていた。

　羨ましい、と思う。

　あんな風になりたかった、と思う。

　あんなにも突つき放したのに、それでも関かかわってこようとする青年教師に、凄すさまじい怒いかりを覚えて──ほんの少しだけ安心してしまっていた。ひょっとして、もしかしたら、何もかも打ち明けて、頼たよってしまってもいいのかもしれないとさえ思ってしまった。

「……そんなの」

　駄だ目めに、決まってるのに。

　そんな当たり前の権利は、とっくに手放してしまっているのに。

「…………」

　吸い込んだ空気が、ひたすらに痛かった。風邪かぜでも引いたように身体中の寒気が止まらなくて、思考はさっきから乱れっぱなしだ。誰ひとりまともに助けられなかった自分は、こんなにも見苦しく、誰かに助けてほしいと思っている。たったひとりの青年の面おも影かげを、どうしても拭ぬぐい去ることができない。教室を案内しただけで、あんなに嬉しそうにはにかんでいた横顔を忘れることができない。

「……蒼士郎、くん」

　だけど。

　指が、ベッドにまき散らされた書類に触ふれた。〈管理軍〉から入手してきたレポートだった。いくつかの偶ぐう然ぜんから、彼女のもとにもたらされた計画の概がい要よう。

　この計画だけは、どうしても見過ごせなかった。

　だから。

「あたしは、絶対に、今度こそ──」

　決意とともに、少女は呟いたのであった。
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　旧校舎の廊ろう下かを、ひいろは歩いていた。

　斜ななめに差した赤い陽光が、硝子ガラス越ごしにかつかつと歩む足あし下もとを照らしている。

　放課後だった。あまり使われてない旧校舎の廊下は、厳しく踏ふみつけるたびにきいきいと鳴って、少女の苛いら立だちをなおさら募つのらせるのだった。

（なんで、わざわざ旧校舎に……）

　と、ひいろは唇くちびるを嚙かんだ。

　ただでさえほかの生徒から怖おそれられる眦まなじりが、急角度につり上がっている。神話のメデューサのごとき──その恐怖で石のごとく戦士たちを硬こう直ちよくさせた表情を誰かに見られなかっただけでも、旧校舎を待ち合わせ場所にしたのは正解だったかもしれない。

　がらり、と視し聴ちよう覚かく室の扉とびらを開く。

「おお、朱桐」

　平へい凡ぼんな会議用テーブルについていた蒼士郎に、どさっ、と大量の書類をひいろが叩きつけた。

「これで、事前準備は全部です」

「早いな、おい」

「もともと、体育祭なんてやることが決まってますから。書類仕事を例年通りやっておしまいです。クラス対たい抗こう競技の出席なんかもまとめておきました」

　ひいろの言葉は、何もかもをはねつける冷たさで、机の上を滑すべっていった。

　それきりで決別しようと背を向けたところで、

「待って」

　と、青年が呼び止めたのだ。

　怒ど気きを漲みなぎらせて振り返った少女へ、彼は可愛かわいい布に包まれた弁当箱を持ち上げた。

「これ、一いつ緒しよに食べよう。こんだけの書類をいっぺんに片付けたってことは、昼は抜いてたんだろ？」

「……委員としての仕事は終わったはずですが。わざわざ先生と食事を一緒にする意味はないと思います」

「うん。実は、まだ追加があるんだ。いや、校長がほかに頼たのめそうな相手がいないからってんで断りきれなくてさ。悪いけど、手伝ってもらえないかな？　来週までに終わってないと、俺と君のせいになるだろうし」

　にこにこと笑って、蒼士郎が新たに差し出した書類に、ひいろは優美な眉まゆ根ねを寄せた。

「……思ったより、しつこいんですね」

「俺も自分で驚おどろいてるよ」

　素す直なおに、蒼士郎は言った。

　小さくため息をついて、少女がパイプ椅い子すへと座る。さっさと書類をよりわけて、おおよそ半分ずつにしつつ片方を蒼士郎に寄せたのは、こっちはあんたがやれという無言の主張だろう。

　受け取った蒼士郎が、バスケットを広げて、かりかりとボールペンを走らせる。

　ひいろも、遠えん慮りよなくサンドイッチを手にして、書類をめくりながらかじった。

　新しん鮮せんなトマトとハムを挟はさみ込んだパンは、瑞みず々みずしい野菜の歯ごたえの後、がつんとマスタードの辛からみを味わわせてくる。鼻につんときた黄色い衝しよう撃げきとしっとりしたハムが見事に調和していて、ちょっと素人しろうととは思えない仕事だった。

「美味おいしいだろ。悠香につくってもらったやつでさ」

「ふうん。悠香ですか」

「なんだよ」

「いいえ。先生が特定の生徒に肩かた入いれするのはよくないと思いますが、サンドイッチに罪はありませんから」

　もむもむと、どこか兎うさぎみたいな仕草で食べながら、少女はさっさと書類を処理していく。

　しばらく、静かな視聴覚室にボールペンの先せん端たんが擦こすれる音が響ひびいた。その昔、サンドイッチ伯はく爵しやくはゲームをしながら食事をすませるために、この料理を発明したらしいが、実に目的通りの光景であったやもしれない。

　そうしながら、

「……言い損そこねてたんだけどさ」

　と、蒼士郎が口を開いた。

「二ヶ月前初めて会ったとき、本当に、初めて教師になるって知らされたんだ」

「……今は信じてます。こちら側の人間が、あんな馬ば鹿かげた言い訳であたしを怒おこらせる意味ありませんから」

　ほとほと呆あきれたように、ひいろが言う。

　視線は書類に落としたままだった。よほど蒼士郎とは目を合わせたくないらしく、断固として顔をあげる様子がなかった。

　だけど、蒼士郎は嬉しそうに唇をほころばせたのだ。

「そりゃ良かった。学校には、昔から来たかったんだよ」

「どうして、そんなに学校に来たかったんです？」

「そりゃあ……」

　言いかけて、蒼士郎が眉をひそめた。

　喉のどまで出かかっているのに、はっきりとした言葉にならない──と、そんな風だった。

　代わりに、

「不思議だよな、ここ」

　と、蒼士郎が窓越しの新校舎を見やった。

「毎日毎日飽あきずに人が来て。毎日毎日代わり映ばえのしない明日あしたが来るって、生徒も先生も根こん拠きよなく信じてて」

「……そうですね」

　だから、学校ここはいつだって日常の象しよう徴ちようだ。

　たとえ爆ばく撃げきに襲おそわれたって、教室が壊こわれて青空の下でだって、教師がチョークを振ふり上げて授業を始めますと言い張れば、そこに日常は再開する。

　蒼士郎にとっては眩まぶしすぎる場所。

　自分たちがあんなに『戦争』で打ち砕いても、壊れずにあってくれた場所。

「うん、そうだ。壊れない場所がどこかにあるんなら、そこに行ってみたかった。そんな時間を味わってみたかった。ただの幻げん想そうかもしれないけれど、きっとその幻想は自分の行く先を照らしてくれるような気がしたんだ」

　だから、学校に通ってみたかった。

　生徒として、自分の母国では当たり前だというそんな時間を味わってみたかった。

　いまは、もう叶かなわない願いだけれど。

「お前らが、勝ち取った場所だよ」

「……今は、あたしは〈管理軍〉じゃありません」

「だけど、元はそうだろう。そのために戦ったんだろう」

　青年の言葉は、遥はるかな過去から届くようだった。

　いや、たったの二年前だ。

　世界が変わってしまう、少し前。

「創神使いマギウスたちを管理することが、世界の平へい穏おんにつながると信じたんだろう？」

「……だったら、先生は創神使いマギウスたちを自由にすることが、世界の平穏につながると信じてたんですか？」

「平穏につながらなくても、正しいと思っていたよ。力があるというだけで、誰だれかが誰かに拘こう束そくされるなんて間ま違ちがっているって」

「過か剰じような力が社会に馴染むわけないでしょう。まして、誰の手にも行き渡わたる可能性がある力なら、どうしても制せい御ぎよするための組織やシステムが必要です」

　ふたりの意見の違いは、つまるところ『戦争』の縮図だった。

　どうして、〈管理軍〉と〈解放者リベレーター〉に分かれて、創神使いマギウスたちが争いあったのかという歴史。最終的に戦線に加わった創神使いマギウスは数千人以上にのぼったともいわれている。その大半が妖精態フエイズ２かそこらであったとしても、これほどの数の創神使いマギウスが戦いに駆かり立てられることは、おそらく二度とありえまい。

　そして、〈管理軍〉が勝利した。

〈剣帝〉と〈獅子王〉、ふたりの四王を押さえていた組織が勝利したことは、ある種の必然だったろう。

「……やっぱり、〈解放者リベレーター〉だったんですね」

「昔はな。お前と同じだよ」

　また一枚、書類を処理して取り分ける。

　次は体育祭用の備品の確かく認にんだった。それこそデジタル処理されていれば一発なのだが、所しよ詮せん〈特区〉構想自体がこの二年での急きゆう拵ごしらえなので、こういう些さ末まつなところではわりと漏もれが多い。

　書類のリストと領収書をひとつずつ照合しつつ、足りないものを確認する。

　これだけ切り取れば、実に平和で、あくびがでるような日常。

「何人、殺したと思います？」

　静かに問う、ひいろの言葉がなければ。

「五、六十人はくだらないだろ。〈剣帝〉は創神使いマギウス同士の戦場にしか姿を現さなかったが、出てくれば必ず大物をしとめていった。大物ならまず周囲に子飼いの部下がいるからな。いくら少なく見積もっても、それより低くはならん」

「ええ、その通りです。……ねえ、先生」

　先生と、改めて少女が呼びかけた。

　これまでと違う響きのこもった声こわ音ねだった。

「ん？」

「〈剣帝〉なんて、所詮は異常者ですよ」

　途と轍てつもなく冷たい声で、眼まな差ざしで、少女が断言したのである。

「ほかの四王と同じ──『戦争』のために開発されて、『戦争』で消費しつくされた、殺し合いしかできないただの異常者ですよ」

「…………」

　蒼士郎が視線をあげる。

　ひいろは、書類を見つめたままだった。

　淡たん々たんと、ひとつずつ枠わくを埋うめていく。筆速はまるで変化せず、凪なぎのごとき少女の精神をあらわすかのよう。

「だから、秘ひ匿とく研究所を襲ったのか？」

　と、蒼士郎は尋たずねた。

「〈剣帝〉は異常者だなんて、そんな証明をしたくて、いまさら〈管理軍〉の施し設せつを襲ったわけか？」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。証明なんて必要ありません。最初から〈剣帝〉は異常者なんです。『戦争』が終わって二年経たって、ついに我が慢まんしきれなくなってそんなことを始めても、何の不思議もないでしょう」

　ひいろが笑う。

　引き裂さけた唇くちびるは、まるで朱あかい三日月のよう。

　書類をはみ出して、その指が横合いの机の上を滑すべり、影かげが走った。途と端たん、霊れい性せいを持たぬ一いつ般ぱん人には視みえない──半はん透とう明めいの剣けんが[image: ]ほとばしり、机が真っ二つに断たち切れたのだ。

　極きわめて高位の創神使いマギウスならば、たとえ創神を完全に顕けん現げんさせなくても、この程度のことはやってのける。

「先生も『戦争』にいたなら知ってるでしょう？　ああ、先生が〈解放軍〉だっていうなら、きっとあたしは先生の同どう僚りようも殺したんでしょうね。ええ、こんな人殺しが大好きな英えい雄ゆうもどきに、大切な友達を何人も殺されたんでしょう」

　その通りだ。

　殺された顔が、いくつも胸中に浮うかび上がった。

　蒼士郎の内側から青年の血肉を抉えぐるようにして、死者たちは弾だん劾がいしていた。復ふく讐しゆうするは我にあり。今度こそその心臓を我らに捧ささげよと。

　なのに──

「──違う」

　と、蒼士郎は口を挟んだのだ。

　啞あ然ぜんと瞬まばたきした少女を真っ直すぐに見つめ、青年はもう一度言う。

「ほかの四王はそうかもしれないが、〈剣帝〉だけは違う」

「────っ」

　絶句したひいろの歯が、ぎり、と鳴った。

　折れんばかりに嚙かみしめたまま、彼女が言葉を続ける。

「あなたに、〈剣帝〉の何が分かると──」

「分かるさ」

　これも、蒼士郎は即そく答とうした。

「力を手に入れて、おかしくなる創神使いマギウスは多い。まして、個人主義の〈解放者リベレーター〉にはいくらでもいた。『戦争』が激化したのも、そうした創神使いマギウスたちを現状のまま隠かくし通すことが今後不可能になると、容易に予測されたからだしな」

　かつての〈解放者リベレーター〉は、そんな創神使いマギウスたちの巣そう窟くつだった。

　いろんな人間がいた。

　至し極ごく真ま面じ目めに創神使いマギウスを解放しようとしていた者も、ただ暴れたかっただけの者もいた。ほかでは怯おびえられるだけだからと逃にげ込んできた者も、金目当てだった者もいた。そのいずれもが、創神という『力』に振り回されて、自分の人生を決定せざるを得なかった。

「だけど、戦場で出会う〈剣帝〉も、顕現したカーリーも、いつも静かだった」

　思い出す。




　──『戦いは終わった』




　最後の戦場でそう告げたのは、〈剣帝〉からだった。

　ただ力に酔よいしれた者ならば、そのようなことは言い出すまい。使命に殉じゆんじているだけの人間なら、もっと誇ほこらしげに胸を張るだろう。『戦争』という熱ねつ狂きようにありながら、なお自分も使命も俯ふ瞰かんするような在り方だったから、ずっと〈剣帝〉は異質だった。

「どれほどの力を持とうと、そんな人間は壊れることができない。壊れることに逃げ込めるほど弱くなれない。どれだけ下手な演技をしようが、創神は取り繕つくろえない」

　結局、創神とは人格そのものだ。

　いかなる神を鋳い型がたにしようが、その在り方と創神形質には本人の在り方がはっきりと浮き出る。トトが落書きで召めし使つかいを生み出すのは、主あるじたる悠香が友達を欲ほつしていたからであろうし、太歳がいくつもの邪じや眼がんを操あやつるのも、アランが常に何かを見定めようとするためであろう。

　だから、蒼士郎も〈剣帝〉という創神使いマギウスを忘れられなかった。

　あの砂さ漠ばくでさえ、漆黒の女神カーリーは美しかったのだから。

「……、あなた、誰？」

　少女の視線が、蒼士郎へと食い入った。

　先とは違う、ひどく危険な類たぐいの静せい寂じやくが落ちた。

　爆ばく薬やくの導火線を火花がちりちりと進んでいくような緊きん張ちようが、視し聴ちよう覚かく室を満たしていた。

「あたし、あなたの言うような人間じゃないわ」

　ゆっくり立ち上がった少女の声からは、いっそあらゆる感情の色が失われていた。

　胸むな元もとのボタンへと、少女の手が伸のびていた。そのボタンの内側に神話結けつ晶しようが──資質持つ者にのみ『神』の喚かん起きを許す、新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつの呪物フエテイシユが埋め込まれていることを、蒼士郎は知っている。

　彼女がそれを使ったなら、おそらく〈第十三特区〉の誰も止められないだろうことも。

「撤てつ回かいしてください。〈剣帝〉なんて、ろくでもない人殺しです。くだらないおためごかしなんて聞きたくありません」

　それだけは許せないのだと、少女が言う。

　そんな言葉で誤ご魔ま化かすことは、けして認められないのだと、ひいろは訴うつたえていた。

「ああ、勝者が歴史をつくるなんてのは常識だわな」

　対する蒼士郎が、軽く肩かたをすくめた。




「だけど、傲おごるな勝者」




　その言葉に、ひいろが硬こう直ちよくした。

「こんな事件に関かかわるつもりはなかったんだよ。俺はやっと学校に来れて、この二ヶ月それなりに楽しかった。最初の予定とはずいぶん違ってしまったけれど、これはこれで悪くなかったんだ。だから〈管理軍〉が何をしてようが、どうでもよかった。たまたま拾った悠香の面めん倒どうぐらいは見ようと思ってたが、後は放置するつもりだった。勝者は勝者らしく好きなことをしてればいい。……だけど、勝者が勝者らしくもなく、あの『戦争』も何もかもくだらない感傷で貶おとしめようってなら、話は別だ。まして、その代表だった〈剣帝〉だってなら」

　先までの書類をまとめ、ゆっくり蒼士郎は立ち上がった。

「勝者が敗者みたいな面つらをしようってなら、お前は俺に負けるべきだ。〈剣帝〉」

「あなたが、あたしに？　創神使いマギウスだったとしても、そんな能力はとっくに──」

　言いかけて、不意に少女は気づいた。

　旧校舎とはいえ、グラウンドとさほどの距きよ離りがあるわけでもない。なのに、一いつ切さい部活の音も気配も届かなかったのだ。いくら放課後でも、これほどの静寂は異常だった。

「これは……っ」

「新世代ニユーエイジの魔術──創神と違ちがって、旧世代の魔術ってのは使い勝手が悪くてな。とにかく準備は必要だし、だいたいのことは科学の方がずっと効率的なんだが、たまにはそれなりに使えもする。〈ギルド〉に頼たのんで視覚的聴覚的な偽ぎ装そう工作もしてるから、よっぽどやらかしてもバレないと思うぜ」

　半分は黒蓮華嬢ロータス・ブライドによるものだ。

　結界をつくり、この旧校舎を隔かく絶ぜつしたのである。

「俺が勝ったなら、どうして〈管理軍〉の研究所を襲おそったのか教えてもらおうか。──ああ、終わった書類はそっちにどけておけよ。もう一度やるはめになったら、面倒だからな」

　示し唆さする蒼士郎を、ひいろは茫ぼう然ぜんと見つめた。

　もう一度、さきほどと同じ事を訊きいた。

「あなたは……誰だれ？」

「お前と同じように言うなら……あの『戦争』じゃ〈黒絶公〉と呼ばれてたよ」

　かっ、と少女の目が見開かれる。

　それは、確実に自分が殺したはずの名前だったからだ。

「ふざけないで！」

　炎ほのおのごとく、創神が実体化する。

　天てん井じようギリギリまで顕現した漆黒の女神カーリーが、炎の剣を打ち振ふるい──刹せつ那な、大きく蒼士郎が斜ななめに飛び跳はねた。

　青年の立っていた場所から、突とつ然ぜん黒い砂が舞まい上がったのだ。

（──創神形質!?）

　創神の霊的視覚エーテルビジヨンさえ阻はばむ、砂の幕。

　視聴覚室を飛び出した蒼士郎を気配だけで追って、ひいろは眼めを擦こすった。

　しんと静まりかえった廊ろう下かで、すでに青年の姿は消えていた。

　この瞬しゆん間かん、〈第十三特区〉斑鳩学院・旧校舎は、たったふたりのための闘技場コロツセウムと化したのだ。
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　──少し、時間はさかのぼる。




　御み厨くりや学院の生徒会室で、アラン・ウェイクはタブレット端たん末まつの表面をつついていた。

「んー、こっちは出なさそうやなあ」

　片目をつむり、面めん倒どう臭くさそうに頰ほお杖づえをつく。

　調べているのは、〈剣けん帝てい〉に襲われた秘ひ匿とく研究所の共通項こうであった。

　当然といえば当然だが、アランは〈管理軍〉を盲もう信しんしていない。

　世間の大きな組織がたいていそうであるように、後ろ暗いところもあろうとは思っている。単に、〈管理軍〉の存在に少々の問題や瑕か疵しがあっても、それ以上のメリットがあると判断しているだけだ。実際、創神使いマギウスの存在を隠いん蔽ぺいしつつ、〈特区〉構想を実行・運営できるような組織となれば、ほかに思いつかない。

　だからこそ、〈剣帝〉が標的にするとなれば、しかるべき理由があろうと推測したのだが、現状の調査ではつながりそうな結果は出てこなかったのだ。

（……あえていうなら、規格神関係の研究が多いってぐらいか？）

　もっとも、規格神の研究は、〈管理軍〉関係の研究でも最も推進されているひとつだ。

　一定の出力を保ち、量産される創神使いマギウス。権力者にしてみれば、これほど心強いものはないだろう。ただでさえ創神使いマギウスは必然的に稼か働どう期間が短い。それが継けい続ぞく的に供給されるようになれば、もう一度世界は変わるだろう。

　周辺状じよう況きようから、くまなく検けん索さくをかけていく。

　途と中ちゆうでふと思いついて、検索に時期を導入してみた。

〈剣帝〉が参加していた『戦争』末期。このあたりになると、現在の〈管理軍〉と情報規格が変わっていて、特定の情報は発見しにくくなるのだが、セキュリティが甘くなるため意外なネタが見つかったりする。〈管理軍〉に入隊した頃ころは、ちょくちょく遊びで手を出していたものだ。

「ん？　これ」

　軽く、瞬まばたきする。

　調べていた対象とは別の角度で、奇き妙みような結果があらわれていたのだ。

　連れん鎖さして指が動く。アランの権限で問題ない部分から、スレスレをやや飛び越こえたゾーンまで、たちまち周辺情報が集まってくる。

　規格神。

　四し王おう。

　次世代のプロジェクト。

　それらは、アランの脳のう裏りでひとつの結果を導き出した。

「まさか……」




　　　　＊




　帰り道、悠ゆう香かはふと視線をあげた。

　夕ゆう映ばえに、羽ばたく影かげが重なっている。常人には見えない創神の姿を、いつのまにか少女はちょっぴり誇ほこらしく思うようになっていた。

「ねえ、トト」

　と、語りかける。

「ナニ？　ユウカ？　ナニ？」

「先生って……ひいろさんのこと、どう思ってるんだろ」

　朱あけ桐ぎりひいろについて、悠香は詳くわしく知らない。

　せいぜい同じ女子寮りようでたまに見かけて、風紀委員として有名らしいというだけだ。

　ただ、蒼そう士し郎ろうが体育祭の実行委員に指名して、会議中一いつ緒しよに食べるからとサンドイッチを自分に頼んだことは事実だった。それまでも風紀委員の朱あけ姫ひめと新任の破は城じよう先生が何かとぶつかりあっているというのは耳にしたことがあり、そのあたりを重ね合わせると、不思議と胸が騒さわぐのであった。

（……うん。仲が悪いから、一緒に食事して関係修復したいだけかもしれないけど）

　だいたい自分だって、蒼士郎に助けられたから、勝手に押しかけてるだけなのだ。

　なのに、時々どうしても怖こわくなる。

　そう。時々、夢を見るのだ。

　夢の中の自分は、誰かを追っている。

　夢の中の自分は、誰かに追われている。

　夢の中の自分は、何かを壊こわしたくてたまらない。

　夢の中の自分は、何かを守りたくてたまらない。

　ひどく矛む盾じゆんしているのだが、そこは結局夢の中の出来事である。気にする必要はないと、悠香も頭では思っている。しかし、どうしても、夢が気になるときがあり……そんなとき蒼士郎の顔を見ると、心の底からほっとするのだった。

「〈剣帝〉……ってなんのことかな」

　ぽつり、と呟つぶやいた。

　響ひびきは、夕ゆう陽ひに紛まぎれていった。

　突然、動きが生じた。

「トト？」

　蒼士郎の言う自律型のせいだろうか。

　トトは勝手に顕けん現げんしたり、飛んでいったりすることがあった。髪かみ留どめに仕込んだ神話結けつ晶しようはそうした場合の制せい御ぎよ弁でもあるから、常に身につけておけとは蒼士郎の弁である。

「トト？　何かあった？」

　飛ひ翔しようするトトを、悠香が追いかけていく。

　だが、彼女も気づくべきだった。以前路地裏に迷い込んだときも、同じようにトトはひとりで飛んでいったのではなかったか。

　はたして、少女の足は、平へい凡ぼんな通りの一角で止まった。

　ゆっくりと、横合いの路地裏を振り向く。

　薄うす闇やみに、仮面が浮うかんでいたのだ。

「……あなた……誰……？」

　問いつつも、無意識に悠香は後ずさりしていた。

　仮面をかぶったその人影が、あの路地裏で蒼士郎に助けられる直前、自分が垣かい間ま見みた人影だと気づいたからであった。

　そして、もうひとつ。

　悠香は、その人影のことを知っていた。

　致命的なほどに、よく知ってしまっていた。

「ああ、ずっと捜さがしてたんだ」

　と、人影が口を開く。

「……やっと、見つかった。君のおかげだ」

「何の、こと？」

「だって、君はひょっとしたらって思っただろう？」

　考えていない。考えたはずがない。考えたとしても、そんなものはただの妄もう想そうで、まともな推理でも何でもない。思いつきというほども、自分の意識に浮かび上がっていない。

　朱桐ひいろが〈剣帝〉だなんて、思うはずがない。

「だから、オレが食べてあげる」

　仮面が、悠香へと長い手を伸のばした。
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　夕闇に沈しずんだ旧校舎の廊ろう下かで、ひいろはしばし立ち尽つくしていた。

　蒼士郎が逃にげたと思おぼしい方角へ、厳しい視線を向けたまま、沈ちん思ししている。

（……逃げるの……？）

　あそこまで、挑ちよう発はつしておいて？

　いっそ旧校舎ごと断たち切りたい誘ゆう惑わくにもかられたが、すんででひいろは堪こらえた。

　すでに、少女は異常を認にん識しきしている。

　あの青年教師の動きは、人間業わざじゃない。さきほどのカーリーの剣けんを避さけた速度といい、蒼士郎の身体能力は人間の限界を大きく超こえていた。

（それに……あの）

　自分ばかりか、創神の知覚さえも塞ふさいだ現象。

　創神形質・万ばん象しよう黒こく塵じん。

　あの『力』を使うのは、四王のひとり──〈黒こく絶ぜつ公こう〉のほかにはいない。四王の中でも、最も恐おそれられた創神使いマギウス。〈解放者リベレーター〉において、その創設時から戦っていたという古ふる強つわ者もの。

　だが、ひいろがあの『戦争』で殺した最後のひとりこそ、その〈黒絶公〉だったはずなのだ。確実に心臓を抉えぐった手て応ごたえは、一日たりとも頭を離はなれたことがない。

　仮面の下をいちいち覗のぞいたりはしなかったが、本当にあの破城蒼士郎が〈黒絶公〉だというのか……？

「…………」

　謎なぞだらけだ。

　ひいろの迷いをあざ笑うように、廊下には夕暮れの色が揺ゆれている。

「カーリー」

　眼鏡を外す。

　ゆっくりとケースに仕舞い、胸むな元もとのボタン──剝むき出だしになった神話結晶に触ふれると、漆黒の女神カーリーがかすかにうなずいた。創神とともに戦うならば、感傷はむしろ創神に委ねてしまった方がいい。自分とカーリーはずっとそうやって生き残ってきたのだ。

「出る気がないなら、洗い出せばいい」

　ゆっくりと廊下を歩きながら、ひいろが視線を落とす。

　主あるじと対照的に、創神は顔をあげた。音を立てて、その顔が入れ替かわる。もとは無表情だった顔に、今度は涙なみだを流すごとき意い匠しようが刻まれていた。

　少女の代わりに、泣いているようにも見えた。

「創神形質・七しち貌ぼう七しち剣けん」

　その権能のひとつは炎ほのおを操あやつる、陽よう葬そう炎えん花か。

　その権能のひとつは氷を操る、月げつ葬そう氷ひよう花か。

　今、ひいろがカーリーから引き出した権能は──




「──霧む葬そう幻げん花か」




　創神が携たずさえた剣から、たちまち廊下が濃のう霧むに包まれていったのだ。

　数メートル先も不確かなほどの、粒りゆう子しというよりもほとんど白い闇じみた狭さ霧ぎりが、旧校舎を等しく侵しん略りやくしていく。

「逃げられないわよ、先生」

「ああ、その霧に包まれた者は幻まぼろしを見て、地上で溺おぼれたりするってヤツだろ？　ずいぶんやられたよ」

　声がすぐ近くの窓まど際ぎわからしたことにも、ひいろは驚おどろかなかった。

　兵は詭き道どうなり。とりわけ奇き襲しゆうを行うなら、盲もう点てんこそが本質。蒼士郎があの『戦争』にいたならば、逃げたと見せかけて、近くに潜せん伏ぷくしている可能性は十分にありえると頭より身体が理解していた。

　しかし、その行動までは想像していなかった。

「な……！」

　窓の裏から飛び出した蒼士郎が──咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ姿勢を整えたひいろではなく、真っ直すぐカーリーへと突とつ進しんしたのだ。

　さきほどと同じ、人間離れした速度。

　トップアスリートどころか創神さえろくに反応できぬ、稲いな妻ずまのごとき踏ふみ込みだった。拳こぶしが巨きよ大だいな女め神がみの腹部へと突つき刺ささる。ほんの一割ほどがひいろの感覚にフィードバックされ、ぎり、と少女が奥歯を嚙かんだ。

　人間が、創神を殴なぐり飛ばす？

「なによ、それ！」

　痛みを嚙み殺しつつ、カーリーへ命じた。

　振ふり落とされる剣からバックステップで身をかわしつつ、蒼士郎は頰ほおを歪ゆがめて苦く笑しようする。

「あちゃ、やっぱり太歳みたいにはいかねえよな……」

　近接能力の低い権能型の太歳に対して、カーリーは武装型の亜神態フエイズ５。基き礎そ能力もさることながら、タイプの違ちがいが顕けん著ちよにあらわれていた。

　だが、カーリーは追つい撃げきを仕し掛かけない。

　廊下を侵しん食しよくしていった霧も、一いつ旦たんは止まっている。

　それ以上の衝しよう撃げきが、主人たるひいろを打ちのめしていたのだった。

「どういう仕掛けです？」

　声に、怒いかりと驚きよう愕がくと、同量の疑念が滲にじんでいた。

　純じゆん粋すいな耐たい久きゆう力でも、カーリーの身体は対物ライフル程度の衝撃は耐たえ抜ぬく。だが、そもそも現実世界に干かん渉しようしようとしてる部分──この場合は剣以外については、同じ創神でなければ触れられないはずなのだ。それこそ創神が世界に変革をもたらしえた理由だった。

　今の蒼士郎の行こう為いは、そうした前提を根幹からひっくりかえす異常事態であった。

「はは、ちょっとした特異体質だよ。お座ざ敷しきで受けそうだろ」

「……そうですか」

　ゆっくり、ひいろは顔をあげた。

　そうだ。たとえ年ねん齢れい的な問題で創神が使えずとも、蒼士郎に戦せん闘とう能力ないし何らかの秘密があるだろうことは予想できていた。でなければ、〈管理軍〉に囲まれて無事に帰ってくることなどありえまい。

　でも、それは不幸だ。

　こんな半はん端ぱな反撃が、できてしまったから──

「死にますよ、先生」

　カーリーの剣が、もう一度廊下に掲かかげられる。

　床ゆかと水平に持ち上げられた刃やいばが、夕日の色を反射して、新たなカタチを呼び覚ます。

「創神形質・七貌七剣」

「ああ、やっぱりそうなるよな」

　ため息とともに、スーツの懐ふところへ青年は手を差し込んだ。

　その胸元から、懐かい中ちゆう時計を取り出したのだった。




　　　　＊




「────！」

　まさかという思いと、もしやという考えが、同時にひいろの脳のう裏りを走った。

　懐中時計の時計盤ばんには、神話結晶がはまっていたのだ。創神を呼び出すための──新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつの象しよう徴ちようともいうべき触媒カタリスト。

「やっと、本気というわけですか？」

「そうでもない。最初からめいっぱいだよ」

　片手で懐中時計を握にぎった蒼士郎は、淡あわく微び笑しようする。

「そのわりに、戦力を隠かくすだけの余よ裕ゆうはあるようですが」

「ははは。これはそういうんじゃないんだ」

　困ったように、青年が頰を搔かいた。

　ひいろからすれば、この教師は何ひとつ信用できないという心証を深めるばかりであった。単なるブラフという可能性もあるし、本当に創神を喚かん起きさせる可能性もある。この段階ではどちらでもいいように、思考を選せん択たくする。

（膠こう着ちやく自体が狙ねらい……ということもありえる）

　静かに、考える。

〈黒絶公〉を名乗るこの青年は、少なくともこちらの想像程度は上回ってくるらしい。

　考えすぎる前に、息を吐はき出す。

　腹筋も使って肺に残った分を最後の一ひと滴しずくまで吐ききると、今度は新しん鮮せんな空気が戻もどってきた。呼吸は思考能力だけでなく、魔術の基本でもある。新世代ニユーエイジの魔術──創神の制せい御ぎよでもそれは変わらない。彼女の師も、よくそう話していたものだった。

（時間を稼かせがれて、誰だれが来たところで、あたしには関係ない）

　爆ばく撃げきやミサイルを撃うち込まれたならともかく、いちいち周囲結界を張ったということは、それで誤ご魔ま化かせる程度の戦闘しか想定していないということだろう。だったら、〈第十三特区〉のどんな戦力が来たところで、勝ち抜く自信はある。

　だいたい、その程度切り抜けられず、ひとりでも戦争に勝つなどと大たい言げん壮そう語ごできるはずもない。

　だけど、ひとつ心に決めた。

　この教師は、どうしてもここで殺さねばならない相手だ。

　本当に、〈黒絶公〉かどうかなんて分からないけれど──この人は、あまりにも簡単に、自分の柔やわらかなところに踏みいってくる。それを許してしまえば、きっと自分は折れてしまう。〈剣帝〉ではなくて、ただの少女に戻ってしまう。

　だから、殺すために、話そうと思った。

「少し、話を聞いてもらえますか？」

「へえ、個人面談の続きかい？」

「ええ……。二年前、誰も知らない『戦争』があったって言ったら信じますか？」

「…………っ」

　蒼士郎の息が、詰つまった。

　もちろん、知らないはずはない。あまりにも今いま更さらで、しかしそれは儀ぎ式しきみたいなものだった。他愛ない指切りのまじないにも似て、だからこそ裏切れない切なさを感じた。

　微苦笑して、小さくかぶりを振る。

「どうだろう。詳くわしく聞いてみないと」

「そうですよね」

　と、少女がうなずいた。

　歩き出した廊ろう下かには、より朱しゆ色いろを増した夕ゆう陽ひが差していた。

　その光を鋏はさみで切り取るようにして歩きつつ、少女は言葉を続ける。

「ひっそりと、世界の裏で行われている『戦争』でした。いくつかの事情から参加できたのはほとんどが十数歳の少年少女だけ。ここだけ切り取ってみてもひどいものですね」

　どこか歌うような声が、校舎に響ひびく。

　新校舎と旧校舎の違いはあれど、初めてやってきたとき、蒼士郎が興奮したのとよく似た通路だった。これからようやく学校に通えるのだと、胸を弾はずませたことを忘れるはずもない。ひいろに案内されたことも、その直後黒蓮華嬢ロータス・ブライドに地じ獄ごくに落とされたことも、鮮せん明めいに覚えている。

「うん。当時は長いと思っていたけれど、考えてみればたったの二年足らずでした。あたしが参加してたのは最後の半年だけ。あたしたちは、その『戦争』で勝ってしまった」

「──勝った」

　と、蒼士郎が繰くり返す。

　その言葉の重み。苦み。身を切られるような痛み。

　負けた者の辛つらさを、蒼士郎は誰よりも知っている。眠ねむっている間すら忘れられず、目が覚めた後はなおさらに苛さいなまれた。かつての友の顔は何度となく、自分に笑いかけてきた。

「勝ってしまいました。勝った側には勝ったなりの責任があるんですよ。少なくとも、あたしはそう思う。なのに、〈剣帝〉なんて存在が台無しにしてしまった。勝つにせよ負けるにせよ、もっとその意味を考えるべきだったのに、あたしはただ結果だけをもたらしてしまった。結果さえあればいいのだと、間ま違ちがえた方向に世界を進ませてしまった」

　少女が言う。

　そして、ひいろは止まり──ひいろの傍かたわらの創神が前進する。

　初めて、核かく心しんに触ふれた気がした。〈剣帝〉が異常者だからとかそんな馬ば鹿かげた理由じゃない、本当のひいろの内側。

　だけど、創神が剣を振り上げる。

　話は終わりだと、裁決の時間を告げる。ここまで聞いてしまったのだから、殺されるべきなのだと、結論を迫せまる。

「──入力。拘こう束そく解除用コードc9ra02isora」

　懐中時計への囁ささやきと同時、

「七貌七剣──風ふう葬そう刃じん花か」

　カーリーの、四つ目の権能が目を覚ました。

　途と轍てつもない気圧差の刃やいばが、廊下中をずたずたに切り裂さきながら、蒼士郎へと襲おそいかかる。

「拘束解除！」

　その風刃が、漆しつ黒こくの壁かべに阻はばまれたのだ。

　黒い、砂だった。

　アランのとき、太歳の邪視イーヴルアイを阻んだその砂が、再び蒼士郎を守ったのである。青年の純白の髪かみと、漆黒の砂とが混じり合い、それはひどく印象的な光景だった。

「どうして……」

　と、ひいろが呻うめいた。

「……どうして、まだ創神が使えるんですか。それに、その創神形質……本当に……」

　青年のすぐそばに、漆黒の創神が佇たたずんでいた。

　カーリーと同じぐらいの規模で、その顔と上半身を拘束具めいた真っ黒な鎖くさりと包帯で覆おおっている。かつて、ひいろが『戦争』で見た創神は包帯をつけておらず、いつも黒砂に覆われてはっきりと姿を見せなかったが、おおよそは同じ──

「──ああ、ひさしぶりだよな。お前とやるのは」

　と、蒼士郎は笑った。

　持ち上げた懐中時計の周囲で、ゆるゆると砂は巡めぐっていた。

「言っただろう。〈黒絶公〉だって。まだ信じてなかったか？」

「だったら──！」

　もはや、少女は躊躇ためらわなかった。

　カーリーの四本の手には、別々の剣が握られていた。

〈剣帝〉が恐おそれられたのは、単に七つの能力を操あやつるからではない。それらの能力を同時に──あるいは融ゆう合ごうさえしてのけるからこそ、朱桐ひいろはあの『戦争』を蹂じゆう躙りんしてのけた。

　右手のひとつに握られたのは、陽葬炎花。

　左手のひとつに握られたのは、風葬刃花。

　風の刃に乗って、超ちよう高熱の炎が荒あれ狂くるう。旧校舎の廊下を駆かけめぐるファイアストームの凄すさまじさよ。

「ち──！」

　蒼士郎も、廊下を蹴けった。

　単純な運動能力だけであれば、今の蒼士郎はひいろを上回る。

　だが、直接創神使いマギウスを攻こう撃げきするなど、簡単にはかなわぬ。仮に銃じゆう器きを手にしていても同じだ。もとより、威霊態フエイズ４以上の創神使いマギウスは、たいてい創神の余波を使って簡易の防護円を張り巡らせており、奇き襲しゆうでもない限り現代兵器の影えい響きようを大きく低減させるのだった。

「レフティ！」

　それが、蒼士郎の創神の名だ。

　黒い砂が、ぐるりと渦うずを巻く。ふたつの権能を重ねた炎えん嵐らんは、さきほどのような防ぼう壁へきだけで防げるような生やさしいものではない。創神形質によって操る黒砂でこちらも嵐あらしを形成し、繊せん細さいにひとつずつ相そう殺さいしていく。

　格下を圧あつ倒とうする場合ならいざ知らず、より効率的に能力を制御することこそが、創神使いマギウスの戦いの肝きもであった。

　懐中時計を手にしたまま、するり、と蒼士郎の指が動く。

　集中した砂が、針のごとく研とぎ澄すまされる。

「こういうのはどうよ」
















　廊下中に形成された数千本の黒針が、たちまちカーリーへと殺さつ到とうした。

　たとえ鋼板であろうとずたずたに引き裂くはずの針の群れは、しかし新たにカーリーが掲かかげた氷の魔ま剣けんによって、中空に凝ぎよう結けつさせられたのである。

「まだ！」

　ひいろが、叫さけぶ。

　カーリーの顔が変じて、四本の手の剣も変わる。

　右手のひとつに握られたのは、月葬氷花。

　左手のひとつに握られたのは、霧葬幻花。

　旧校舎の廊下へ濃のう霧むが立ちこめ、カーリーの幻まぼろしが現れる。

　いや。

（──幻じゃ、ない！）

　咄とつ嗟さに、蒼士郎が身をひねった。

　幻と見せかけたそれは、氷でつくられたカーリーの人形であった。もとが氷だなどとは思えぬ鋭するどさで抜ぬき放たれた刃は、たちまち階下まで廊下を断たち切った。

　対たい抗こうした黒い砂が強きよう[image: 靭]じんなる網あみとなって、カーリーの分身を搦からめ捕とる。

　しかし、それ自体が罠わな。

　幻に気を取られた一いつ瞬しゆん、本体のカーリーが蒼士郎へと突とつ進しんしたのだ。

「レフティ！」

　蒼士郎の創神が、その合間へと身を投げる。

　二柱の創神が衝しよう突とつした。互たがいに現実ではなく、星幽アストラル界かいに実体を置く魔術の存在なれば、その激突もまた単なる大質量同士とは異なる衝撃波をまき散らす。

　常人なら、それだけで気絶するほどの強きよう烈れつな精神波動。

「────っ！」

　かろうじて、蒼士郎は耐たえた。

　続けて、カーリーの顔と、左手の剣が再び変じる。

　右手のひとつに握にぎられたのは、月葬氷花。

　左手のひとつに握られたのは、風葬刃花。

　氷雪を吞のみ込んだ嵐が吹ふき荒れ、窓であろうと扉とびらであろうと、風刃によって断ち切った端はしからすべてを凍こおらせていく。

　レフティが叫びをあげた。

　無理に相殺しようとはせず、大量の砂さ塵じんが廊下の床ゆかをぶち抜いたのだ。

　流れのままに、蒼士郎が階下へと滑すべり込む。それでも完全に氷雪の刃を避さけきることはかなわず、びきびきと音を立ててスーツの左袖そでが凍りついていった。

「くあ──！」

　肘ひじまで、完全に凍とう結けつした。

　凍とう傷しようどころではなく、完全に機能を喪そう失しつした。

　転がるようにして、下層階へ着地する。自分の身体からだはかまわず、砂の操作に専念した。そうでなければ、一瞬でやられるという確信があった。

　同じく床を破は壊かいして、ひいろが下層階へ降り立った。

「本当に、〈黒絶公〉なんですね。こんなに凌しのがれたの、ひさしぶりです」

「は。ポンコツだがね」

　軽口を叩たたきつつ、蒼士郎は絶望的な事実を思い知っていた。

　なんとか凌いではいても、自分とひいろはけして五分ではないという事実を。

「そりゃそうか。お前、十四歳だもんな……」

　創神使いは、おおよそ六歳から八歳で目覚め、十三歳から十六歳で能力のピークを迎むかえ、十七歳の頃には能力を徐じよ々じよに失っていく。

　自分は二年前の『戦争』で十六歳であり、最高潮ピークだった。

　当時は、伍ごしていた〈剣帝〉も、同じぐらいの年格好だろうと思っていた。

　しかし、実際の朱桐ひいろは、今十四歳。

　二年前の『戦争』ではなく、今このときこそピークを迎えているのだと──

「さっきも言いました。──死にますよ、先生って」

　無む慈じ悲ひに、声が流れた。

　カーリーの顔が、がちりと音をたてて変わる。

「七貌七剣──異い葬そう血けつ花か」

　五つめの権能。

　今度の剣は、ひいろの手の内に生まれたのだ。

　刹せつ那な、踏ふみ込んだひいろの姿は、蒼士郎にさえ見切れなかった。たったひとつ、蒼士郎が上回っていたポイントが、あっさりと塗ぬり替かえられる。カーリーの五つめの権能は、創神自身ではなく、主あるじ自身の身体能力を倍加させるものだったのだ。

（ああ、知ってるさ──）

　こちらも黒砂の剣をつくりあげ、蒼士郎はひいろと刃を交かわす。

　以前、この権能で、『戦争』での蒼士郎は敗北した。創神使いマギウスの戦いは創神同士のものだと考えていた青年が、不意を衝つかれる形で決着したのである。

「カーリー！」

「レフティ！」

　連れん携けいしようとした女め神がみを、ぎりぎりで蒼士郎の創神が阻む。

　しかし、創神同士の能力はもとより、すでに片かた腕うでを凍結された蒼士郎が抵てい抗こうしきれるはずもない。

　たちまち、青年の身体がずたずたにされていく。

　ばかりか、一秒ごとに少女とその剣は大きく加速し、姿さえまともに捉とらえられなくなっていく。カーリーの創神形質を注ぎ込まれ、ひいろの運動性能はもはや同等の創神にすら匹ひつ敵てきする域へ達していた。

（……ああ、好き放題に使いやがる）

　今の蒼士郎とは大おお違ちがいだ。

　言ってみれば、ガス欠の自動車と巨きよ大だいな発電所を比べるようなもの。今のひいろには、滾こん々こんと無限の力が汲くみ出せるように思えているだろう。

　かつての自分と、同じように。

「あたしが、世界をこうした！」

　切り裂きながら、少女の叫びは青年を打つ。

　ますます、ひいろの身体は加速するようだった。いいや、実際に加速しながら、その瞳ひとみから美しい煌きらめきを零こぼしていた。

「あたしたちが、世界をこうしてしまった！」

　叫びと涙なみだが、青年の身体を叩く。

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、少女は剣を振ふり落とす。

「救世主だとか祭り上げられて、おだてられるまま『力』を振るって！　世界をこんな風に変えてしまった！」

　高い音を立てて、その剣が停止した。

　凍結した蒼士郎の左手と、ひいろの剣が嚙かみ合ったのである。

「あたしにはできるんだから、できたんだから、だったらやらなきゃいけないなんて、そんな風に思いこんで世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまった！」

　ノブレス・オブリージュ。

　力を持つ者には義務がある。才能はそれを持つ個人だけに帰属するものではなく、その個人が参画する社会に広く寄き与よしなければならないと……おおよそそんな意味の言葉だ。

　かつての〈剣帝〉は、正しくその言葉を体現していた。

「…………っ」

　もはや、蒼士郎にはまともに応こたえるだけの余力もない。

　血ち飛沫しぶきとともに、廊ろう下かの奥へと吹き飛とばされる。創神のレフティもまた、カーリーに痛撃を与あたえられつつ、膨ぼう大だいな黒砂を圧縮した盾たてでかろうじて間合いを取った。

　瓦が礫れきと激痛に苛さいなまれつつ、蒼士郎は唇くちびるを歪めた。

（……本当に、まあ、ひどい差がついたこった）

　ああ、分かっていたことだ。

　自分は衰おとろえ、少女はさらに強くなった。

　だが。

　だから、なんだ？

「……くっだらねえ」

　と、蒼士郎は膝ひざを動かした。

　少し動かすだけで、いやというほど心臓が高鳴った。痛みはともかく、これだけはどうしても慣れなかった。

　半ば原型を失った廊下で、ゆっくりと蒼士郎はスーツの胸むな元もとをただした。

「……どうして……」

　と、目の前で少女が呻うめく。

「どうして、まだ立てるんですか？　今の一撃なら背骨だって折れてるはずです。いえ、たとえ背骨が無事でも、その左腕は二度と使い物にならないでしょう」

「……ああ、これか」

　見やると、すでに凍結は溶とけていた。

　だらんと垂れた左腕は、見るも無む惨ざんな有様だった。傷口からは骨の白さまで剝むき出しになっており、その骨さえもひいろの剣によって切り裂さかれていた。注意深く観察すれば、いくら凍っていたとはいえ、その傷口からこぼれる血の量があまりに少ないことに気づいたかもしれない。

　軽く打ち振ると、ふぁさ、とその腕の肘から先が黒い砂と化して崩くずれ落ちたのだ。

　啞あ然ぜんと、少女が目を見開いた。

「……何、それ」

「単なる時間切れだよ」

　つまらなそうに、蒼士郎は失われた腕から視線を離はなす。

「……どういうこと？」

「俺が、今でも創神を使える理由さ」

　と、残った右手で頭を搔かく。

「……確かに創神は十七歳ぐらいに衰えて、ついには喚かん起きできなくなってしまうけどさ。たとえば、それ以前から喚起しっぱなしだったら、どうよ」

「…………」

　信じられないという目で、少女は蒼士郎を見つめた。

　ずっと話していた相手が、実は宇宙人だったと突とつ然ぜん知ったかのようだった。

「知ってると思うけどさ、『戦争』末期に重傷負ったんだ。まあ、どうやっても助かりっこない傷だったんだが、ちょっと知り合いの魔ま女じよが頑がん張ばっちゃってさ」

　白い髪かみに隠かくれたこめかみを、つんつんとつつく。

「ここにちょっとした細工をしたんだ。結果として、常時、俺の内側に最低規模での創神を憑ひよう依いさせつづけてる。渡わたり鳥が飛びながら眠ねむるようなもんかな。飯喰くってようが寝ねてようが授業をしてようが、とにかく俺の脳の一部はずっと働き続けて創神を維い持じしてる。うん、結果として、俺の身体は七割方が、創神形質の砂に置き換かわってるわけだよ」

「……砂？」

　鸚おう鵡む返がえしに、ひいろが呟つぶやいた。

　先まで、蒼士郎の腕だったはずの砂がさらさらと風に舞まった。

　人にん間げん離ばなれした身体能力。

　太歳の邪視イーヴルアイを受けても腐ふ敗はいしなかった理由。

　なにより、その手で創神に触ふれることのできた道理は、もはや明白であった。

　破城蒼士郎の七割方が、創神でできていたから。

「そうだよ。だから、身体の外に創神を喚起するのはそれだけできついんだ。一秒ごとに、まずは生命に支障をきたさない範はん囲いで内臓から消えていって、次には今みたいに四し肢しが欠けていく寸法でさ。最後には心臓も失うわけだが、まあその前に死んでるよな多分。あまりみっともいいことにならないと思うんで、死体は見てほしくないな」

「な、何考えてるのよ馬ば鹿か！」

　突然、少女が叫さけんだ。

　耳を塞ふさごうとして片手しかないのに気づいて、蒼士郎が苦く笑しようする。

「痛いところをつくなよ」

「なんでべらべら喋しやべってるの！　そんなの、味方にだって絶対秘密にしなきゃいけない事じ項こうじゃないの！」

「でも、もう『戦争』は終わってるだろ」

　激高したひいろに、蒼士郎は肩かたをすくめた。

「お前はいろいろ言ってたけどさ。ああ、俺もつい言い返しちゃったけど、こんなのはただの喧けん嘩かだよ」

　言葉通り、今の蒼士郎は半ば抜ぬけ殻がらであった。

　立っているだけでかなりの疲ひ労ろうを強しいられるらしく、表情は血の気を失っていた。それも彼に残された三割の生身によるものだろうか。

「……うん。クラスメイトと喧嘩するなんて、初めてなんだ」

　にっこりと笑う。

「ひいろに、あの新校舎の廊下を案内してもらえたのが嬉うれしかった。なんて親切なんだろう、学校って場所はなんて素す晴ばらしいんだろうと思ったよ」

　あの一いつ瞬しゆんこそが、奇き蹟せきだった。

　破城蒼士郎にとって、ひとつの世界を壊こわしても悔くいのないほどの事件であった。

「学校ってやつの一員になれたことが嬉しかった」

　前に、一歩出る。

　少女へと、一歩近づく。

　憧あこがれていた地点へ、一歩進む。

　やめて、と少女は弱々しくかぶりを振った。そんな馬鹿みたいに正直に、自分に踏み込まないで。自分を壊さないで。──自分を剝はぎ取らないで。

「こういう形で加わりたかったわけじゃないけれど、やっぱり憧れの場所に来たんだよ俺。この二ヶ月、何を見ても眩まぶしかったし、やっぱり嬉しかったんだよ」

　懐かい中ちゆう時計を仕し舞まい直して、青年が言う。

「朱桐ひいろは、破城蒼士郎の初めてのクラスメイトで、初めての生徒なんだ」

　崩ほう壊かいした廊下に、夕ゆう映ばえの光が射さした。

　硬こう直ちよくした少女は、その光の下でうつむいていた。耳まで赤くなっているのが夕ゆう陽ひのためか、紅潮しているためかは判然としなかった。

「……あたしは、一年前にこの学校に来たの」

　ぽつりと、少女が呟いた。

「一年間、学校にいて、ずっと戸と惑まどってた。この場所は自分や仲間のつくりあげた場所だけど、だからって自分の居場所になったりはしないんだって、ずっと突つきつけられてるみたいだった」

　ひいろにとって、それは最も正直な告白だったろう。

　結局のところ、『戦争』から帰ってきた彼女は、学校という場所に馴な染じむことができなかった。いくら巧うまく擬ぎ態たいできたところで、それはどこまでいっても擬態だった。

「だけど、だからって、あたしはあたしであるのをやめたりしない」

　カーリーが、剣を構える。

　再び、剣の表面に炎ほのおがともる。

　権能・陽葬炎花。もはや肉体を維持できぬほど衰すい弱じやくしている蒼士郎が、はたしてその一撃に耐たえられるか。

　対たい峙じしたまま、少女がふと、こんな言葉をこぼしたのだ。

「四王の子って、知ってる？」

「ん？」

　蒼士郎が眉まゆをひそめる。

「ひょっとして、お前が研究所を襲おそっていたのはその──」




「──オレのこと？」




　続く答えは、どちらの声でもなかった。

　はっとふたりが振り仰あおいだ刹せつ那な、校舎の天てん井じようから破は壊かいが降り注いだのだ。

（──新しい、創神!?）

「……見つけた、〈剣帝〉」

　仮面をかぶった少女と、その傍かたわらに立ち上がった創神に、ひいろが目を剝いた。

　あまりにも、カーリーに酷似した創神だった。

　四本の手を持つ、漆黒の女神カーリー。妙みように不安定なそのシルエットは、曖あい昧まいな霧きりに溶けるかのようだった。はっきりとカーリーと異なるのは、主あるじと同様にその顔を黒い仮面で覆おおっていることだった。

「……お、前」

　蒼士郎の反応は、やや遅おくれた。

　鬱うつ陶とうしいとばかりに、仮面の創神が影かげに似た剣けんを振ふるったのだ。

「──くぁっ！」

　袈け裟さ懸がけに、蒼士郎のスーツが断たち割れ、血ち飛沫しぶきが舞った。

　返す刀でとどめを刺さそうとした影の剣が、しかし、カーリーの剣によって止められた。

　青年を庇かばうように、ひいろが反射的に動いていたのだ。

　だが、その介かい入にゆうこそが隙すきとなった。

　がらあきになったカーリーの鳩尾みぞおちへ、仮面の創神の剣が深々と食い入っていた。

　それは、創神の機能を停止させるような権能を帯びた刃だったろうか。剣を受けたカーリーが動きを止め、使い手であるひいろさえも無惨に硬直した。

「ん？　なんで庇ったんです？　これ、あなたの敵なんでしょう？」

　不思議そうに、仮面の少女が首を傾かしげた。

　完全に固まったひいろとカーリーは、まるで答えられない。

「まあ、いいか。いただきます」

　仮面の創神が、その手をカーリーの頭部へと置く。

　創神喰ぐいの仕草だと、蒼士郎には分かった。止めなければと思うのに、先に受けた剣によってレフティを動かすことさえままならなかった。いや、それ以上に、別の衝しよう撃げきが青年を呪じゆ縛ばくしていた。

　声こわ音ねも雰ふん囲い気きもまるで違ちがうのに、顔だって仮面をかぶったままなのに、なぜかそう思ったのだ。

「悠香……!?」

　破城蒼士郎の意識もまた、そこで閉とざされたのであった。
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　星が、見えていた。

　ちらちらと立体映像の余波が重なっているのは、いまだ外部からの視覚情報を欺ぎ瞞まんしているためだろう。〈特区〉にはこうした仕し掛かけがいくつも施ほどこされているが、とりわけ学園内は厳重になっているのが常だった。

　身体からだが、ひどく重かった。

　自分が旧校舎の瓦が礫れきに横たわっていることはなんとか理解できた。

　本来の天井が吹ふき飛ばされて、その目に夜空を覗のぞかせているのだった。

「生きてるようね、馬鹿弟で子し」

　と、声が降ってきた。

　尼に僧そう服を纏まとったその相手は、蒼士郎にとって最も身近な対象だった。

「黒蓮華嬢ロータス・ブライド……」

「自分で落とし前つけるからって、わざわざ結界まで用意させておいて負けたんじゃ、あんまり決まりがつかないんじゃないの？」

「……そりゃあ悪かった」

　頭を搔かこうとして、左手がまだ失われたままなのに気づいた。

　創神はすでに停止させているが、だからといって即そく座ざに身体が再構築されるわけではない。もともと蒼士郎の身体を維い持じするだけでも、ギリギリなのだ。それ以上に創神形質を使ったならば、簡単に蒼士郎の脳など焼き付いてしまう。

　いうなれば、限界ギリギリまで回転数をあげつづけてるエンジンのようなものだ。

　もう少しでも上積みしようとすれば、エンジンごと破は裂れつするのが自然の理ことわり。

　たった三割の生身で、生きていることの方が理り不ふ尽じん極きわまりない。

（……だけど、これぐらいなら）

　ゆっくりと、上半身をもちあげる。

　それだけの行こう為いで、脳が破裂しそうなほど痛んだが、気にしていられなかった。

「死にたいわけ、馬ば鹿か弟子？」

「……ひいろはどこだ？」

　こちらの質問を無視した台詞せりふに、小さく黒蓮華嬢ロータス・ブライドはため息をついた。

「朱あけ桐ぎりさんかは分からないけれど、私が確かく認にんした限りだと、誰だれかを抱かかえた影が中央通りの方へ跳とんでいったのは見たわよ」

「だったら──」

「その前に」

　と、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが、ずたずたに裂さかれたスーツの懐ふところを指さした。

「電話、かかってるみたいよ」

　示し唆さされて、蒼士郎は携けい帯たいを取り出した。

　傷だらけの画面に、アラン・ウェイクと表示されていた。

『よかった！　先生、悠ゆう香かちゃんはそっちおるか！　何度かけてもつながらへんのや！』

「悠香、が？　どういうこった？」

　心臓が、大きく跳はねるのを感じた。

　意識を失う前介入してきた相手に、自分がどんな印象を覚えたか、やっと思い出したのである。

　しばらく、電話の向こうの少年は無言だった。

『……先生、先にひとつ、こっちから尋たずねたいことがあるんやけど』

「なんだ」

『ちょうど、こっちが捜そう査さしてたのに引っかかったんや。──先生、四し王おうの子って知っとるか？』

　それは、最後にひいろが漏もらしていた言葉であった。
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　朱桐ひいろは、手首を縛しばられ、硬かたい床ゆかに転がされていた。

　意識を失っていたのが、はたしてどれぐらいの時間かは分からない。

　もっとも、場所については考えるまでもなかった。説教壇だんのすぐそばで、十じゆう字じ架かに架かけられた聖者が、自分を見下ろしていたからだ。

（どうして、教会に……？）

　一いつ瞬しゆん創神を呼び出そうとして、動作が停止した。

　神話結けつ晶しようを仕込んだボタンだけ、周しゆう到とうに外されていたからだ。

〈剣けん帝てい〉ほどの階かい梯ていになれば、神話結晶なしでも創神を喚かん起きするのは不可能ではない。だが、制せい御ぎよできるかはまったく別だ。呼びだした創神に襲われて、自分が殺されてしまう可能性すら十分にある。

　いや、それだけじゃない。

　内側から何かを抉えぐり取られたような喪そう失しつ感かんが、彼女の胸を塞ふさいでいた。

（……喰くわれた……？）

　創神喰い。

　他人の創神を喰らい、自分の創神の階梯をあげるための行為だ。

　もっとも、完全に喰らわれたわけでなければ、再生にはさして時間はかからない。まして、カーリーの存在規模はほかと比べても圧あつ倒とう的である。普ふ通つうなら、そもそも創神喰いの対象にすることさえ困難なはずだった。

　ここまで考えて、ようやっと意識が断絶した瞬間に起きた事件を、思い出す。

（あのとき……突とつ然ぜん現れた仮面の創神に……）

　そのときだった。

　横合いで、気配が動いたのだ。

「ああよかった」

　と、それは喋しやべった。

　教会の長なが椅い子すのひとつに、仮面の少女が腰こし掛かけていたのだ。

「一気に食べ過ぎたから、しばらくは目覚めないかなと思ってた。さすがにそれは勿もつ体たいないでしょう」

　語りかける姿に、なぜだかひいろはひどく懐なつかしいものを感じていた。

（……昔の自分に）

　似てるかもしれない、とぼんやり思ったのだ。

　姿ではない。

　身長も髪かみ型がたも、仮面の少女は自分と一いつ致ちしない。だけど、どうしてかまったく分からないのだけど、もっと芯しんのところでかつての自分と似通っている気がしたのだ。

　誰かのためになろうと、誰かに期待されるままの自分でいようと躍やつ起きだった頃ころ。その結果なんてまともに考えないほどに、夢見がちだった時代。

　仮面をつけたまま、相手はこちらに一礼する。

「あなたに会えて、本当に感激だよ」

「誰……！」

　呻うめいたひいろに、仮面の相手はあれれといった感じに首を傾かしげた。

「だって、あなたはオレを捜さがしてたんでしょう？」

「────っ！」

　その言葉が、少女の精神こころを打った。

　すぐ、烈れつ火かのごとく、怒いかりが口をついてでたのだ。

「あなたが！　〈剣帝〉を騙かたって！」

「ご名答」

　と、相手は両手を広げた。




「ははは、もう正体はご存じでしょう？　あなたたちの子供って言った方がいいかな。親愛なるお母様」




　ひいろも、知っていた。

　女子寮りようで見かけたこともあるし、蒼士郎がおぶって連れ帰ってきたことに、自分でも思いがけない動どう揺ようをしたことを覚えている。そもそも、蒼士郎に〈剣帝〉の正体を打ち明けたのも、彼とこの少女への謝罪のためではなかったか。

　たとえ、仮面をかぶっていても、その声こわ音ねが誰のものかは分かる。

「七なな星ほし悠ゆう香か……ううん」

　かぶりを振ふって、ひいろは答え直す。

「四王の子……ね」
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『先生、四王の子って、知っとるか？』

　さきほど、ひいろの口から聞いたばかりの言葉を、アランが繰くり返していた。

「……それ、〈管理軍〉のデータか？」

『せや。〈管理軍〉の研究からそんなファイルが見つかった。つまるところは規格神の研究の応用なんやけどな』

　規格神。

　アランも連れていた──いわば量産型の創神だ。

『この規格神が、どうしてもオリジナルの創神より劣れつ化かしてしまう理由は、先生も知っとるやろ？』

「創神を成立させているのはその人間の精神だからだ。いくら素質がある人間を、仮面なんかの呪じゆ具ぐで調整したところで、まったく別の人間にはならないからだろ」

　あっさりと、蒼士郎は答えた。

　つまるところ、規格神とは使い手の精神を限りなくオリジナルに擬ぎ態たいすることによって成り立っている。しかし、擬態はどこまでいっても擬態に過ぎない。よほど慎しん重ちように呪具を選び、オリジナルのプロフィールを揃そろえて催さい眠みんや心理療りよう法ほうを施ほどこしたところで、本人になりきれるわけではない。

　元の人格や身体的特とく徴ちようを皆かい無むにできるわけではない以上、規格神という方法論は最初から完全に至れない宿命を負っている。

『でも、だったら、最初から専用の人間を用意したらどうや？』

「……おい」

『冗じよう談だんやないで？　規格神が劣化するんは、元の人格が邪じや魔まやからや。せやったら、まっさらな人間を用意して、一から必要な情報だけを埋うめ込んでいけば、限りなくオリジナルの創神に近い──いいや、場合によってはそれ以上の結果が出せるん違ちやうか。まして、〈剣帝〉なんて別格の創神からつくりあげたんやったら、それは決定的な戦力になりえるんやないか』

「…………」

　無論、まともな発想ではない。

　人間の精神どころか、人間そのものをデータをいれるためのハードディスク程度にしか見ていない思想は、根幹的に間ま違ちがっている。

　だが、同時に、魔ま術じゆつからしても科学からしても、大いに意義のある研究だった。

「本当に、そんなことを〈管理軍〉はやってたのか」

『いいや。やってたら、もうちょい早く分かってたわ』

　アランの声は、低く携帯から流れた。

『上層部に否決されてな。表向きは廃はい棄きされとったんや。だいたい『戦争』も勝ったんやから、バレたらヤバくなるような無理する必要ないやろ。そやけど、その研究を諦あきらめられなかった派は閥ばつがおったんやな。……で、その研究所も、数ヶ月前に事故で廃棄された』

「数ヶ月前？」

　鸚おう鵡む返がえしに、蒼士郎が呟つぶやいた。

　その時期が、先に聞かされていた別の事件と符ふ合ごうしたからだ。

「確か、〈剣帝〉が〈第十三特区〉の秘ひ匿とく研究所を襲おそいはじめたのも……」

『ああ。一致しとる』

　アランの肯こう定ていを、空そら恐おそろしい気持ちで、蒼士郎は聞いていた。

　もともと、秘匿研究所を襲ったのは、〈剣帝〉でなかったとしたら？

〈剣帝〉を名乗った別の何者かが、秘匿研究所を襲っていたのだとしたら？

　ひいろが襲われた秘匿研究所に現れていたのは、それを止めるためだったとしたら？

『──もうひとつ、言っとかなあかんことがある』

　続く声は、なおさらに冷ややかだった。

　一いつ拍ぱくの間をおいてから、

『七星悠香なんて人間はいいへんかった』

　蒼士郎がその意味を理解するまで、数秒かかった。

「どういうこった？」

『名前も戸こ籍せきも何もかも偽ぎ造ぞうや。〈管理軍〉の相当上の権限──もしくは権限を乗っ取らないと、こうはいかん』

　ずしり、と重い何かが胃にわだかまるようだった。

　腹部に生まれた幻まぼろしの石は、けして消えることなく、青年を苛さいなんだ。

「じゃあ、悠香は……」

『すぐに拘こう束そくするつもりやったけど、さっきから行方ゆくえ不明になっとる。わいの権限内で〈第十三特区〉中の監かん視しカメラに検けん索さくをかけとるけど、いまのところヒットはゼロや』

　いかな〈管理軍〉とて〈特区〉のすべてを掌しよう握あくしてるわけじゃないのは、時折起こる〈解放者リベレーター〉のテロを考えれば分かるだろう。だが、相当な広こう範はん囲いをカバーしていることも間違いない。その監視網もうから逃のがれているとなれば、悠香の置かれている状じよう況きようがまともでないのは明らかだった。

　七星悠香は、誰だれだったのか？

　いまさら、答え合わせする必要を感じず、蒼士郎はため息をついた。ひどく深く、重いため息だった。

『……人格調整は、規格神と同様に仮面かなんかでやってるはずや。わいらの会ってた悠香ちゃんは多分、何も知らなかったんやないか』

　推測を、アランは口にした。

　実際、蒼士郎が垣かい間ま見みた創神使いマギウスは、仮面をつけていた。あの仮面をどこかに隠かくしていたのか。定期的に、あるいは〈剣帝〉の手がかりを得たときに、その仮面をかぶるよう後催眠暗示でも受けていたのだろうか。

「……分かった」

『ちょい待ち。わいは続けて悠香ちゃんを捜す気やけど、あんたはどうする気や』

「秘匿研究所を襲った〈剣帝〉を捜せと、そう依い頼らいしたのはお前だろう」

　携けい帯たいを切ると、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが軽く肩かたをすくめた。

「どうする気よ」

　と、アランと同じことを尋たずねてくる。

　ただし、視線は蒼士郎の失われた左手に据すえたままだった。

　外見だけ再生するとしても、半日以上はかかるだろう。だいたい、四し肢しの喪そう失しつに至るまでいくつかの臓器が機能停止したはずで、さきにそちらを形成しなければならない。

　それでも、立ち止まることなんてできなかった。

「黒蓮華嬢ロータス・ブライド。どうせ、逃にげていったヤツに枝つけてたんだろ？」

「あら、お見通し。古い魔術ってこういうとき便利よね」

　にっこりと笑って、シスターはふるりと指を回した。

　蠱こ惑わく的な微び笑しようとともに、続ける。

「〈剣帝〉と戦ったとか、攫さらわれたとかは話さなかったわね」

「必要ないだろ」

「ひとりで決着つける必要がどこにあるわけ？　こんなの〈管理軍〉の不ふ手て際ぎわよ」

「分かってるよ。そんなの」

　何ひとつ分かってなさそうな弟で子しの返しに、黒蓮華嬢ロータス・ブライドはゆるくかぶりを振った。しつこく訊きいてもどうせ答えは同じなのだろうと、諦めたような振り方だった。

　しかし、




「……こうなりましたか」




　新たに近づいてきた声に、蒼士郎が猛もう然ぜんと振り向いた。

「お前……っ！」

「うちの欺ぎ瞞まん装置も巧うまく働いてるようですね。これだけ破は壊かいされたわりに、旧校舎の外では誰も気づいてないみたいです」

　満足げにうなずいて、長チヤン袍パオの若者は片眼鏡モノクルを押し上げた。長い髪かみは白びやく檀だんの甘さを漂ただよわせ、この破壊しつくされた空間を静せい謐ひつな聖域に変えてしまうようだった。

「リチャード劉ラウ」

「ご利用ありがとうございます」

　狐きつね目めを細めさせて、若者はその右拳こぶしを左手で包み込んだ。

　ひいろとの戦いを邪魔されぬよう、蒼士郎は〈ギルド〉に偽ぎ装そう工作を申し込んでいた。斑鳩いかるが学院の理事長であり、〈第十三特区〉の支部長である劉が知っているのは当然だろう。

　おそらくは、蒼士郎とひいろの会話の内容も。

「……ひいろは俺が追う。かまわないな？」

「ええ、もちろんかまいませんよ。残念ながら〈ギルド〉には現げん役えきの四王を止めるような能力はありません。さきほどの四王の子とやらが同等の戦力を有するならなおさらです」

　鷹おう揚ように、劉はうなずいた。

　すう、とその白い指があがった。

「ただ、ひとつ訊きましょう。結構重要なことと思いますよ」

　一拍置いて、彼はこう尋ねたのである。

「あなたは、七星悠香と朱桐ひいろの、どちらを助けにいくつもりなんです？」




　　　　＊




　優美なパイプオルガンの音が、聖堂を満たしていた。

　古い宗教施し設せつは、こうした旋せん律りつをよりよく響ひびかせるよう建設されているという。識字率の高くなかった時代において、神の偉い大だいさ、信しん仰こうの素す晴ばらしさをより効率的に伝える手段のひとつに、音楽が欠かせなかったからだ。

　黒白の鍵けん盤ばんを弾ひいているのは、仮面の少女であった。

　かつて、七星悠香と呼ばれていた者。

　今は──

「規格神の研究は、覚えてますね？」

「……覚えてるわ」

　当時のひいろは、〈管理軍〉にさまざまな協力をした。

　獅し子し王おうと同じように、自分の規格神をつくるという研究も聞かされていたのだ。当時のひいろは悪くない考えだと思った。創神使いマギウスを隠したまま管理しなければならないのは、その数が少なく、あまりに不安定な力だからだ。もっと数が増えて、簡単に制せい御ぎよできる力だと理解されれば、いつかは創神使いマギウスにもっと優やさしい未来が来るかもと思った。

　いや。

　きっと、当時のひいろならもっと単純だ。

　友達に、死んで欲しくなかった。いかに〈剣帝〉が無敵であり、〈獅子王〉が雄ゆう壮そうであったとしても、すべての仲間を守りきれるわけではない。だったら、自分の力を解かい析せきしてもらえば、そのための近道ができるんじゃないかと思ったという、それだけの理由。

「──だけど、その研究は、規格神なんてものにとどまらなかった」

　ひいろの言葉に、仮面の少女は小さくうなずいた。

「四王の子。『戦争』を蹂じゆう躙りんした四王も、創神使いマギウスの宿命で遅おそからず衰おとろえていくことは目に見えています。だから、彼らはその前に次世代の創神使いマギウスをつくろうと思った」

　次世代の創神使いマギウス。

　単なる量産型ではなく、次の時代の最強たる創神使いマギウスをつくろうと。

「でもね。これはちょっとやりすぎたんです。『戦争』が終わった以上、〈管理軍〉の誰もがそんな急進的なわけじゃなくて、研究者たちは細々とした予算で秘密裏りに進めざるを得なくなった。それでも成功すれば見返せると思ってたんだろうけど、いよいよ数ヶ月前足がつきそうになってね。仕方なく、研究結果であるオレを始末しようとした挙げ句が、反はん撃げきされて研究所ごと廃棄ですよ」

　くすくす、と仮面の少女が笑う。

　美しい宗教音楽を奏かなでる傍かたわらには、一柱の創神が佇たたずんでいた。

　カーリーとよく似た、仮面の女め神がみ。

「でもね。オレも、研究所を出てすぐ茫ぼう然ぜんとしたんです」

「……なんでよ」

「だって、〈剣帝あなた〉が勝ってしまったじゃないですか」

　仮面の少女の声は、ひどく虚うつろであった。

「世界は、もう完成しているんですよ。〈管理軍〉はとっくに創神使いマギウスの管理に成功していて、〈解放者リベレーター〉は一応抵てい抗こうしているけれど、大勢の決着はついてしまっています。そりゃあ、オレの研究だって廃棄するでしょう。ええ、つまるところが脱だつ走そうしたところで、オレなんかにやることは何にもないんです」

　パイプオルガンの旋律は、ちょうど聖者の死を悼いたんでる場面であった。

　鎮ちん魂こん歌か。華はなやかなりし時代ときは去り、穏おだやかにして退たい屈くつな平和が訪おとずれる。

　仮面の少女が奏でる音は、けして情じよう緒ちよ的ではなかったが、だからこそ胸に迫せまる淡たん々たんとした重さを備えていた。

「だからって……どうして、〈剣帝〉の名を騙かたって、秘ひ匿とく研究所を襲おそったの？」

「分かりませんか？」

　至し極ごく真ま面じ目めに、仮面が問いかけた。

「もちろん、あなたに会う必要があったからですよ。ええ、あなたの名前と、カーリーとよく似たオレの創神があれば、きっと食いついてくれると思っていました。この〈第十三特区〉にいることは分かっても、それ以上はハッキングした〈管理軍〉のデータにもありませんでしたから」

　楽曲が、最高潮ピークを迎むかえる。

　メトロノームのごとく完かん璧ぺきなリズムで、非人間的に迎えられる、聖者の復活。

「あなたのカーリーに創神喰ぐいを施ほどこすことで、やっとオレの創神は完成に至った」

　仮面の女神を、ひいろは見上げる。

　その存在規模が大おお幅はばに増していることに、彼女も気づいていた。初めて会ったときが威霊態フエイズ４の中級ほどなら、今はカーリーに匹ひつ敵てきする亜神態フエイズ５の中級にもなるだろうか。カーリーを完全に喰らい尽つくしたわけでもないのに、これほどの成長はありえない。

　おそらく、モデルになったカーリーは、四王の子──仮面の女神にとっての起き爆ばく剤ざいだったのだろう。殻からに閉じこもっていた『力』を、目覚めさせるきっかけとなったのだ。

「もうひとつは、あなたたちに手伝ってほしかったから」

「あなたたち？」

　力強く、鍵盤が叩たたかれた。

　ひいろの疑ぎ問もん符ふに、ゆっくりと仮面は答える。

「〈黒こく絶ぜつ公こう〉」

「────っ」

　その囁ささやきに、びくりと身体からだを震ふるわせてしまった。

「創神の姿がずいぶん変わってたから気づかなかったけど、やっぱりそうでしたか。やっと記き憶おくと照合できました。ああ、だったらあの場で一いつ緒しよに捕つかまえておくべきだった。余計な邪じや魔まが入りそうだからって急ぎすぎました。でも、きっと遅すぎはしないですよね。うん、この記憶通りの人なら、きっと追ってくれますよ」

　何度か、勝手にうなずく。

　そして、

「そろそろ集まってきました」

　と、視線を教会の入り口に移す。

　ふわりと、仮面の下の唇くちびるがほころんだように思えた。

「……これが、オレの力です」

　誇ほこらしげな言葉ととともに、教会の薄うす闇やみに集つどってきたいくつもの人ひと影かげに、少女は悲鳴を押し殺したのであった。
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　その夜は、〈第十三特区〉の短い歴史でも極きわめて慌あわただしい数時間と言えただろう。

　表向きはひどく静せい謐ひつで、ニュースにもＳＮＳにもこれといった変化はなかった。ただ、暗黒の水面にかすかな波は紋もんが立つように、とある種類の人間たちだけが連れん鎖さ的に闇の中を動き始めていたのである。

　初夏の風が、吹ふき過ぎていく。

　どこか気け怠だるげな月光の下で、青年の純白の髪が揺ゆれていた。

　呼吸を整えると、まるで星の光が凝こごったかのような細い線が見て取れる。

　アリアドネの糸。

　そんな風に呼ばれる、旧世代の魔ま術じゆつだった。魔術の媒ばい体たいとなった小さな糸巻きを持つ者にだけ、その糸が視し認にんできるのだ。黒蓮華嬢ロータス・ブライドが得意とする魔術のひとつであった。

　その糸を追って、蒼士郎がとある教会に辿たどり着いたのは、深夜零れい時じを過ぎたころ。

　以前から、〈第十三特区〉に建てられていた教会らしかった。

〈管理軍〉は聖霊教カソリツクをベースとした組織だが、同じ宗教でも宗派が違ちがえば、態度は大きく変わる。たとえば、異教徒よりも異宗派への弾だん圧あつが激しい場合もあるのは、歴史を繙ひもとけば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。もっとも、だからといって現代で露ろ骨こつに排はい斥せきすれば外聞が悪いわけで、結果として、このような宗教施設がいくつか打ち捨てられたままになっている。

　隠かくれ蓑みのとしてはもってこい、というわけだ。

（……昔、〈解放者リベレーター〉で隠れ家に使ったこともあったな）

　古い記憶が、蘇よみがえる。

　いまだ創神の技術も安定してなかった頃ころだ。宗教的施設は創神のイメージを固定させやすいため、重宝されていた。

　何人もの、友人がいた。

　何柱もの、創神がいた。

　夥おびただしい血を流しながら、それでも誰だれもが足あ搔がいていた時代。

　懐なつかしさにかぶりを振ふり、教会の一点を見やってほっと息をついた。はたして、説教壇だんのすぐ近くに、見覚えのある赤毛の少女が倒たおれていたのである。

「ひいろ」

　と、名を呼んだ。

　すぐ、相手もこちらに気づいたらしかった。

「……先生」

　倒れた少女の顔が、くしゃりと歪ゆがむ。

　すぐ、それは怒いかりにとって変わった。

「ふざけないでよ。なんで、あんたがこんなところにやってきちゃうのよ」

「ごめんな」

　素す直なおに謝られて、面めん食くらった少女がぱちぱちと瞬まばたきする。

　蒼士郎は、ただ微び苦く笑しようして、頭を搔かいた。

「確かにさ。何にもできる気はしないよ。とっくの昔にポンコツだしさ。下手に動いたあげくがこのざまだ」

　肘ひじから先が失われたままの左腕を、ちらと見つめる。

「それでも、まあじっとしてられなかった。はは、全然成長してないな」

　かつての思いを重ねて、唇を歪める。

　長なが椅い子すの間をゆっくりと歩き、途と中ちゆうで足を止めて、周囲を見回したのだ。

「……ああ、くそ」

　小さく舌打ちする。

　教会の暗闇で、多くの気配が蠢うごめいていた。仮面をかぶった何人もの気配が、自分を取り囲んでいることに気づいたのだ。彼らのいずれもがまともな自意識を残してないことは、微動だにしない姿からも明らかだった。

　その周囲に、同じ数の創神が佇んでいることも見て取れた。

「……規格神の創神使いマギウスを操あやつってるってわけか」

　そして。

　その奥にいる相手を、見てしまった。

　たとえ似たような仮面をしていても、それが誰かははっきりと分かってしまった。

　ゆるり、と仮面の少女が一礼する。

「いらっしゃいませ、〈黒絶公〉。さきほどは失礼しました」

「悠香……」

「その名前の子はもういませんね」

　仮面は力強く自分の胸を押さえた。

　姿形は同じ少女だと分かる。声こわ音ねだって変わらない。なのに、仕草から滲にじみ出る傲ごう慢まんさだけでも、確かに悠香ではないのだと実感できてしまう。

「七星悠香は、オレが〈第十三特区〉に住まうために引き出した、擬ぎ装そう用の人格です」

「擬装用、だと」

「そう。厳密に言えば、オレが構築される際に使われた人格データのひとつですよ。四王の子についてどれぐらい調べたか分かりませんが、つまるところは専用にクローニングした人間に、片かた端はしから創神と相あい性しようの良さそうな人格データをつっこんでいく実験でして。現行技術だと、人格抽出スクリーニングの過程で脳のう味み噌そをいじりすぎて、もとの人間が駄だ目めになっちゃうからずいぶん苦労したそうですよ。ああ、そうそう〈解放者リベレーター〉の捕ほ虜りよからも引っ張ってきたんだったかな？　ひょっとすると、あなたの仲間もいたのかもしれませんね」

　それが、七星悠香の正体。

　蒼士郎に助けられたのだと嬉うれしそうに笑い、何かできることはないかと言って精せい一いつ杯ぱいの料理をつくってくれた少女の、どうしようもない真実。

　すぐには、蒼士郎も反応できなかった。

　消えてしまった少女を思い、だったら仮面の内側にはかつての彼の仲間もいるのだろうかと、考えてしまった。悠香の戸こ籍せきを偽ぎ装そうさせたのも、そうした幾いく多たの記憶から得た技術なのだろうか。

「なんて呼べばいい」

「なんとでも。四王の子でも、新世代ニユーエイジでも。研究所では人格構築に余計な情報を与あたえるべきじゃないと、名前を与えられませんでしたが……ああ、ごく一部の人はユウと呼んでましたね。あなたユウという意味と、ＤＮＡの基き礎そになったさっきの七星悠香をかけたそうです。うん、人格データだけじゃなくて、ＤＮＡまで素体に使われたあたり、きっと創神使いマギウスとしてはかなりの素質があったんでしょうね」

「じゃあ、俺もそう呼ぼう。──ユウ」

　饒じよう舌ぜつな弁を断たち切るようにして、蒼士郎は問う。

「この、規格神使いたちはなんだ？　お前が操ってるのか？」

　仮面を被かぶった規格神使いたちからは、いずれも自分の意思というものが感じられなかった。たとえていえば、彼ら自身も創神と成り果てたかのように。

　ユウはそっとうなずいた。

「もともと、四王の子は、規格神使いを統とう括かつするリーダーユニットとして進められていた研究です。この結果は当然のものでしょう」

「……ああ」

　あの『戦争』ならありそうな発想だ、と思わざるを得なかった。

　より有機的・機動的な創神部隊の活用。現実的な兵器として、創神と使い手をくくりつける思想の結果。

（そりゃあ、〈管理軍〉も破は棄きするだろうさ）

　一から兵器となる人間をつくりだすという残ざん酷こくさもさることながら、〈管理軍〉のシステムでは規格神の使い手が、通常の創神使いマギウスの数倍に至る。そのすべてを傀かい儡らいに変えてしまう研究など、まともに発表できるはずもない。

　もっとも、これだけの人間を一度に失しつ踪そうさせた以上、〈管理軍〉も異変には気づいてるはずだ。〈剣帝〉を捕とらえた今、逃にげ隠れする必要もなくなったということか。

「ねえ、〈黒絶公〉」

　と、ユウが語りかけた。

「オレたちの価値は、やっぱり『戦争』にしかなかったでしょう」

「…………」

「オレは体験できなかったけれど、創神を使い放題だったんでしょう？　戦えば戦うほど、殺せば殺すほど、称しよう賛さんされたんでしょう？」

　ユウの言葉は、どうしようもなく蒼士郎の芯しんをついた。

　その通りだ。

　あのときの昂こう揚ように比べれば、今の自分なんて死んでるも同然だ。

「それが、お前の行きたい場所か」

　いがらっぽいものが、胸に湧わき上がるのを感じた。

　いつか、こんな相手と会うのが宿命だったような気がした。きちんと過去を終わらせていないのだから、清算人がやってくることは、至し極ごく当然の成り行きではあるまいか。

「オレたちはあそこに戻もどるべきでしょう」

　熱っぽく、ユウは勧かん誘ゆうする。

「大だい丈じよう夫ぶ。オレが戻してあげます。『戦争』に戻れば、創神だって食べ放題だ。オレが用意してあげます。それを食べれば、あなたの創神だって元通りだ」

　確かに、不可能ではないだろう。

　彼女の支配力がどの程度かは分からないが、〈管理軍〉の体制にある種致ち命めい的な打だ撃げきを与えることは間ま違ちがいない。そうなれば、虎こ視し眈たん々たんと逆転を狙ねらっている〈解放者リベレーター〉と組むことだって難しくはあるまい。

　ひどく、たまらない気持ちだった。

　瞼まぶたの裏に、信じられないほど青い空が広がっていた。

　この相手は、あのときの自分と同じだ。『戦争』が終わったなんて認められず、必要もないのに〈剣帝〉を追撃してしまった自分だ。たまさか、そのための『力』までも手に入れてしまった自分だ。

「……お前の言ってること、正しいと思うよ。俺らが一番有用性を示せたのは、間違いなくあの戦場だった」

「じゃあ」

　喜色も露あらわな仮面の声音に、だけど、と蒼士郎はかぶりを振った。

「お前は正しいけれど、もう俺はそこにいないんだ」

「…………」

　何故なぜだろう。

　仮面の内側で、ユウと名乗った少女の傷ついた顔が、はっきりと見えた気がした。ずっと心の底から信じてきた相手に裏切られたような、そんな沈ちん黙もくが教会に落ちた。

「昔の〈黒絶公〉ならきっと軽けい蔑べつするだろう。創神使いマギウスを解放する革命の志はどこにいったって叫さけぶだろう。……でもな、俺はもう違う道を選んだんだ。うん、あの夢は二年前負けたときに終わっていて、今の俺の夢はもっと小さくて、つまらなくて、くだらないことなんだよ。そこのひいろと初めて会えて嬉しかったとか、できたらやっぱり生徒が良かったよなあとか、そんなことばっかり考えてるんだよ」

「っ…………」

　傍かたわらのひいろが、息を吞のむのが聞こえた。

　居たたまれぬほど情けなくて、しかしそれが、今の蒼士郎の本当だった。

「お前にこんなことを言うのは卑ひ怯きようで不誠実だと分かっているけど、訊きいておく。──七星悠香を返す気にならないか」

「悠香は、ただの人格データだって言いましたよ。〈黒絶公〉」

「〈黒絶公〉、じゃないだろう」

　と、蒼士郎はかぶりを振った。




「先生だ」




　それが、四王の子──ユウにとって、決けつ裂れつの合図となったか。

　刹せつ那な、周囲で見守っていた創神たちから雷かみなりが走ったのだ。

　アランと邂かい逅こうしたときと同じ、雷の創神形質。

　だが、その鋭するどさは以前の比ではない。前回は人にん間げん離ばなれした速度で視界から外れ、いいように料理した蒼士郎でさえ、逃のがれるだけで精一杯だった。

（司令塔とうひとつでこうかよ！）

　内心悲鳴をあげつつ、青年は懐ふところの懐かい中ちゆう時計を握にぎりしめる。可能な限り、使わずにすませたかったが、到とう底ていそんなことを言っていられる状じよう況きようではなかった。

　黒い砂が舞まった。

　いくつもの雷らい撃げきがその砂の砦とりでに吸い込まれていったのだ。

「レフティ！」

　蒼士郎の呼びだした創神は、大きく天てん井じように向かって吼ほえ猛たける。

　さらに膨ぼう大だいな量の黒砂が噴ふき上がり、規格神たちを吞み込んでいく。衰おとろえてはいてもレフティは威霊態フエイズ４中級に属する。精霊態フエイズ３の規格神程度ならば、集団でもいなせる程度の存在規模を有していた。

　だが、

「オレも、いるんですよ」

　凄せい絶ぜつな殺意に、蒼士郎が大きく後方に跳はねた。

　教会の床ゆかが、巨きよ大だいな炎ほのおの刃はに断ち割れる。どれほどの熱量が集中していたのか、長なが椅い子すも石の床も一いつ切さいの区別なく、バターのように溶よう断だんされていった。

　仮面の女め神がみが、そこに立ちはだかっていた。

　燃える刃は、カーリーの権能・陽よう葬そう炎えん花かに酷こく似じしていた。

「アートマン」

　と、ユウは呟つぶやいた。

「オレの創神の名前ですよ。オレは名前をもらえなかったのに、こいつは名前をもらえたんです。はは、本来は神様の名前じゃないんですってね。なにしろ、四王の創神を転写するためだけのつくりものだから、普ふ通つうの神様の鋳い型がたはふさわしくなかった」

　それはインドの宗教において、『真なる我』を指す単語だ。

　無意識よりもさらに深い場所に潜ひそむ、究極の自分。

　だからこそ、規格神の先にふさわしかったかもしれない。万ばん物ぶつの元。根源なる我。

「あなたの創神もオレにください。オレに喰くらわせてください。オレがオレのための新しい『戦争』を始める──その糧かてになってください、〈黒絶公〉」

　その言葉は、まさに決けつ闘とうを申し込む手て袋ぶくろとして叩たたきつけられた。

　最後の激げき突とつが、始まった。





４






　対たい峙じは、ほんの数秒であった。

　仮面の少女が、囁ささやく。

「創神形質・七しち貌ぼう七しち剣けん」

　その言葉とともに、仮面の女神もまた剣を横に持ち上げ、鋭い刃はゆるゆると風を纏まといはじめた。

「────っ！」

「この前までは、第一権能と第二権能である陽葬炎花と月げつ葬そう氷ひよう花かまでしか使えませんでした。うん、〈剣帝〉を騙かたるにはちょっと足りなかったですよね」

　微び笑しようを声こわ音ねに含ふくませて、少女は語る。

「今は、五つめまではいけるよ？　確か『戦争』中でも〈剣帝〉は結局この五つしかまともに使った形けい跡せきはなかったよね？」

　仮面の少女が無む邪じや気きに笑うと、女神が突撃した。

　かろうじて砂の盾たてでいなしたが、風ふう刃じんをすべて防ぐには至らなかった。防刃繊せん維いを編み込んだはずのスーツがずたずたに切り裂さかれ、放置されていた聖せい餐さん具を撒まき散らしつつ、青年を壁へき面めんまで吹ふき飛ばした。

　背中を突つき抜ぬける衝しよう撃げきが、彼に残った三割きりの内臓を痛めつけた。いや、七割がたが創神でできている蒼士郎でなければ、この段階で即そく死しだったろう。

「それだけじゃ、ないよ」

　仮面の女神の剣が、朧おぼろな霧きりを生み出した。

　その霧の内側から、何体ものアートマンが現れたのである。

　幻まぼろしであると分かっても、蒼士郎には見分けがつかない。ばかりか、幻のアートマンはそれぞれが剣を振ふるい、蒼士郎へと襲おそいかかった。一いつ瞬しゆん砂のシェルターで全身を覆おおうべきかと考え、すぐにその発想を蒼士郎は打ち消した。

「レフティ！」

　防ごうとはしない。

　ただ、創神の操あやつる砂によって自分の足場を爆ばく発はつさせる。その威い力りよくで吹き飛んだ蒼士郎が、アートマンの権能の範はん囲い外がいへと逃れた。
















　権能・月葬氷花。

　権能・霧む葬そう幻げん花か。

　その融ゆう合ごうたる『力』によって、九層地獄コキユートスのごとき冷気が教会の内部へ浸しん透とうしていったのだ。

　床は蒼あおく染まった。

　カーテンは永遠にはためくのをやめた。

　聖者のかかった十じゆう字じ架かは、つくられたときより美しく輝かがやいた。

　何もかもが水すい晶しようのごとく煌きらめく教会の中で、仮面たちだけが変わらなかった。

「どうです？　オレの権能。オリジナルにも劣おとらないでしょう？」

　と、ユウが訊いた。その吐と息いきもまた白く煙けむった。

「はは、できすぎじゃないの」

　と、蒼士郎は呟いた。

　おそらく、創神形質の激突では、今の自分に分はないと思っていた。だが、よもや権能の融合までやってのけるとは考えていなかったのだ。しかも、純じゆん粋すいに威力だけを問うならば、カーリーを上回る可能性すらあった。ユウの言葉通りまだ成長の余地があるとするなら、一体どこまで伸のびていくのだろう。

　ぶるり、と身が震ふるえる。

　冷気のためと思いたかった。

　ぐるり、と手が回る。応じた創神が蒼士郎とともに後方へ跳とんだ。

　黒い砂はたちまち教会の天井に集まり、時ならぬ驟しゆう雨うとなって降り注ぐ。いや雨などというサイズではなかった。たちまち砂すな粒つぶは寄り集まり、無数の黒い石せき弾だんと化して、アートマンと規格神たちを打ちよう擲ちやくしたのだ。

「うん、すごい。そんな使い方もあるんですね」

　ユウの声は嬉うれしげだった。

「本当に、全ぜん盛せい期きのあなたとお会いしたかったですよ」

　世界が、白く翳かげりはじめた。

　美しく氷花が咲さき誇ほこり、天と地をつながんと挑いどんだ。一本のみならず、それは次々と続いて鮮あざやかな花束をつくりあげる。レフティが降り注いだ石弾もすべて冷気の花弁に搦からめ捕とられ、何もかもが氷細工へと変へん貌ぼうしていくではないか。

　きらめく花の中で、少女は笑った。

　鏡のように、笑う仮面は幾いく重えにも反射してその数を増やした。

「創神形質の使い方も、咄とつ嗟さの判断も、賞賛のほかありません。だからこそ残念です。オレとあなたの間では、それ以前に決着がついてしまっていました」

　ユウの視線は、まっすぐに蒼士郎へと据すえられる。

　自身が凍こおりつかせられるのは免まぬかれたものの、残された片かた腕うでと足が氷の茨いばらに捕らえられていた。創神形質の砂でできた身体からだとはいえ、無理にひきちぎろうとすれば、生身のところから悲鳴をあげるだろう。

「もっと話してみたかったです。今だからこそ、あなたにはオレの『戦争』を手伝ってほしかったとなお強く思います。そうしたら、どれほど心強かったでしょうか」

「役になんか立たないよ。とっくにポンコツだ」

「残念です」

　ゆっくりと、ユウが歩み寄ってくる。

　レフティを戻もどそうとしたが、今度は一いつ斉せいに規格神が雷撃を打ってきた。防ぐための砦をつくるだけで手て一いつ杯ぱいだった。

　ユウの足が動いた。

　茨に捕らえられた蒼士郎の鳩尾みぞおちへ、その爪つま先さきが食い入った。苦鳴がこぼれ、さらに何度も鳩尾をその足が打撃した。耐たえきれず前のめりになると、今度は顔面と肩かた口ぐちをところかまわず足あし蹴げにされた。

　ぬるり、と温かいものが鼻から頰ほおを伝った。額が割れて出血したのである。七割方が創神形質のつくりものとはいえ、頭部のほとんどはそうはいかない。血の一部が流れ込んで視界が霞かすむ。はあはあとユウが息を荒あららげているのが分かった。昔、草原で野営していたとき、狼おおかみの群れに襲われたのを思い出した。

「オレは、本当にあなたたちに期待していたんです。四王の子なんて言われて、『戦争』を恣ほしいままに蹂じゆう躙りんした名前にも、それなりの誇りを持っていました」

　言いながら、また蹴けりが跳ぶ。

　大した威力ではないが、何度も蹴る内にこちらの急所を覚えてきたらしい。こめかみや喉のど元もとを執しつ拗ように蹴られた。生身に受ける痛みは、昔と変わらぬ鮮せん烈れつさで蒼士郎を苛さいなんだ。七度目に喉を蹴られたとき、肉の潰つぶれる嫌いやな音が聞こえた。

「でも、結果がこれです。あなたがたに期待して、ひょっとしたらって希望を抱いだいた結果がこれ。創神が衰えるのはいい。それは仕方ない。でもあなたたちは精神こころまで老いさらばえた！　そんなの、生きてる価値もない！」

　断言する。

　それで、本人が耐えきれなくなったのか。

　傍かたわらに佇たたずむアートマンの剣が、炎を纏まとうのを感じた。

（ま、ず──）

　思いが掠かすめ、創神の剣が振り落とされる。

　権能・陽葬炎花。

　今の姿勢では、回かい避ひも防ぼう御ぎよもかなわない。強ごう引いんにレフティを引き戻したところで、そもそも権能同士の激突でかなわないのは、これまでの戦せん闘とうで明らかだ。

　死を、覚かく悟ごした。

　刹せつ那な、その激げき烈れつたる炎が、アートマンの手の中で炸さく裂れつして消え失うせるとは。

　四方に噴ふん出しゆつした熱で、蒼士郎を束そく縛ばくしていた氷の茨も溶よう解かいした。転がるようにして距きよ離りを取りながら、蒼士郎は何が起きたのか、必死で頭をめぐらせ、血を拭ぬぐった。

　ユウも、動きを止めていた。

　ぎこちなく、信じられないように、背後を振り返っていた。

（なん、だ……？）

　長椅子に這はいつくばるようにして身体を起き上がらせる。やっと視界に浮うき上がった。

　説教壇だんの近くに、アートマンと酷似した──三本の腕うでを持つ漆黒の女神カーリーが、そこに屹きつ立りつしていた。

「──ひいろ！」

　嗄しわがれた声で、蒼士郎が叫さけんでいた。

　ユウもまた、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「……信じられないことしますね、お母さん」

「そんな風に呼ばれる覚えないわよ」

　手首を縛しばっていた縄なわも焼き払はらったのか、ひいろがふらふらと立ち上がる。

　神話結けつ晶しようなしで創神を呼び出したのだ。本来ならば絶大なる負ふ荷かによって、精神が砕くだかれてもおかしくない。創神喰ぐいを受けたこともあって、カーリーの腕は一本が失われていて──そんな創神を暴走させないだけでも、少女の顔色は白く血の気を失っていた。

　傷だらけの蒼士郎が、その隣となりに寄り添そった。

「先生……」

「……馬ば鹿かか、お前」

「やるべきことを、やってるだけでしょ。何も、おかしなことないわよ」

　変わっていない、と痛切に思った。

　彼女は、どうしようもなく〈剣帝〉なのだ。自分たちと戦い、あの『戦争』から勝利をもぎとった英えい雄ゆう。

　リチャード劉が、自分に告げた言葉を思い出す。




　──『あなたは、七星悠香と朱桐ひいろの、どちらを助けにいくつもりなんです？』




　双そう方ほうを取るだとか、そんな生ぬるい選せん択たくができないのは分かっている。

　だいたい、そんなことができるなら『戦争』だって起こってない。人生なんて取り返しのつかない選択の連続で、少しでも間ま違ちがえれば、片方どころか何もかもを失うのが必然であった。

　だから。

「……ひいろ、すまない」

「何？」

「俺さ。『戦争』では一度も両方救えたことはなかった」

　選択を迫せまられたことなら、何度もあった。

　身体がひとつしかない以上、戦場が複数にまたがってしまえば、どちらかにしか蒼士郎はいられない。どちらかしか救えない。四王だなどと偉えらそうなことを言ったところで、その大前提が崩くずれるはずもない。

　だから、救えなかった──救わなかった命に、何度も歯ぎしりしてきた。

「……今度は、両方助けたいけれど、両方死ぬかもしれない」

「あはは」

　不意をつくように、ひいろが笑ったのだ。

　びっくりした蒼士郎が視線を向けると、少女は涙なみだを拭いながら言った。

「それって、当然よね」

「当然？」

「片方を助けようとすればもう片方が死ぬ。だったら、両方助けようとすれば、両方死んでしまうかもしれない……って、すごく当たり前よ」

　馬鹿みたい、とつけたしそうな顔でひいろはうなずいた。

「でも、そんな当たり前のことを言ってもらえて、少し嬉しい」

「そうか？」

　きょとんとした蒼士郎に、小さく、少女はうなずいた。

「だってそれって……蒼士郎くんは、もう『戦争』じゃない時代の決断をしてるってことでしょう？」

　そんな風に、考えたことはなかった。

　自分にとってごく自然な言葉を口にしただけだった。

　だけど、そうなのかもしれない。時代は流れている。流れていく。自覚があってもなくても、自分もそれにつられて変化している。

　だから、つられて笑ってしまった。

「それに、天てん秤びんにかけてるってことは、何か考えがあるんでしょ？」

「うん。一応。あまり自信はないけどさ」

　いつのまにか、口調は初めて会ったときに戻っていた。

　あの日からずっと間違っていたのを、ようやくやり直しているような気になった。

「どれぐらいもつ？」

「分からないわ。神話結晶なしで創神を喚かん起きするなんて初めてだもの。……でも、五分より長くはないわよ」

「はは、じゃあ問題ない。俺の方が先に死ぬよ」

「胸を張らないでよ」

　軽口をたたき合い、ふたりは油断無く、ユウと規格神たちに向き合った。

「あの創神形質、自分と集団とを一度に動かすのは苦手らしいな」

　さきほどから、規格神たちの攻こう撃げきとアートマンのそれがずれていることを、蒼士郎は指し摘てきした。もっと連れん携けいが取れていたならば、蒼士郎とレフティはそれこそ身動きもできなかったかもしれない。

「つまり、そういう状じよう況きように追い込めってことね？　だったらあたしは集団の方。今の状態だと、権能の細かい調整は利ききそうにないもの」

「じゃあ、俺はユウの方だ」

　小さく、うなずく。

　そのときには、互たがいに走り出していた。

　背中合わせのまま、掛かけ声など必要もなく、初うい々ういしいスプリンターのように。




　　　　＊




「七貌七剣──異い葬そう血けつ花か」

　走りながら、ひいろは囁ささやいた。

　今の少女の状態では、権能の融ゆう合ごうなどという繊せん細さいな制せい御ぎよは望み得ない。

　それでも、だからこそ、ひたすら全力の権能をもってひいろ自身を強化する。凄すさまじい速度の疾しつ走そうに、規格神たちの雷らい撃げきが、ことごとく虚こ空くうを焼いた。

「七貌七剣──陽葬炎花」

　誰だれもがひいろを見失った刹那、天てん井じようから振ふり落とされる炎ほのおの渦うず。

　巻かれた創神たちがたちまち主人との過か剰じようなフィードバックを起こして、消失する。

　それでも全体の三分の一ほどか。

「いけるわよね、カーリー」

　襲おそい来る規格神たちの影かげに、朱桐ひいろは不敵な笑えみを浮かべた。




　　　　＊




　レフティとともに駆かけ出した蒼士郎を、ユウは茫ぼう然ぜんと見つめていた。

「あなたは……あなたたちは……どうしても、オレを……」

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめた。

　アートマンが再び、刃やいばに氷を纏まとい出す。いくつもの権能を使えるようになったと言いつつ、ユウの性しよう分ぶんにあったのが、凍とう結けつの性質だったのだろう。いや、権能を使えるようになったのがごく最近だというのなら、得意な分野に絞しぼる方が有利であり、蒼士郎にとってもやりにくいのは間違いなかった。

「どうしても、オレを、否定するんですか！」

「ああ、どうしてもだ」

　対して、懐かい中ちゆう時計を携たずさえたまま、自らの左目の近くへ蒼士郎が触ふれた。

　その眼球の色が、変化していく。

　違う。

　砂と化していったのだ。

（これで、残り一分か）

　青年も決意した。今の状態で術式を行えば、彼の生存機能を支えている創神形質はほとんど維い持じできなくなってしまう。

　それでも、躊ちゆう躇ちよする理由など見あたらなかった。

「我が神に我が瞳ひとみを捧ささげる。我が神に我が臓器を捧げる。我が神に我が世界を捧げ、もって汝なんじの神性を取り戻もどさん」

　眼球を捧げる儀ぎ式しきや逸いつ話わは、世界中に見られる。

　北ほく欧おう神話の主神がミーミルの泉に片目を捧げて叡えい智ちを得た事例が代表だろうが、つまるところは人間にとって最も鋭えい敏びんな感覚──視覚の半ばを捧げることが、命を捧げることの次に尊とうとばれたからだ。

　ゆえに、蒼士郎の創神にとってもその儀式は、大いなる意味を持つ。

　もとの手も含ふくめて、六本の腕が包帯の下から生えた。

〈黒絶公〉の創神の正体は、あの『戦争』ですら知られなかった。

　なぜなら、かの〈黒絶公〉はほぼ暗殺にのみ力を注ぎ、姿を現すことさえほとんどなかったからだ。唯ゆい一いつ、砂を操あやつるその創神形質だけは知られていたが、実際にどのような創神かは不明のままだった。

　つまるところ、レフティとは、暗殺に特化していた〈黒絶公〉が自らの創神を秘ひしての名。ほかの四王と違い、ほとんど人目に触れることのない彼ならば、創神を秘密にしつづけるという戦略もとれたから。

　本来の、彼の創神の名は──




「阿修羅！」




　三さん面めん六ろつ臂ぴ。非天とも称しようされ、六道のひとつを統すべる闘神。

　拘こう束そくが解けただけで、その存在規模が爆ばく発はつ的に膨ふくれあがる。威霊態フエイズ４の中級から、亜神態フエイズ５の中級へと。びりびりと空気を震ふるわせる神性が、ほとんど炎のごとく教会内部を焼け爛ただらせる。

　カーリーと阿あ修しゆ羅ら。

　前世代の四王が、いま並び立つ。

「そんなの、いまさら出してきて、何の意味があるというんです！」

　アートマンの司つかさどる氷雪が、勢いを増した。

　阿修羅の存在規模に対して、つかのまでも怯おびえた自分を鼓こ舞ぶするかのように、いくつもそそりたつ氷の塔とうはなおさらに美しく。教会の内側は白く輝かがやき、その冷ややかな波は紋もんを幾いく重えにも重ねて広がっていった。




　──阿修羅の身体からだに、ほのかな輝きが宿る。




　それだけで、何事もなかったように阿修羅は駆けていく。

「え──っ！」

　初めて、仮面から戦せん慄りつの声こわ音ねがこぼれた。

　蒼士郎と創神は、ただまっすぐにユウへと近づいていく。

「あなた、は！」
















　すぐに、少女は切り替かえた。

　冷気が、今度は槍やりになった。中空に浮うかび上がった刃は瞬またたく間に数を増やし、一秒で百を超こえた。鋼板すらたやすく食い破る氷ひよう槍そうの群れをもってすれば、たとえ戦車を中ちゆう核かくとした連隊であろうとも紙かみ屑くずのように蹂じゆう躙りんされるのが必然と思えた。

「やめとけよ」

　と、蒼士郎はかぶりを振った。

「そういう小細工は、つまり力ちから業わざが通用しなくなったって、自分で認めてるようなもんだろうが」

「黙だまってください！」

　一いつ斉せいに、槍が解き放たれる。

　しかし、その槍のすべてが、阿修羅の体表で蒸発していった。

　七貌七剣とはいわずとも、蒼士郎の創神にももうひとつの創神形質があったのだ。あの『戦争』の間も正体を隠かくし通してきた──砂を操る万ばん象しよう黒こく塵じんだけを見せてきたのは、このもうひとつを隠すための方策でもあった。

　レフティと、拘束時の阿修羅に名付けていたのには理由がある。

　つまり、三面六臂たる阿修羅の、左側面にかけてのことだ。闘神たる阿修羅が三つの顔を持つ意味は、時に悟さとりに至るまでの成長をあらわしているからとも、時にあまねく万物を見ているからとも言われる。もとよりあまたある阿修羅の姿には、三面六臂ならざるものも存在している。

　その上で、蒼士郎はどこか幼さを残した左の顔に、創造の側面を見てとった。だからこそ、万象黒塵は修羅道に吹ふきすさぶ黒砂でありつつ、様々な形態を取りうる応用性の高い創神形質となりおおせた。

　では。

　青年に達した阿修羅の右側面は、どのような創神形質を持ちうるのか。

「絶対防ぼう御ぎよ・光こう骸がい柩きゆう」

　光はなおさらに強くなり、氷こおり漬づけになった教会に乱反射した。

　アートマンがつくりだすあらゆる寒波が、その光を前に消しよう滅めつしていく。阿修羅を壁かべとした蒼士郎にも届かず、ユウはただ愕がく然ぜんと呻うめくしかなかった。

「あなたは……なんで……」

「お前はさ。さっき、俺たちの創神も精神も老いさらばえたって言ってたよな。ああ、それって間ま違ちがってないと思うよ。確かにお前たちは新世代ニユーエイジで、俺たちは滅ほろびゆく旧世代なんだろう」

　ひいろは違うかもしれないけどさ、と付け加える。

「……でもな。今のお前から見てどんなに惨みじめでも、それでも俺は生きてるんだ」

　しみじみと、彼は言う。

　衰すい退たいした蒼士郎にとって、創神の操作は一秒ごとが魂たましいを炎にくべるようなものだ。五感のすべてが拒きよ絶ぜつ反応を引き起こし、神経を串くし刺ざしにする。すでに片かた腕うでを失った今、苦痛は倍増しになって訴うつたえる。

　もはや、お前はここの住人ではない。

　幻想の世界ネバーランドにいられる時間は終わったのだと。

（……知ってるさ）

　鮫さめのように、蒼士郎が唇くちびるを歪ゆがめる。

　自分の感性も精神も思想も、とっくの昔にすりきれている。創神なんて幻げん想そうは、馴な染じみすぎた現実を打ち破れない。

　だけど、終わっていないのだ。

　蒼士郎の人生も、創神とともに歩んできた道も、けして終わったわけではないのだ。

「や……めて……近づかないで……こっちに来ないで……」

　光が触れた先から、すべては搔かき消えていく。

　阿修羅──アスラ族の王はヴィローチャナと呼ばれ、アフラマズダなどと源を等しくする太陽神であると言われる。系けい譜ふを辿たどれば、毘び盧る遮しや那な仏ぶつや大だい光こう明みよう遍へん照じようと同一視されることもある、ほぼ最高位の神格。

　透すき通った光の宿るところ、創神も権能もことごとくが対消滅する。

　それが、この創神形質。

　けして無敵でも最強でもない。しかし、蒼士郎の辿り着いた『絶対』だった。

（……ま、本当に使いにくいけどさ）

　なにしろ、消滅でも無効化でもない。

　対消滅なのだ。存在規模の大きい亜神態フエイズ５だからこそ意味がなくもないが、究極的には相手と心中するような権能でしかない。生き残ることこそがまず第一とされたあの『戦争』では、ほとんど使い道のなかった『力』だ。

　実際、光が強まるのと反比例して、阿修羅はその身体を薄うすれさせていっている。

　蒼士郎の内側でも、肋ろつ骨こつがまたひとつ搔き消えたのを感じた。

（やばいな。一分もつのかなこれ）

　苦く笑しようして、手を伸のばす。

　思いつきが、ひとつだけあった。本当にただの思いつきだったけれど、一連の事件でひとつだけ分からなかった症しよう状じようを、蒼士郎は思い出していた。

　トトが創神喰ぐいされたように見えたことだ。

　あれは、ひょっとして守ろうとしていたのではないか。

　創神とは、神話結けつ晶しようから与あたえられる神の鋳い型がたと、使い手の精神の有り様から定義される現象だ。ならば、トトは悠香が同じ身体に巣くう──四王の子という精神に抗あらがった結果として、創神喰いと同じような状態に瀕ひんしていたのではないか。

「くそ──！」

　逃にげだそうとしたユウが、しかし周囲を見て硬こう直ちよくした。

　阿修羅の手から伸びた光の糸がある種の檻おりとなって、蒼士郎とユウと、互たがいの創神を閉じ込めていたのだ。

「悪いが、じっとしていてもらう。繊せん細さいな作業になりそうでな」

「──知るか！」

　アートマンが、何も纏まとわぬ剣けんを走らせる。

　きっと、それこそ四王の子の切り札だった。カーリーとの戦いで乱入したときに垣かい間ま見みせた、敵の創神を強ごう引いんに停止させてしまう創神形質。




「絶対攻こう撃げき・光こう骸がい狂きよう骨こつ」




　その刃はも、光を集中した阿修羅の手刀を前に搔き消える。

　対消滅の光を圧縮した結果、ほとんど表皮も肉も消え失うせて、阿修羅の手は骨だけと化していた。

　ゆっくりとアートマンの胸へと潜もぐり込む骨手を、四王の子はただ愕然と見やった。

　ああ、ただの思いつきで、確かめようもないことだけれど。




　──『なにしろ、四王の創神を転写するためだけのつくりものだから、普ふ通つうの神様の鋳型はふさわしくなかった』




　だったら、このアートマンの内側で、まだトトは眠ねむっているのではないかと。

　自らの主あるじとしてあの少女を守っているのではないかと、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことを、仮にも〈解放者リベレーター〉の古ふる強つわ者ものだった破城蒼士郎は思ってしまったのだ。

「やめろ！　やめろやめろやめろやめてくれ！　いやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだいやだ！　オレはまだなにもしていないオレはまだオレの『戦争』も始められていない！」

　四王の子の叫さけびの中、ただ蒼士郎は息を吸った。

　渾こん身しんの力を込こめて、呼びかけた。

「目覚めろ、トト！」




　　　　＊




　誰だれかに、呼ばれた気がした。

　彼女がいたのは白いぼんやりとした暗くら闇やみで、上も下もないそんな空間で、悠香は膝ひざを抱かかえたままたゆたっていた。

　たゆたっているのは、ひどく心地ここちよかった。

（……ああ）

　なんとなく、分かってはいたのだ。

　自分は何かがおかしいって。何かが足りないって。

　考えられないように仕組まれてはいたけれど、それでも薄うす々うすとは勘かんづいていて……だけど、あの風変わりな教師と一いつ緒しよにいた間、確かに悠香は幸せだった。

（……だから、もういいんだ）

　そう思う。

　本当に、心からそう思っている。

　なのに。

　あの鸚おう鵡むが、いつのまにか羽ばたいていた。

　今は眠るときではないのだと、そう伝えるように。

「トト……？」




　　　　＊




「……ああ、謝ったりはしない」

　自分のやったことを、蒼士郎は十分に理解していた。

　どんなに美しく飾かざったとしても、これは誰かを見捨てる行こう為いだ。自分のせいで生まれたのかもしれない命を、選別する作業。どちらかを助けて、どちらかを間引くという何度となくやってきた選せん択たく。

　それでも、破城蒼士郎が贔屓ひいきすべき相手がどちらかなんて決まっている。

「返して……もらう……！」

　アートマンの胸から、阿修羅が手を引き抜ぬく。

　刹せつ那な、異変が生じた。

　四王の子の仮面に、硬かたい音が鳴ったのだ。

　それは一筋の罅ひびとなり、たちまち蜘蛛くもの巣のように広がっていって──やがて、ある一点で砕くだけ散った。

「先、生……」

　その内側から、涙なみだを流す少女が現れたのだ。

　蒼士郎の知る、七星悠香の顔が。

「……ああ」

　途と端たんに、身体からだが鉛なまりに変じていくのを感じた。

　ありとあらゆる筋肉から力が失われる。筋肉ばかりか神経も血管も骨格も何もかもが剝はぎ取られて、そこら中に撒まき散らされる感覚。それでも、不思議と気分は悪くなかった。今回は自分のなすべきことをなしおえたと、それだけは確信していたから。

「先……生……？」

「……お帰り、悠香」

　その言葉とともに。

　消えゆく阿修羅の手から、一羽の鸚鵡が飛び立った。

　操あやつられていた規格神や創神使いマギウスたちも一いつ斉せいに倒たおれ伏ふし、少しして、相手を失ったひいろが駆かけ寄ってくる足音が聞こえた。








『エピローグ』









　改めて、七なな星ほし悠ゆう香かが目を覚ましたのは、白い病室だった。

　なんでも、一週間以上眠っていたらしい。目覚めた当初こそてんやわんやで、見たこともないような大量の機械で慌あわただしく検査されていたが、それも最初だけのこと。今は暇ひまをもてあますぐらいだし、自覚症しよう状じようとしては少々打ち身があった程度なので、少女としてはなんだか不思議な気分だった。

　看護婦さんはみんなよくしてくれる。

　自分もとても気分が良くて、ついおなかとかすいてしまう。やっぱり病院食はちょっとだけ味気なくて、早く台所に立ちたいななどとうずうずしてしまうのだ。どうも思ったより自分は料理好きだったらしい。

　窓からの日差しもうららかな昼下がり、ふと個室の扉とびらが開かれた。

「あ、先生」

「元気にしてたみたいだな。──ほい。今日の授業の分」

　プリントを棚たなに置いて、白い髪かみの先生はぽすんと椅い子すに座る。

　ほとんどの授業内容は端たん末まつで確かく認にんできるのだけど、いろいろ書き込みまで追加して、毎日持ってきてくれているのだ。

　きっと、とてもいい先生なんだろう。

　左目に眼帯をしてるのだけは、ちょっと怖こわいけれど。

「……え、と、すいません。先生の名前はなんでしたっけ？」

「破は城じよう蒼そう士し郎ろう。担任じゃないから覚えてなくても仕方ないだろ」

「あ、そうでした。……すいません。なんだか、まだ頭が混乱していて。変ですね。先生だっていうのははっきりと分かるのに」

　申し訳なくて、つい肩かたをすぼめてしまう。

　苦く笑しようした先生は、かまわないよという感じでプリントを整理しつつ、中から一枚を抜き取った。

「今の調子なら体育祭に出られるかも、ってことだったよ」







　　　　＊




　病院を訪ねる前、蒼士郎は黒蓮華嬢ロータス・ブライドと話をしていた。

「彼女の人格は結局どうなったわけ？」

「完全とは言えないが、悠香の人格をベースとしてまとまったみたいだ。……ただ、記き憶おくについては、俺や創神まわりがすっぽ抜けてるみたいだな」

　あの直後、アランと〈管理軍〉が駆けつけて、蒼士郎たちは回収されることになった。

　面めん倒どう臭くさいことは向こうに押しつけたのだが、結果として〈第十三特区〉に限らず〈管理軍〉の研究体制を大きく見直すことになったらしい。まあ、このへんの細かな部分は結局関係者でない蒼士郎は蚊帳かやの外だ。ひいろもさっさとあの場は退散しており、黒蓮華嬢ロータス・ブライドの介かい入にゆうもあって、なんとか正体を隠かくし通すことには成功したようだ。

　そして……悠香は、創神にまつわる記憶を失っていた。

「ああ、そのタイプか。蒼士郎ならよく知ってるでしょ」

「『戦争』でも見たからな」

「うん、創神って使い手の精神そのものだもの。それを失うことはつまり精神や記憶を失うことと同じ。たとえアートマンが直接悠香ちゃんの創神でなかったとしても、あなたが滅ほろぼしてしまった以上影えい響きようが出るのは免まぬかれない。結果として、創神まわりの記憶を失うというのは比ひ較かく的よくあるパターンよ」




　　　　＊




「……ところで、先生」

　ことりと、悠香が首を傾かしげた。

「先生は担任でもないのに、どうしてそんなよくしてくれるんです？」

「理由なんて特にないよ。ただ、先生としては新人だからな。できることはきちんとしていこうと思ってるだけ」

「わ、それってすごいですね！」

　きらきらと目を輝かがやかせた少女に、つい苦笑してしまう。

　何もすごくない。

　たったひとりの生徒もろくに守りきれなかった駄だ目め教師というだけだ。ただ、創神の記憶を失った少女にそんな話をするわけにもいかなくて、蒼士郎は曖あい昧まいに表情をつくるほかはなかった。

　ここに彼女がいるならば、それ以上の報ほう酬しゆうはないのも、確かなのだから。

　何かしら話題を変えようと、視線をそらしたところで、指先が棚に置いてあったアクセサリに触ふれた。

　貴石のはまった髪留めだった。

「……あれ、これ」

「それは──あ、あ、駄目！　駄目！　出てきちゃ駄目ってば！」

　慌ててシーツをひっかきまわした悠香のすぐそばで、異変が生じた。

「ソーシロ！　ソーシロ！」

　騒さわがしい声が、病室にこだましたのだ。

　少女のすぐそばに、やたらと目立つ虹にじ色いろの鸚鵡おうむが現れていた。

「……トト」

　茫ぼう然ぜんと、蒼士郎はその名を口にした。

　すると、悠香もぎょっとした顔で青年を見やったのだ。

「せ、先生は視みえるんですか？　あの、ほかの人にはまったく視えないみたいで、ひょっとして私ひとり幻げん覚かくを見てるんじゃないかと思ってたんですけど……」
















「ソーシロ！　ソーシロ！」

　自分は覚えているぞとでも言いたげに、虹色の鸚鵡は何度も何度も蒼士郎の名前を呼んで、病室の天てん井じようを飛び回った。

　そんなことで、泣きかけてしまった。

　涙もろくなった、と思う。

　ぐっと吞のみ込んで、蒼士郎は微び笑しようとともに口を開いた。

「……ああ、困らないように、後でゆっくり説明してやるよ。どうせお前の歳としならほんの数年の付き合いなんだから、大切にしないとな」




　　　　＊




　微笑ひとつ。

　心配げに覗のぞいていた病室から立ち去って、黒蓮華嬢ロータス・ブライドは小さくハミングをこぼした。彼女にしては珍めずらしく気分がよさそうで、マザーグースのメロディが小気味よく病院の廊ろう下かを流れていった。

　ハンプティダンプティが砕け散ったところで、ふとシスターは視線をあげた。

「リチャード劉ラウ」

「おや、黒蓮華嬢ロータス・ブライド」

　と、長チヤン袍パオの若者は一礼した。

　片眼鏡モノクルの奥の瞳ひとみは変わらず優やさしげで、しかし笑ってはいなかった。

「蒼士郎さんも回復したようで何より──」

「四し王おうの子。何も知らなかったわけじゃないでしょう？」

　前置きなしに、シスターが問う。

「さてさて。知ってたら、受け渡わたされる王おう冠かんなんて夢を見た時点で、対処してると思いませんか？」

「〈ギルド〉に四王をどうこうする戦力はない、と言ったのはあなたよね」

　黒蓮華嬢ロータス・ブライドは言下に否定する。

　劉はけして噓うそをつかない。

　だが、噓をつかないから噓つきじゃないとは限らない。

「今回のあなたは蒼士郎を見張って、旧校舎の偽ぎ装そう工作に許可を出しただけ。それだけで、結果として四王のカーリーを見つけだし、元四王の子ともども〈ギルド〉の監かん視し下に置くことに成功したわね。めざましい戦果だこと」

「偶ぐう然ぜんですよ。少なくとも、こんな風に落ち着くとは思ってませんでした」

　曖昧に笑って、若者がかぶりを振ふる。

「怖いな、黒の魔ま女じよ。そんなに弟で子しが大事ですか」

「そうよ」

　即そく座ざに、黒蓮華嬢ロータス・ブライドは言った。

「世界中が敵になっても、あの子は私が贔屓ひいきする。ずっと前から決めてるの。だから、手を出すなら覚かく悟ごしておいて」

　手を出すな、とは言わない。

　覚悟しろ、と告げる。

「覚えておきますよ」

　神しん妙みように、劉がうなずいた。

　そのままシスターとすれ違ちがいかけたとき、ふと思い出したように尋たずねた。

「決めたのは、あのお弟子さんが『戦争』の末期に心臓を引き裂さかれたときですか」

「そうよ」

「因果な話ですね。──また会いましょう」

　そう言って、片眼鏡モノクルの若者は今度こそゆっくりと遠ざかっていったのであった。




　　　　＊




　病室の屋上で、彼女は待っていた。

　風になびく赤い髪が、まるで真しん紅くの軍旗のようだった。

　ちょっと目を細めれば、彼女に付き従わんとする地上の軍勢まで見えるかのようで、それは二年前の追憶だったかと自分でツッコミをいれてしまった。

「そっちも今日退院だって？」

　蒼士郎が近づいていくと、物言いたげに、少女の眉まゆがぐいとひそまった。

「まだ、その眼帯してたんですか」

「はは。似合うだろ」

　と、青年は革かわの眼帯をつついてみせる。

　失われた左手は再構築されていたが、その眼球だけはまだ戻っていなかったのだ。

「その眼帯をつけたまま、授業してるんですか」

「……授業だと、病人用のヤツにしてるよ。まあ眼球は呪じゆ的てき意味が大きいし、こっちから捧ささげたもんだから、ほかよりちっとばかり時間がかかるんだ。もう一週間もあれば元に戻もどるさ」

　それを聞いて、ほっとしたようにひいろが肩を落とした。

「心配、させないでください」

　と、正直に口にする。

「だいたい、あなただって三日間も眠ねむってたのに、どうして最初に学校に復帰してるんですか。おかしいでしょう」

「先生がずっと休んでるわけにいかないだろ」

　苦く笑しようして、ひいろの隣となりに並ぶ。

　柵さくに手を置くと、初夏の爽さわやかな風が心地ここちよかった。今にも眠たくなりそうな日差しが降り落ちていて、ついあくびをひとつ漏もらしてしまう。実のところ、倒たおれていた間の遅おくれを埋うめるために、昨日は徹てつ夜や作業だったのだ。もともと先生をやるための基き礎そ教養も足りてないのだから、この数ヶ月はひたすら勉強の繰くり返しであった。

「生徒になりたかったとか言ってるわりに、真ま面じ目めに先生してますよね」

「うん」

　まっすぐ、青年はうなずいた。

「確かに、学生として学校に通いたかったけど──今でも結構悔くやしく思っているけれど、だけど今の俺は、昔の『学生になりたかった俺』を守ってやれるんだって、そんな風に思えるようになったから」

「…………」

　ひいろは、しばし黙だまりこくって、妙みような目つきで蒼士郎を見つめた。

「なんで、先生みたいなこと言うのよ」

「先生だからだよ」

　困ったように、青年も頰ほおを搔かく。

　どうして、自分がこんなことを言っているのか。

　生徒の側に行きたい、と思っていたのは自分自身なのに。

「うん。多分、君が、俺を先生にしてくれたんだ」

「……何よそれ。まるで、あたしが不良生徒みたいじゃない」

　不満げに、ひいろが唇くちびるを尖とがらせる。

「そ、そういう意味じゃないんだけど」

「じゃあ、あたしから、ひとつだけ教えてあげます」

　こほん、とひとつ咳せき払ばらい。

　妙に端たん整せいな佇たたずまいに、つい緊きん張ちようしてしまって、蒼士郎は瞬まばたきした。

「あのとき、朱あけ桐ぎりひいろは、破城蒼士郎の初めてのクラスメイトで、初めての生徒だって言いましたよね」

「……あ、ああ」

　もちろん、覚えている。

　思い返すと、結構際きわどい台詞せりふだった気もするが、ことさらに意識しないようにする。呼吸法も魔ま術じゆつの教えも虚むなしく、高鳴る胸の鼓こ動どうに、蒼士郎は自分がどうかしてしまったのかと錯さつ覚かくした。

　それでも、なんとか取り繕つくろった装そう飾しよくを、少女の言葉はいともたやすく破は壊かいした。

「あたしも──」

　と、初夏の風に長い髪かみを押さえて、十四歳の少女は口にしたのだ。




「あたしも、あの学校で、初めての友達は蒼士郎くんだ」




　嬉うれしそうに、ひいろが笑う。

　多分それは、蒼士郎が斑鳩いかるが学院の教師となって以来、初めて目にした──心の底からの笑えみだった。





〈了〉　










あとがき









　初めまして。もしくはこんにちは。

　著者の三さん田だ誠まことです。三田は「みた」じゃなくて「さんだ」と読んだりします。

　今回は、以前から一度やってみたかった『召しよう喚かんバトルもの』です。

　高次の神や怪かい物ぶつを実体化して戦わせるという形式は古くからあり、現代でもたとえばＴＣＧ（トレーディングカードゲーム）なんかでお馴な染じみですが、お馴染みの部分とともに、自分なりの味わいも描えがけたのではないかと思っています。




　　　　＊




　……もうひとつ。

　失われたもの、失われつつあるものに、僕は昔から強く愛着を覚えます。

　今回の能力を、「十六歳までの少年少女たち限定」としたのも、そうした理由です。十六歳を過ぎれば消えていく──与あたえられたときから失われることが決定づけられている『力』。だからこそ、限られた期間でどのように『力』を使うかに、より強きよう烈れつな意味を持たせられるのではないかと、そう考えたのです。

　そして、これは「一度は倒たおれた主人公の、新たなる覚かく醒せいの物語」です。

　最強なる神を喪ったはずの十八歳の破は城じよう蒼そう士し郎ろうが、教師という新しい立場から多くの人々と触ふれあい、守るべきものとそのための『力』を見み出いだす物語となります。

　教師と生徒。

　創神と喪そう神しん。

　旧世代と新世代。

〈解放者リベレーター〉と〈管理軍〉。

　いくつも対ついになった世界の中で、はたして彼が何を残すのか。その結末を、僕も書きながら楽しみにしているのです。




　作品の開始に向けて、召喚術の資料を繙ひもといて、いくつかの概がい念ねんを物語用に抽ちゆう出しゆつ・再構築していたのですが、これ自体も魔ま術じゆつ儀ぎ式しきのようで楽しい作業でした。創神形質や妖精態フエイズ２などという概念はここからできたものですね。

　思えば、小説の執しつ筆ぴつはひとつの世界を生み出すという意味で、大がかりな魔術とよく似ています。今回の世界とキャラクターたちも愛いとしいできあがりとなりました。皆みなさんと喜びを共有できれば、これ以上の幸せはありません。




　　　　＊




　最後になりましたが、発売の一年以上も前からラフなどを準備してくださり、僕の細かな要望にも応じてくださったイラストレーターの曽そ我が誠まことさん（表紙のひいろを大変気に入ってます！）、あまりに僕が待たせすぎて途と中ちゆう四回も担当が代わった企き画かくを快く引き受けてくださった編集のＨさんに感謝を。

　もちろん、この一冊を手にしてくださった読者あなたにも。

　ひとまず二巻まで考えてる構成で、次は初夏の頃ころにお会いできるのではと思います。




　二○一六年一月


岩いわ原はら裕ゆう二じの『ディメンションＷ』を読みながら　　　












創そう神しんと喪そう神しんのマギウス








三さん田だ　誠まこと
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